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￥1,000
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免震構造
－部材の基本から設計･施工まで－
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協会編集書籍のご案内（他社出版）
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免震のすすめ
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物を分かり易く解説、メリット・装置の役割・コストと性能などを記したカラーパンフレ
ット
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免震建築の基本がわかる本
【オーム社】
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Ｑ＆Ａ方式で、免震建築、特に事務所やマンションなどのビルもの全般にわたり、免震の
基本的なところから計画・設計・施工・維持管理など幅広く解説。 【A5版・190頁】

【Ohmsha】

￥5,950How to Plan and Implement 
Seismic Isolation for Buildings

￥6,696
2013年4月考え方進め方免震建築の英語版

【A5判・123頁】

地震から建物を守る免震 免震建築の普及のため一般向けに免震構造を説明したカラーパンフレット
【A5版・6頁】 2009年9月

30部まで無料
（31部以上
1部￥100）

（ユーザーズマニュアル付）

パッシブ制振構造設計・
施工マニュアル
別冊1：制振部材取付け部の
設計事例
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1巻頭言

巻 頭 言

専門家ではない一般の人々にとって、免震構造と
か免震装置といえば、高層マンションの購入を検討
するときなどに意識するくらいのものかもしれな
い。しかし、日常無意識に接しているデザインの面
白いあの建築この建築が、実は免震構造の恩恵があ
ればこそ、そういう形で存在しているのだというこ
とを認識している人はほとんどいないのではないだ
ろうか。
その一は国立西洋美術館。この建築がユネスコ世

界文化遺産に正式登録されたのは2016年7月のこと
だ。日本での運動の中心であったのは日本政府の
バックアップのもと、台東区をはじめ地元の方々
だったが、実は運動は世界的な広がりをもっていた。
なぜならこの建物は単独申請で登録認定されたので
はなく、ル・コルビュジエの一連の建築作品の一つ
として六カ国に点在する17の作品をまとめて「ル・
コルビュジエの建築作品－近代建築運動への顕著な
貢献－」としてフランス政府とル・コルビュジエ財
団が中心となってユネスコに申請していたからであ
る。
日本ではこの登録認定のおかげで、国立西洋美術

館の建物そのものへの関心だけでなく、その設計者
であるル・コルビュジエや、更にはその意を受けて
日本側で設計に携わった建築家の前川國男、坂倉準
三、吉阪隆正に対する関心も一般市民の間で高まっ
たのである。
私は日本建築家協会に所属する一建築家として、

既に故人となられたこれらの大先輩たちの若き日の
熱意にあふれた仕事が、一般の人々に広く認識され
たことを大変喜ばしいことだと考えている。
一方で、新耐震基準などができる以前のこの1959

年竣工の建築の名作が、なぜ今も美しい姿できっち
りと保たれているかの理由についても、しっかりと

デザイナーズ・メンシン

六鹿　正治日本建築家協会会長

認識をしておく必要があると思うのだ。
この機関誌の読者ならとうの昔にご承知のよう

に、この建物は1997-1998年に行われた免震レトロ
フィットの工事によって、新しい耐震基準に適合さ
せることが可能になり、多くの人々が集まる公共の
文化施設として存続させることができたのである。
さもなければ、コルビュジエ独特の伸びやかな空間
はもはやここに存在しないか、または初めの設計に
はなかった柱や梁をいくつか添えなければ安全な建
物として存続しえなかったはずである。コルビュジ
エも前川・坂倉・吉阪も自分たちのデザインや空間
が、冒されることなく、新しい技術によって構造的
により安全な建物に、いつのまにか生まれ変わって
いることに瞠目するに違いない。
その二は、歴史が下って現在の世代の日本の建築

家の作品。以前、第9回の免震構造協会賞の作品賞
の審査をさせていただいた中で、特に目を引いた建
物があった。伊東豊雄設計の多摩美術大学図書館（八
王子キャンパス）である。構造設計は佐々木睦郎が
担当した。免震構造協会賞ということで予め「から
くり」の存在を知った上で現地審査をしたのだが、
それでもなお、軽やかに連続する華奢なアーチや動
きのある内部空間に非常に新鮮な驚きを感じたもの
である。免震構造だからこそ実現可能なデザインが
あることを目の当たりにした驚きとも言える。
このデザインは、雑誌で写真を見た建築の学生や

若手建築家たちにきっと大きな影響を与えるなと思
いつつ、彼らがその背後に免震構造があることを合
わせてしっかり認識してくれるかどうかも非常に気
になった。技術とデザインの関係の奥深さ、そして
さらには現実的な諸条件の拘束の中でいかに折り合
いをつけて実際の建築として作り上げていくかとい
うことを認識できるかである。
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巻 頭 言

構造としての安心安全は建築の基本的要件である
が、特に医療施設や高層集合住宅など、用途として
安心安全を第一に打ち出すことの多い建物では、現
実的条件の中での重要な選択肢の一つとして免震構
造の採用が増えている。
一方で、多摩美術大学図書館のように新鮮なデザ

イン意図を安全確実に実現するための有効で不可欠
な技術として免震構造を捉えることもできる。私は
これをデザイナーズ・メンシンと呼んでみたい。
私の所属する事務所では以前、黒川紀章と組んで

国立新美術館の設計を行ったが、晩年の黒川のデザ
イン意図を最も明快に表現することになった建物前
面のロビーをカバーする波打つガラスの表皮や無柱
空間を安全確実に支持するのに免震構造は不可欠で
あった。これは第8回免震構造協会賞作品賞を受賞
したデザイナーズ・メンシンの例である。
また、山口県の通称きらら元気ドームでは、空か

ら見ると羽を広げて飛ぶ鳥のように見える白い膜屋
根を、柱頭で免震構造が支える形で構造的な解決を
図っている。この軽やかさの実現は膜をテンセグ
リット構造でぴんと張るだけでは不可能であったと
考えられる。これは第4回免震構造協会賞を受賞し
ている。
先述の伊東豊雄は、当選はしなかったものの、JV

で提出した新国立競技場のb案において、スタジア
ムの白い大屋根を、同じく免震構造で支えることに
よって、神宮外苑の中空に軽やかに浮かべようと企
てていた。
建築家の新鮮なデザイン意図の実現を安心安全と

いう条件の中で確実に行う技術の一つとして今やな
くてはならないのが免震構造である。日本の多くの
優秀な建築家たちがデザイン意図を安心安全に実現
するために免震構造を一つの有力なオルタナティブ
として当たり前に考えるようになれば、デザイナー
ズ・メンシンによる建物が百花繚乱のように出現し
てくるかもしれない。
そのときに忘れてならないのは、建築家と協働す

る建築構造設計の専門家の存在であり、日本では多
くの建築構造設計者が前提として一級建築士の資格
を取得していて、さらに日本建築家協会の会員であ
ることも多い。
建築構造の専門的技術者であり設計者であると同

時に、いわゆる建築家の精神をあわせ持っておられ

る方々が多くいらっしゃる事に、いま日本建築家協
会の会長をお役目としていただいている立場から、
心からの敬意を払いたいと思う。
デザイナーズ・メンシンが盛んになって多彩なデ

ザインが現実のものになることを願い、またその中
で構造設計者の方々が、協働する建築家たちと同じ
建築家精神で課題に向われることを心から祈りた
い。そして巻頭文を締めくくるにあたり記述したい
ことがある。それは建築家精神の原点ともいうべき
言葉に近頃接したことである。
今年の5月にアメリカ建築家協会の年次大会が

フィラデルフィアで行われ、JIA次期会長の立場で
出席してきたが、そのときに非常に強く印象を受け
たことがある。それは大会最終日の夜に行われる
FAIA、すなわちAIA会員のなかでも特に実績や貢献
で選ばれた年長メンバーであるフェローたちを召集
する晩餐会でのこと。会自体は毎年数十人の新フェ
ローを紹介することもあって、夫婦同伴の華やかで
賑やかなものであるが、会の半ばに、やおら代表者
が壇上にのぼってFAIAとしての祈願文を厳かに読
み上げるのである。会は華麗な中にも、このときば
かりは荘厳さが会場を覆う。そしてその祈願の内容
は建築家精神の原点を自覚する謙虚さとあわせてナ
イーブなまでの使命感と自負に満ちたものであり、
会員たちは自己のプロフェッションの重大さを確認
しあうのである。

「みなさん、こんばんは。
しばし頭をたれて感謝の祈りを捧げましょう。
フェローシップ（フェローであること）とはこのプ
ロフェッションがよりよくなるよう恩返しをするこ
とです。
私たちのプロフェッションをより高める立場にある
ことを私たちが許されていることに感謝します。
指導的立場のアーキテクトとして、私たちは単に風
景を変える機会を得ているだけではありません。
私たちは人々の生活の仕方を変える機会をも得てい
るのです。
私たちは非常に深い方法で社会に貢献する手段を
持っています。
そして私たちは毎日の生活を改善することに深く関
わっています。
フェローとしての私たちは人々にリーダーだと認識



3巻頭言

巻 頭 言

されています。
次世代への良き指導者となるべき機会を得ようとし
ている人だと思われています。
私たちのヴィジョンを通じてこのプロフェションを
より高める人だと思われています。
私たちは建築の実務の様々な価値を代表し、発展を
支え、永続を促すことを追求するものであります。

私たちは感謝を捧げます。私たちこそ実践者だから
です。
私たちは感謝を捧げます。私たちこそ大きな影響を
与えていくからです。
私たちは感謝を捧げます。私たちこそフェローの集
まりなのです。
アーメン」
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１　はじめに
山口大学医学部附属病院は、国立大学附属病院と

して、1. 教育・研修、2. 研究開発・先進医療、3. 地
域医療推進、4. 病院基盤強化を基本戦略に掲げ、再
整備計画を策定している。
今回再整備における本建物は主要機能を集約する

ことで病院全体を結び、つなぐ役割を担っている。
そのため、災害時には病院機能を確実に持続する施
設計画とし免震構造を採用した。今後、本建物と継
続して既存等の全面的な改修を実施し、全体の機能
更新を図ることで2巡目を迎えた国立大学医学部附
属病院再整備の「トップランナー」を目指している。

２　建物概要
建 築 場 所：  山口県宇部市南小串一丁目1-1 

（山口大学小串団地構内）
建 物 用 途：大学（病院）
設　計　者：株式会社佐藤総合計画
監　理　者：  国立大学法人山口大学施設環境部施設 

整備課
施　工　者：清水建設株式会社
建 築 面 積：4,836.16m2

延 べ 面 積：34,571.03m2

階 　 　 数：地下1階、地上14階、塔屋1階
建 物 高 さ：68.49m

構 造 種 別：  鉄骨鉄筋コンクリート構造 

（一部鉄骨造）
基 礎 構 造：  直接基礎、杭基礎 

（場所打ちコンクリート杭）
免 震 位 置：基礎免震

免 震 建 築 紹 介

山口大学医学部附属病院　診療棟・病棟

中村　淳一 周防　尚 北岡　拓也
佐藤総合計画 同 同

３　構造計画概要
構造形式は地下1階Y方向が耐震壁付きラーメン

構造、地下1階（X方向）から上層階は純ラーメン
構造としている。平面形状は、東西方向が約

90m、南北方向が約60mで、8階から上階でセットバッ
クし三角形に近い平面形状となる。構造種別は地下
1階～7階床までをSRC造とし、7階から上の病棟階
では、図3に示すように建物外周の柱梁をSRC造と
し、建物内部の柱梁をS造とする計画としている。
また、地下1階および1階、R階PHR階の在来床スラ

図1　建物配置図

図2　建物外観パース



5免震建築紹介

ブ以外のスラブは鉄筋組み込みデッキを採用し、工
期短縮を図る計画としている。

４　地盤及び基礎概要
図4に示すとおり、建設地の地盤は、建物の西側

から東側にかけて支持層が深く傾斜している。さら
に、建物西側において表層地盤（Asc）が液状化す
る可能性が高いことから、液状化の影響を受けない
ように予めX1通り～X7通り間に地下階を計画し、
基礎形式は蛇紋岩を支持層とする直接基礎として計
画している。また建物東側では、石炭の採掘跡とな
る古洞（UCo3）が残っているため、古洞以深とな
る蛇紋岩（Sp）または頁岩（USh）を支持層とする
杭基礎を併用し、建物全体として直接基礎と杭基礎
の併用による異種基礎を採用している。
基礎の水平力に対する検討では、まず基礎スラブ

を含めた下部構造の剛床が成立すると仮定し、基礎
に作用する全水平力に対して直接基礎部下部の地盤
のせん断耐力が上回っていることを確認する。次に
下部構造を非剛床としたときに杭体に作用する応力
に対して杭材が許容耐力以下であることを確認する。

５　免震設計概要
免震装置には天然ゴム系積層ゴム支承（RB）鉛

プラグ挿入型積層ゴム支承（LRB）の他に免震層周
期を延ばすために弾性すべり支承（SSR）および転
がり支承（CLB）を採用している（図5）。引抜き力
が大きな箇所にはCLBの引張対応セットを配置し、
変形が過大にならないよう粘性ダンパー（RDT）を
外周に配置している。

６　地震応答解析
解析モデルは、免震層を含む1層1質点とした基礎

固定の質点系等価せん断型モデルとする。解析モデ
ルを図6に示す。なお、本建物はモデル化において
構造上以下の特徴を考慮して作成する。
①  免震層位置がB1階床下と1階床下の2層に分か
れている。
②  5階のX1-5/Y5-8間の部分（電気室）が2層吹き
抜けとなっている。
③  13階上部（構造上、屋上相当）の上部構造体が
ヘリポート等を含め複数に分離している。
復元力特性は、静的弾塑性解析の荷重変形曲線よ

図3　8階床伏図（基準階）

図4　建設地の地盤概要と基礎計画

図5　免震装置配置図
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り等価せん断型にモデル化し、上部構造の履歴特性
は表1のとおりとする。
免震層は、積層ゴム支承系を層間バネに置換し、

減衰こまはダッシュポットモデルに置換する。鉛プ
ラグ挿入型積層ゴム支承のバネは歪み依存型
Bi-Linearとする。減衰こまは、速度依存型の非線形
モデルとする。また免震材料の減衰は履歴減衰のみ
とする。転がり支承は摩擦係数が0.5%程度と小さい
ため、免震層の復元力には考慮しないものとする。
表2に耐震判定基準、表3に入力地震動を示す。
極めて稀に発生する地震動に対するX方向の地震

応答解析結果（免震材料のばらつき標準）を図7に

示す。最大応答層せん断力係数は各部材の許容応力
度設計に用いた層せん断力係数以下である。免震層
の最大変形量は36cm、12階の床の最大加速度は
216cm/s2で、耐震判定基準を満たしており、十分な
免震効果が発揮されることを確認した。

７　基礎傾斜を考慮した建物への影響
建設地は工学的基盤が傾斜していることから、図

8に示すように建物の長辺方向ほぼ中央のY5通を想
定し、傾斜が大きい断面の地盤条件を投影した二次
元の有限要素モデルとし等価線形化法に基づく解析
を行った。
（1）検討ケース
入力地震動の検証のための杭を考慮した二次元モ

デル面内方向入力（ケース1）と、杭設計における

表3　入力地震動の設定

表2　耐震判定基準

表1　上部構造の履歴特性
階 履歴特性

図6　解析モデル

（a）最大層せん断力係数

（b）最大相対変位

（c）最大加速度

図7　地震応答解析結果（X方向）
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地震時の地盤による強制変形を算出のための杭モデ
ルを考慮しない面内、面外方向入力（ケース2）の
計2ケースとする。なお、入力する地震動は、ケー
ス1では工学的基盤の傾斜による影響のため水平動
と上下動の同時入力とし、ケース2では水平動によ
る地盤変形を目的としているため水平動のみとす
る。入力地震波は、告示波神戸位相とする。
（2）ケース1解析結果について
有限要素法解析結果から得られた地震波（水平動・

上下動）のスペクトル比較より、水平動については
成層地盤モデル（SHAKE）の地震波よりも、周期0.4～ 

1.0秒帯での地震波の増幅が抑えられているが、上
下動については、建物の上下方向の固有周期T=0.13

秒に近い短周期帯（0.1～1.0秒）で増幅する結果と
なった。
成層地盤モデルの地震波（KOKU2-KB）と有限要

素法解析結果から得られた地震波（KO2KB-HV）に
よる応答解析結果（水平）の比較を行った。図9に
示すとおり、応答層せん断力及び相対変形は3～4%

程度減、応答転倒モーメントは12%程度減となった。
また、支承の最大鉛直震度は圧縮方向で0.24、引張
方向で0.28であった。成層地盤モデルの地震波の上
下動解析結果は、圧縮方向で0.24、引張方向で0.32

であるため引張方向側で鉛直震度が低下する結果と
なった。
（3）ケース2解析結果について
ケース2の有限要素法解析により得られた基礎ス

ラブ下の加速度および相対変位の時刻歴の比較によ
り位相差および基礎の捩れの検証を行った。

検証の結果、面内（X）方向、面外（Y）方向共に、
加速度時刻歴の位相差は約0.05秒と建物のレベル2

地震動時の等価周期T=約4.7秒に対して小さく、面
外（Y）方向における基礎のねじれ角θも最大で
1/9080radと小さいことから、本敷地における工学的
基盤の傾斜が免震層の応答性状に与える影響は小さ
いと判断した。また、基礎の設計ではケース2の有
限要素法解析によって得られた地盤の応答変位量を
用いて静的弾性解析により杭、基礎スラブ、基礎梁
の設計を行った。図10に基礎検討用の応力解析モデ
ル、図11にねじれにより補強した外周の杭を示す。

８　おわりに
本建物は平成27年11月に着工し、平成30年12月に

竣工予定である。ここに、建築主である山口大学、
施工者である清水建設をはじめ関係者の皆様に多大
なご協力をいただいていることを深く御礼申し上げ
ます。

図9　X方向応答値比較
（a）層せん断力係数 （b）変位

図8　二次元有限要素法解析の解析モデル概要

図10　基礎検討用応力解析モデル

図11　杭伏図
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１　はじめに
計画地が立地する日本橋本町は、江戸時代から薬

問屋が数多く集積し、日本を代表する「薬のまち」
として発展し、現在においても医療・医薬品関連の
企業が集約したオフィス街を形成している。製薬会
社の本社ビルとして事業継続性等の観点から免震構
造を採用し、環境負荷低減技術においてもベスト・
イン・クラスを目指す計画としている（図１）。

２　建物概要
建　築　主：武田薬品不動産株式会社
建　設　地：東京都中央区
設計・監理：株式会社日本設計
施 　 　 工：株式会社竹中工務店
用 　 　 途：事務所、店舗
敷 地 面 積：2,741.31m2

建 築 面 積：2,215.01m2

免 震 建 築 紹 介

（仮称）新東京武田ビル

土屋　博訓 中村　伸 近藤　潤一
日本設計 同 同

延 床 面 積：45,057.43m2

階 　 　 数：地上24階　地下4階　塔屋1階
軒 　 　 高：設計GL+121.45m

構 造 種 別：地上　鉄骨造（柱：CFT、梁：鉄骨造）
 免震層　鉄骨鉄筋コンクリート造
 地下　  鉄骨造、鉄筋コンクリート造、

鉄骨鉄筋コンクリート造
架 構 形 式：地上　  制振部材付ラーメン構造（南北

方向）、純ラーメン構造（東西
方向）

 地下　耐震壁付ラーメン構造
免　震　層：中間層免震（地上3階床下）
基 礎 形 式：直接基礎（べた基礎）

３　構造計画概要
本建物は、地上24階、地下4階、塔屋1階の超高層

建築物である。地上部の基準階の階高は4.25m、平

図1　概観パース 図2　断面構成図
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面計画は片コア形式となっている。
免震層の位置は短辺（南北）方向のアスペクト比

が4以下となるように3階床下を免震層とした。この
アスペクト比を建築計画に活かすために、本社ビル
という特性を生かして、1,2階にテナントエリア、4

階以上をオフィスエリアとし、4階にスカイロビー
を設けることで免震層を貫通するEVを最小限とし
た。これにより、中間層免震構造の課題であるオフィ
ス有効率の向上を実現できている（図２）。
地上部の構造種別は鉄骨造（以下S造）とし、柱

には剛性確保及び経済性への配慮からコンクリート
充填鋼管柱（以下CFT柱）を採用した。ただし、免
震層上下の梁は免震基礎としての十分な剛性及び耐
火性能の確保から鉄骨鉄筋コンクリート造（以下
SRC造）とした。また、地下の構造種別は地下外壁
及び耐震壁の周辺フレームは鉄骨鉄筋コンクリート
造（以下SRC造）もしくは鉄筋コンクリート造（以
下RC造）とし、ラーメン部分は柱をSRC造、梁をS

造とした。
地上部の架構形式は、スパンの短い東西方向は純

ラーメン構造、19.75mのロングスパンを有する南北
方向は応答層間変形角及び応答加速度の制御を目的
にコア部に粘性系ダンパー（オイルダンパー）を配
置した制振部材付きラーメン構造としている。
基礎形式はTP-21m程度以深に存在するN値50程

度の細砂層からなる江戸川層を支持層とした直接
基礎（べた基礎）としている。地下水位はGL-10m

付近の東京層の砂質土とし、水圧の有無による検

討を行い、基礎梁及び基礎スラブの安全性を確認
している（図３）。

４　免震設計概要
免震部材配置図を図４に示す。免震部材は高軸力

の負担において断面効率の良い、角型積層ゴムを採
用した。免震装置には地震時のエネルギー吸収を目
的として、鉛プラグ入り積層ゴム（以下LR）を採
用している。
超高層S造中間層免震建物の設計で、①免震層上

部の転倒に対する十分な安全性の確保、②暴風時の
免震層の残留変形（ダンパー量と免震層の二次剛性
を意識した設計）に対して留意した設計を行った。
転倒に対する余裕度に関しては、最も明解な方法と
して、免震装置の引抜き力の厳しいコア側の免震層
直上3階床スラブをt=2,800のマットスラブとするこ
とで、カウンターウェイトとして利用し安全性を確
保した。さらに、コア側外周部の柱々間に直動転が
り支承（以下CLB）を配置することで、終局時には
当該CLBが引掛りとなって建物転倒に対して有効に
作用するよう配置した。ただし、柱直下にはLRを
配置することで免震層の捩れ剛性を確保するように
配慮した。なお、暴風時の残留変形については次節
で示す。
免震部材の設計性能目標を建物の耐震設計性能目

標とあわせて次頁表３に示す。極めて稀に発生する
地震動時（以下L2時）において、鉛プラグ入り積層
ゴムが許容圧縮面圧以下であること、引張応力は限

図3　構造計画概要図

図4　免震部材配置図

表1　免震部材表
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界引張応力1.0N/mm2以下であることを確認してい
る。なお、L2時の面圧検討は、免震ゴムの引張剛性
を圧縮剛性の1/10として検討を行い、限界引張応力
以下であることを確認することで、積層ゴムの引張
力を厳しく評価した。また、免震層上部の転倒に対
する余裕度を十分に確保することを目的として、L2

時の面圧算定に際し、上下方向地震動による軸力係
数0.35の軸力を水平方向地震動による変動軸力に単
純和して面圧の確認を行なった。
余裕度検証に用いた地震波（L2時の1.5倍の入力

加速度）に対しては、軸力係数を0.35×1.5=0.525と
して、L2時の検討と同様、上下と水平方向地震動に
よる変動軸力を単純和して面圧算定を行い、圧縮面
圧が許容面圧以内、引張面圧による免震ゴムのひず
みが破断に至らないことを確認した。なお、余裕度
検証時は圧縮側積層ゴムの面圧を厳しく評価するた
めに、積層ゴムの引張剛性を圧縮剛性の1/30とし、
圧縮側の積層ゴムが終局時面圧歪曲線以下であるこ
と、前記した柱々間に設けたCLBに生じる引張力が
引張耐力以下であることを確認した。なお、引張剛
性を圧縮剛性の1/10とした場合には、積層ゴムの引
張応力は1N/mm2を超えるものの、柱々間のCLBで
抵抗し、その応力はCLBの引張限界耐力以下である。
また、躯体クリアランスは余裕度検証時の最大変位
522mmに対して700mmに設定した。

５　風応答解析
暴風時の残留変形は免震層の二次剛性と特に密接

な関係であることから、手計算レベルで残留変形を
確認しながら降伏後の剛性およびダンパー量を決定
し、以下に示す風荷重の時刻歴応答解析にて詳細検
討を行った。
時刻歴応答解析に用いた入力風荷重は風洞実験に

基づき算定し、風荷重のばらつきを考慮するために、
各風向に対して5波の応答解析を行なった。風荷重
の大きさは、稀に発生する風荷重（荷重指針で定め
られる再現期間100年の風速による風荷重）、極めて
稀に発生する風荷重（告示で定められる風速の1.25

倍の風速）とした。なお、本設計では風荷重の変動
成分による層せん断力が大きい順に5波の内、3波目
となる応答せん断力を設計用風荷重と定義した。解
析モデルは三次元立体骨組解析モデルとし、風応答
解析では免震層のオイルダンパー及び制振用オイル
ダンパーは考慮せずに応答解析を行った。
設計用風荷重に対する免震層の残留変形は、10分

後の鉛の降伏せん断応力度で検討した場合40mm程
度であるが、10時間後では20mm程度と推定される
ため、残留変形が事業継続性や建築外観上に影響を
及ぼさないと判断した。
鉛プラグの単位体積仕事率と安定範囲の関係図を

図５に示す。なお、同図で示す仕事率は極めて稀に

極めて稀に発生する風荷重 

（風向 0 度・Case4） 

鉛の最大せん断応力：8.33N/mm2 

単位体積仕事率  ：0.278N/(mm2・s) 

表2　耐風設計性能目標 表3　耐震設計性能目標

図5　鉛の最大せん断応力と単位体積仕事率の関係1）

図6　設計用風荷重と免震層の復元力特性
1）「鉛プラグ型積層ゴムのクリープ特性を考慮した高層免震建物の風応答評価法」
竹中ら、日本建築学会構造系論文集、第561号、PP89-94
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発生する風荷重が1時間継続した場合を想定してい
る。同図に示す通り、鉛プラグが安定変形以内であ
ることを確認した。また、免震層が設計用風荷重に
よって降伏しないことを図６で確認した。（耐風安
全性ランクB相当）

６　地震応答解析
入力地震動は告示波3波、観測波3波の他、余裕度

検証用にサイト波を作成した。サイト波には元禄型
関東地震、南海トラフ巨大地震を採用し、告示波は
本建物が工学的基盤で支持していると判断できるた
め、浅部地盤増幅特性を考慮せずに、告示波原波を
設計用模擬地震波とした。
解析モデルは基礎を固定し、各階を1質点に縮約

した30質点系の捩れを考慮した曲げせん断捩れ棒モ
デルである。極めて稀に発生する地震動時の応答せ
ん断力を包絡する設計せん断力時に各部材が短期許
容応力度以下（余裕度検証時は弾性限耐力以下）で
あることを確認しているため、免震層以外の各階の
復元力特性は弾性とした。
本建物の耐震設計性能目標を前頁表３に示した

が、極めて稀に発生する地震動時に対しては、免
震層上部の応答層間変形角は1/200、免震層下部の
応答層間変形角は1/430、免震層の最大変形は

265mm（γ=106%）で積層ゴムの性能保証変形以下
であることを確認した。
各地震動レベルでの応答結果を図７に示す。同図

最大層間変形角の結果より、外装材の脱落しない追
従性は1/150以上、シールの補修のみでサッシュの
破損等が生じない変形角は1/200に設定した。また、
免震層上部の最大応答加速度は、L2時に253gal、余
裕度検証時に289galとなっており、免震建物とする
ことで建物使用者の恐怖心の低減・安心感を確保す
ることができた。

７　おわりに
免震構造とすることで建物への地震力の入力を軽

減することが可能となるが、免震構造の設計では、
常に終局状態をイメージして設計することが重要で
あると考えている。本計画では、免震層での建物の
転倒に対する安全性を十分に確保することが肝要と
考え、カウンターウェイトや柱々間のCLB設置によ
る転倒対策を行うなど、不静定次数の低い免震構造
の課題に応える設計ができたと自負している。
最後に、紙面をお借りしまして、武田薬品工業株

式会社、武田薬品不動産株式会社、日建設計コンス
トラクション・マネジメント株式会社、及び、株式
会社竹中工務店の皆様に厚く御礼申し上げます。

図7　地震応答解析結果（地震波：告示神戸位相）
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１　はじめに
株式会社極東商会は、半導体関連資材、空調冷凍
機器等を扱う商社である。創業65年を機に、旧本社
のある上野から、秋葉原へ本社を移転することと
なった。
新本社となる本建物には、創業100周年に向けて

再スタートを切るという企業の思いが込められてい
る。その思いを実現し、災害に強く環境にも配慮し
た企業の新本社にふさわしい建物とするため、非常
時に対して強靭でありながら、効率的で使いやすい
本社ビルを目指した。同時に、将来の人材確保にも
貢献できるよう、建物ボリュームを最大化し、印象
的なファサードデザインとなる計画とした。

免 震 建 築 紹 介

極東商会本社ビル

佐藤　宏 油野　球子
清水建設 同

２　建築計画
敷地面積約400m2のL型の限られた敷地の中に、執
務空間を最大限確保した建物を実現するため、薄い
外皮の中に外壁・断熱・耐震性などの機能を兼ね備
えた外殻架構を採用した。
この外殻架構は、免震構造とすることにより成立
している。敷地一杯に建物を計画するため、1階の
柱頭に免震支承を設置した柱頭免震構造を採用し、
大地震後にも本社機能を維持できるよう計画した。
免震上部は薄い外皮1枚による軽快な構造である

が、外装にカラーコンクリートを用いたPCa版を採
用し、表面処理により重みのある風合いを醸し出し、
免震下部の基壇部を8台の大断面の柱で支持するこ
とで、コンセプトを実現する重厚感のある質実剛健
な新本社を実現した。
所　在　地：東京都千代田区外神田4-18-1

建　築　主：株式会社極東商会
設 　 　 計：清水建設株式会社一級建築士事務所
施 　 　 工：清水建設株式会社
敷 地 面 積：398m2

建 築 面 積：330m2

延 床 面 積：2,470.41m2

最 高 高 さ：36m

階 　 　 数：地上8階
構 　 　 造：  免震構造（鉄骨造　一部鉄筋コンク

リート造　鉄骨鉄筋コンクリート造）
工 　 　 期：2014年7月～2015年7月

図1　建物外観 図2　建物内観
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３　構造コンセプト
外殻ブレースの配置は、力の流れを可視化するよ
うにデザインし、この可視化した力の流れをファ
サードに写し込むため、納まり上可能な限り大きな
ポツ窓をブレース際まで近づけて配置することで、
ブレースの存在感が残る緊張感のあるファサードデ
ザインとした（図3）。
昼間の外観はランダムな印象を与えるが、夜間に
は室内の明かりとのコントラストにより、ブレース
のラインがくっきりと浮かび上がってくる。また、
執務空間から見ると、階によって窓の配置が異なり、
外からの印象とは違ってランダムな開口が柔らかな
印象を与える空間を創出するなど、見る角度や時間
によってさまざまな表情をもったデザインとなって
いる（図4）。また、下階にいくほどブレースが増え、
開口が減ることで近隣との対面にも配慮している。
このファサードデザインは、開口パターンを絞り、
できる限り標準化したPCa版の組み合わせによって
表現している。

４　構造計画
4.1　免震上部架構
免震上部は、3200mmスパンで配置された300mm

角のBCR（一部溶接組立箱型鋼管）の柱と梁幅
300mmの大梁によって幅を統一したフレームを作
り、その中に降伏荷重約1000kNの溝形鋼拘束型ブ
レース（CSブレース）を組み込むことで、高い剛
性とレベル2を超える地震に対する冗長性を持つこ
とを狙いとした外殻架構を形成した。この300mm幅
のフレームを、敷地境界から地震時の変形分を差引
いた位置まで広げることで、最大面積を確保した無
柱の執務空間を実現した（図5、図6）。
建物基壇部では、エントランスや駐車スペースの
間口を広く確保するため、上部架構では25台ある柱
を2階床レベルで8台の柱（免震装置）に集約してい
る。そのため、2階には陸立ちの柱があり、さらに、
敷地一杯に広げた上部架構の柱は、免震装置と偏芯
している。そこで、上部架構の荷重を免震装置に確
実に伝達することを目的に、2階の大梁を梁せい
1300mmのSRC造とし、十分な耐力とねじれ剛性を
確保する計画とした（図8）。

図4　ファサードデザイン（昼間・夜間）

図3　架構イメージ

図6　架構計画

図5　小規模無柱オフィスの実現
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4.2　免震構造
免震装置は、1階の柱頭部に配置されており、平

面的には、執務室下部に鉛プラグ入り積層ゴム支承
4台と天然ゴム系積層ゴム支承2台（ゴム層厚
160mm）を配置し、荷重の小さい階段室直下に弾性
すべり支承2台（動摩擦係数0.13）を配置した。　

L型の平面形状の建物において、偏心率を限られ
た台数の免震装置で制御するため、鉛プラグ入り積
層ゴム支承の鉛プラグ径は、剛性を調整するために
2種類を使い分け、それぞれの免震装置をバランス
よく配置することで、レベル2地震時に偏心率が最
小となるように計画した（図7）。
長期荷重時の平均面圧は約10N/mm2であり、レベ
ル2地震時の等価剛性による1次固有周期は約3.4秒
である。なお、免震クリアランスは480mmとしてい
る。

4.3　免震下部・基礎構造
免震下部（1階）は、免震装置との納まりと、地

震時の変形を抑制するため、1000×1000～2100×
1400と十分な断面を確保した8台のRC柱とし、基壇
部に重厚な印象を与えている。
免震下部のエレベータは、免震上部梁（2階梁）

から吊る計画とし、階段は1階踊り場でテフロン板
を用いて滑らせる計画としている（図10、図11）。
基礎は、T.P.-26.7m以深の礫層（東京礫層）を支
持層とした場所打ちコンクリート杭（軸径1800φ）
として計画した。敷地境界から杭までの離隔距離を
確保するため、1階柱と杭位置は偏芯している。そ
こで、厚さ2.3mのマットスラブを計画し、杭偏芯に
よる応力を処理し、荷重の伝達を行っている。

５　耐震設計概要
本建物の耐震性能目標を表1に示す。
設計用入力地震動は、告示波3波・観測波3波とし、

レベル2地震時においても層間変形角を1/300以下と
する高い耐震性能を実現した。
地震応答解析に用いた解析モデルは、各部材を線
材置換した立体骨組弾塑性モデルとし、免震装置の
要素モデルには、MSS（Multiple Shear Spring）モデ
ルを採用し、鉛プラグ入り積層ゴム支承のMSSを構
成する個々のせん断ばねの復元力特性には菊池モデ
ルを適用している。
振動系の内部粘性減衰は、免震支承より上部構造
と下部構造の各々の1次固有周期に対する瞬間剛性
比例型として与え、減衰定数は上部構造1%、下部
構造2%とした。
図9にレベル2地震動に対する地震応答解析結果を
示す。執務室の応答加速度は200gal程度となってお
り、免震効果が得られることが確認できる。レベル
2地震動を包絡するように決定した設計用層せん断
力係数は、免震支承レベルで0.145である。
レベル2地震時には、免震層では地震入力エネル
ギーの80%以上を鉛プラグ入り積層ゴム支承で、残
りの約20%を弾性すべり支承で吸収する計画である。

図7　免震装置レイアウト

図8　免震装置周辺の納まり

表1　耐震性能目標
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６　施工計画
外装のPCa版は、ポツ窓からブレースまでの離隔

距離を最小50mmとし、ブレース際までポツ窓を大
きくすることで、ブレースの存在を強調したデザイ
ンとしており、さらに、執務空間を最大化するため
に、構造フレームからPCa版までの距離を120mmと
し、フレームをPCa版まで可能な限り広げた（図12、
図13）。このため、鉄骨建方には通常よりも高い精
度が必要となった。
また、PCa版の開口は、一見ランダムに見えるが、

ブレースを避けた開口の配置は1パターンのみであ
り、これを回転や反転させることによってデザイン
を表現している。ブレースを配置していない開口の
パターンと合わせて、基本的には2パターンのみの
開口の配置とすることで、PCa版の生産性を高めて
いる。
カラーコンクリートのプレキャスト型枠（PCF）
を採用した2階SRC大梁は、免震上部の外殻架構を
支持しているため、長期荷重によるひび割れが懸念
された。そこで、2階床とSRC大梁の被覆コンクリー

トの打設は、3階以上の床打設後に行う計画とし、
免震上部基礎のコンクリート打設のみを行い、建方
を進め、外殻架構の荷重は、一旦SRC大梁の内蔵S

梁のみで支持することで、PCFに変形やひび割れを
生じさせない施工計画とした。

７　おわりに
狭小不整形敷地の中で、執務空間の最大化と耐震
性を両立した外殻架構+柱頭免震の組み合わせなら
ではの建物を具現化した。架構計画とファサードデ
ザインを融合させることで、印象的な外観と内部空
間につなげることができ、小規模ながら無柱のオ
フィス空間と地震に対するBCPを兼ね備えた、企業
の思いを実現する新本社となった。
ここに改めて、関係者の方々に感謝申し上げます。

図9　地震応答解析結果（レベル2　X方向）
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図13　建方状況

図12　外殻架構と外装PCa版

図10　エントランス内観 図11　吊りELVと階段
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１　はじめに
本計画は、安産・子授け・水難除けなどのご利益
で知られる東京日本橋の神社「水天宮」の、江戸鎮
座200年記念事業の一環として境内を一新した御造
替（ごぞうたい：建替工事）である。
戌の日（12日に一度）や休祝日には多くの人が安
産祈願に訪れ、祈祷を待つ人々が列を成すのがこの
神社の特徴で、一人でも多くの参拝者が安心・安全・
快適に過ごせるようにとの建築主の想いから、新社
殿では設備・構造・建築の各分野において様々な工
夫を施している。本稿では、他に例を見ない「境内
全体に渡る免震構造」を採用した神社である水天宮
御造替の計画概要を紹介する。

２　建築計画概要
図1に外観写真、図2に2階平面図、図3に断面概要

を示す。新しい水天宮は、地下1階および1階は自走
式駐車場となっており、2階以上に規模の異なる3つ
の棟（社殿、待合、参集殿）が境内を囲むように配
置されている。また、1階には建物を囲むように廻
廊が配置されている。本敷地は市街地であるため、

免 震 建 築 紹 介

水天宮御造替 －境内まるごと免震－

麻生　直木 中根　一臣 飯田　智裕
竹中工務店 同 同

耐火建築物とする必要があり、構造体は鉄筋コンク
リート造とし、内外に宮大工の伝統技術を活かして、
木割に基づいた白木の美しい伝統木造様式を表現し
た。
建築概要
所　在　地：東京都中央区日本橋蛎殻町2丁目4番1

設計・監理：（株）竹中工務店
施 　 　 工：（株）竹中工務店
敷 地 面 積：約2,400m2

建 築 面 積：約2,000m2

延 床 面 積：約5,000m2

階 　 　 数：地下1階、地上6階
構 造 形 式：RC造（基礎免震構造）

図1　外観写真（手前：社殿　奥：参集殿）

図2　2階平面図

図3　断面概要
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免 震 材 料：  鉛プラグ入り積層ゴム支承 

（□-800～850）
　 　 　 　　弾性すべり支承（□-400～700）
　 　 　 　　オイルダンパー（最大減衰力1000kN）

３　構造計画概要　
3.1　構造概要
境内敷地の中で、ひとりでも多くの参拝者が地震
時に安全であるようにとの建築主の想いに応える
為、2階の床レベルで社殿、待合、参集殿を個別に
免震化するのではなく、B1階駐車場下部を免震層と
し、参拝者が行動するエリア全てを一体的に免震化
する「境内まるごと免震」構造を計画した。

社殿を耐火建築物とする必要があったこと、平面・
立面形状が複雑であること、建物剛性の確保などの
理由から、構造種別は鉄筋コンクリート造を採用し
た。
3.2　免震装置の概要
図4に、軸組図・免震層伏図を、表1に免震装置
一覧表を示す。建物の重心が平面的に偏っているた
め、免震層には地震時に捩れ方向の力が作用する。
そのため、免震装置群の外周部には水平剛性の高い
鉛プラグ入り積層ゴムを配置し、一方、装置群の中
央部には水平剛性の低い弾性すべり支承を配置して
建物の一次固有周期を伸ばし、免震効果を高めつつ
捩れに対する剛性を付与している。加えて、オイル

表2　固有周期一覧表表1　免震装置一覧表

図4　軸組図・免震層伏図
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ダンパーを建物外周部に配置して、捩れに対しても
減衰性能を発揮させる計画とした。
表2に固有周期一覧表を示す。免震建物としての
一次固有周期は X方向、Y方向とも約3.1秒（免震装
置歪レベル200%）である。

４　設計目標値と解析モデル、応答結果
4.1　解析モデル
地震応答解析に用いるモデルを図5に示す。各床
の重心位置に質量を集中させた、X・Y方向に自由
度を持つ等価せん断型モデルとしている。本建物は、
社殿・待合・参集殿の3棟が駐車場の上部である2階
床レベルに配置されるトリプルタワー構造となって
いる。そのため、2階から下階を1本棒、上階を3本
棒としてモデル化している。待合と参集殿は3階お
よび4階の床レベルでスラブと梁により接続してい
るため、接続部の質点間に連結ばねを設けた。また、
免震装置をそれぞれの座標位置に配置し、直上階の
床を剛床としてモデル化し、免震層の捩れが建物に
及ぼす影響を評価した。
4.2　入力地震動
応答解析に用いた入力地震動は、国土交通省告示
第1461号に基づく告示波3波（八戸、神戸、乱数）、
観測波3波、およびサイト波（関東地震）とした。
4.3　応答解析結果
地震応答解析に対する設計目標値、検証結果を表

3に示す。目標値はレベル1（稀に発生する地震動レ
ベル）およびレベル2（極めて稀に発生する地震動
レベル）の2つに対して設定した。上部構造、基礎
構造の部材応力はレベル1、レベル2共に短期許容応
力度以内としている。積層ゴムの水平変位は、面圧
を考慮した限界せん断歪みに対し、レベル1で1/2以
下、レベル2で2/3以下と設定した。
図6に地震応答解析の結果を示す。応答結果は各
設計目標値を満足している。また、参拝者が主に使
用する3階以下の最大応答加速度を、目標の200cm/s2

に対して150cm/s2程度に抑えており、大地震時にお
いても人や家具の転倒の危険性が小さくなるよう配
慮した。
図7に、地震波として告示波（神戸位相）を入力
した際の、建物のエネルギー吸収量の時刻歴変化を
示す。鉛プラグ入り積層ゴムによる吸収割合が約
54%、オイルダンパーのエネルギー吸収割合が約
35%となっており、本建物は建物全入力エネルギー
の約9割を免震層が吸収するという、極めて高い免
震効果を有しているといえる。

表3　耐震性能の目標値および検証結果

図5　解析モデル図

図6　応答解析結果
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５　施工概要
本工事では、宮大工工事を早期に着手させるため、
地下工事と地上工事の同時進行を可能にする逆打ち
工法を社殿の範囲において採用した。また、免震装
置の取付けプレートを分割して構真柱（逆打ち支柱）
に後付けするという、逆打ちにおける免震装置の施
工法「プレートスプリット工法」を新たに開発し、
全体工期を大幅に短縮することに成功している。
図8に本工法の概要を、図9に施工手順を示す。ま
ず、構真柱に上部ベースプレートを取り付け、上階
コンクリートを打設する。次に、周囲をジャッキアッ
プした状態で構真柱を切断し、位置合わせの為免震
装置を挿入した後で下部のコンクリート基礎を構築
する。最後に、上下基礎と免震装置の隙間にグラウ
トを充填して、設置完了となる。

６　高強度八角形スリム柱の開発
免震構造の採用により大地震時における地震力が
低減されるメリットを生かして、構造体の柱径が
250mm（建築基準法上、二時間耐火性能を持つ柱と
しては最小径）の「高強度八角形スリム柱」を開発
し、広い空間が求められる待合等に採用した。
図10に、柱断面図および外観写真を示す。材料に
は超高強度コンクリート（Fc=120N/mm2）と特殊な
ポリプロピレン繊維を組み合わせ、高い構造性能と
耐火性能を両立させている。また、前述のように断
面を極小かつ正八角形とし、コンクリート表面に杉
板の模様を転写させた「杉板本実打放し仕上げ」と
することにより、社殿の木造柱に調和する意匠性も
実現している。

７　おわりに
蛎殻町に新たな歴史を刻むランドマークたる水天
宮に、免震化による安心・安全・快適性をご提供出
来たのを大変光栄に思います。
設計から竣工に至るまで、ご理解と多大なる協力
を頂きました、水天宮の皆様をはじめ、工事・施工
に関わった皆様に心より御礼申し上げます。

図7　建物のエネルギー吸収量の時刻歴変化

図8　プレートスプリット工法 工法概要

図9　プレートスプリット工法 施工手順

図10　高強度八角形スリム柱

③ジャッキ設置・構真柱切断

平断面図 外観写真
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１　はじめに
本計画は、大手町連鎖型再開発の第3次事業とし
て、都市再生特別地区の適用を受け、オフィス棟「グ
ランキューブ」とホテル棟「星のや東京」の2棟一
体となって整備されたプロジェクトである。国際金
融拠点機能の強化に向けて第1次の国際カンファレ
ンスセンター、第2次の東京金融ビレッジ・聖路加
メディローカスに続き、ビジネス支援施設の整備、
高級日本旅館の整備、良好な都市基盤・都市環境の
構築、防災拠点機能ビルの構築を行った施設である。
本報では、オフィス棟の超高層制震構造、及び、
ホテル棟の中間階免震構造の概要を報告する。

制 震 ・ 免 震 建 築 紹 介

大手町フィナンシャルシティ　グランキューブ
星のや東京

川村　浩 永山　憲二 中山　哲宏 横田　和伸 林　政輝 中川　明徳
三菱地所設計 同左 同左 NTTファシリティーズ 同左 同左

２　建築概要
写真2.1にオフィス棟の建物全景を、写真2.2にホ
テル棟の建物全景を示す。各棟の建物概要を表2.1

に示す。

図1.1　連鎖型再開発概要

棟ルテホ棟スィフオ

所在地 東京都千代田区大手町1-9-2 東京都千代田区大手町1-9-1

主要用途 事務所、店舗、駐車場 ホテル

建築面積   6,413.98m2     742.49m2

延床面積 193,618.38m2  13,958.29m2

階数 地下4階、地上31階、塔屋2階 地下3階、地上18階、塔屋1階

m79.78m53.861さ高高最
免震層上部 PCaRC造・一部S造
免震層下部 SRC造

事業者(施行者)

設計・監理者 三菱地所設計・NTTファシリティーズ設計共同企業体

施工者
戸田建設株式会社、株式会社ユアテック、高砂熱学工業株式会社、
斎久工業株式会社

星のや東京大手町フィナンシャルシティ
グランキューブ

建物名称

構造種別 地上 S造(柱CFT造)
地下 SRC造
三菱地所株式会社

表2.1　建築概要

写真2.2　ホテル棟　建物全景

写真2.1　オフィス棟　建物全景
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３　オフィス棟の建築計画
■全体構成
リレーデザインというキーワードの下、隣接する
第1次事業、第2次事業の相互の関係をつなぐ建築と
して以下の特徴を持たせている。

1フロア85m×75mの平面形状且つ延床面積19万m2

超の大規模建築であることから、周辺への圧迫感低
減を実現するため、外観は4つのガラスキューブが
雁行しながら組み合わされ、高さ方向にもリズミカ
ルに変化するスカイラインとし、板状のファサード
とならないように配慮している。また、外装のダブ
ルスキンサッシの塗装色をキューブ毎に交互に組み
合わせることにより、縦方向の分節感を強調し、連
鎖他棟のスケール感と調和する計画としている。

■基準階
事務室空間は17～19mの奥行を持ち、1フロアあ
たり約4,200m2の面積を有している。事務室内に柱
型を一切出さない完全無柱空間を実現する為、外周
柱を扁平な形状とすることで外装ダブルスキン内に
柱を納める計画とした。（図3.2）
外周部の4つのキューブの雁行部分には室外機置

場を設けている。センターコア内には通風・採光を
目的としてエコボイドを設けている。（図3.3）

■低層部
第1次・第2次事業のガレリア空間の連続性を創出
するため、高さ20m超の4層・5層の吹抜け空間を配
している。外周部は車寄せの車両の通行や店舗の顔
出しの与件があり、外周柱を14.4mスパンで配置す
る計画とした。（図3.4）

図3.1　建物ボリュームのダイアグラム

図3.2　外装ダブルスキン

図3.5　断面構成図

図3.3　基準階平面図

図3.4　1階平面図
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４　オフィス棟の構造設計概要
4.1　構造種別
主体構造 地下：鉄骨鉄筋コンクリート造
  耐震壁付きラーメン構造
 地上：鉄骨造（柱CFT造）
  純ラーメン構造（制震構造）
 基礎：直接基礎（べた基礎）

4.2　基準階の構造計画
基準階伏図、Y方向代表軸組図を図4.1、4.2に示す。
基準スパンを7.2mとし、コア部のY方向で14.4mス
パン、事務室部のロングスパン部は19.7m～24.15m

スパンである。
外周柱は主柱を14.4mスパンで配置し、主柱の間
に耐震間柱を配置した。外装ダブルスキン内に柱型
を納める為、外周主柱は柱せい550mmと800mm、柱
幅900～1100mm、耐震間柱は550mm角の断面とした。
また、外周雁行部分の室外機置場には座屈拘束ブ
レースを配置し、外周フレームの剛性、及び、建物
のねじれ剛性を高めるよう配慮した。
事務室部のロングスパン梁は梁せい1100mmとし、
事務室と廊下との間仕切壁内に振動防止の間柱を挿
入し、居住性向上を図った。
基準階柱は21階以下で四面溶接ボックス柱、22階
以上でコラム柱を基本とし、鋼材は490～590N/mm2

級鋼、CFT柱の充填コンクリートはFc48～80を使用
した。大梁は490～550N/mm2級鋼を使用した。
コア内に制振装置を配置しており、座屈拘束ブ
レースと粘性制震壁を併用したハイブリッド制震構
造としている。座屈拘束ブレースは建物の剛性を高
めるとともに、主に大地震・極大地震における主架

構の損傷低減を目的として、粘性制震壁は主架構の
損傷低減に加えて、中小地震や強風時における揺れ
の低減と早期収束を目的としている。

4.3　低層部の構造計画
コア内の4隅の柱は、各階20m×20m超のコーナー
プレートの床を支え、低層部で過大な軸力（1階長
期軸力4800t程度）となることから、当該部の1階～
7階の柱断面を1000～1200mm角とし、板厚85mmの
780N/mm2級鋼を採用した。
基準階で14.4mスパンに配置した外周主柱は、低

層部でもそのまままっすぐおろす計画とし、明快
な構造計画になるよう配慮した。（図4.3）また、
低層部外周柱で4層・5層吹抜柱は、吹抜高さ約
23m・27mであり、1600・1800mm角の柱断面とし、
590N/mm2級鋼を使用した。柱の座屈長が過大とな
らないように、吹抜柱柱頭と接続する大梁は梁せい
1600mmとし十分な剛性を確保した。この大梁は極
大地震時に塑性ヒンジを発生させない断面とした。
低層部のCFT柱の充填コンクリートの強度は

Fc100を使用した。

図4.1　基準階伏図 図4.2　Ｙ方向代表軸組図
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4.4　780N/mm2級鋼の溶接施工試験
適用した鋼材メーカーより出されている溶接施工
指針では、予熱温度は板厚85mmで炭酸ガスシール
ドアーク溶接、サブマージアーク溶接共に125℃以
上としている。本物件では事前にy形溶接割れ試験
を実施し、予熱温度を検証した。図4.4に試験体形
状を、試験結果の一例として写真4.1、4.2に浸透探
傷試験、マクロ試験の代表写真を示す。試験結果を
考慮し、現場溶接の予熱温度を指針の125℃から
75℃に緩和した。

炭酸ガスシールドアーク溶接のパス間温度上限を
指針の150℃から200℃に緩和を図ることを目的と
し、従来780N/mm2級鋼に適用していた降伏点
680MPaの溶接材料よりもワンランク高い700MPaの
溶接材料を採用して、溶接施工試験を実施した。パ
ス間温度上限を200℃管理としても十分な引張強さ、
及び、シャルピー吸収エネルギーを確保できること
を確認した。

4.5　		扁平柱ダイアフラムのコンクリート充填孔の
検証

本建物の外周柱は、最大で550×1100mmの縦横比
1：2の扁平なCFT柱となる。計画当初からダイアフ
ラムのコンクリート充填孔の形状について、耐力及
び、充填性が懸念された。
耐力については、充填孔の形状として考えられる
長孔タイプと丸孔2つタイプで事前にFEM解析を行
い検証した。解析結果より、どちらのタイプも応力
伝達上必要となるダイアフラム耐力は確保できるも
のの、長孔タイプの方がより耐力向上が図れること
が確認できた。（図4.5、図4.6）
充填性については、長孔タイプでコンクリート充
填性試験を実施した。充填率90%以上確保でき、充
填性に問題ないことを確認した。（写真4.3）

図4.4　y型溶接割れ試験　試験体

写真4.1　浸透探傷試験
（ビード表面外観）

写真4.2　マクロ試験

写真4.3　長孔タイプの充填性確認試験

図4.6　ＦＥＭ解析結果（丸孔２つタイプ）

図4.5　ＦＥＭ解析結果（長孔タイプ）

図4.3　外周柱の配置
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５　ホテル棟の建築計画
本建物は、大手町のビジネス街で星野リゾートが
運営する日本旅館「星のや東京」である。ファサー
ドのコンセプトは「重箱」、江戸小紋のように麻の
葉をモチーフにしたアルミキャストで周辺ビルとの
視線にも配慮している（写真2.2参照）。また、防災
拠点機能として災害救護活動要員受入対応の役割も
もつため、事業継続性確保を目的として中間階免震
構造（2階と3階の間に免震階）を採用した。
各階の主要用途は、1階がエントランスホール、2

階がレセプションやラウンジ、3～16階が客室（計
84室）、17階がスパや露天風呂付きの温泉となって
いる。また、地下1階にレストラン、地下2～3階に
機械室等が計画されている（図5.1参照）。

６　ホテル棟の構造設計概要
6.1　構造計画
本建物の基準階平面は、図6.2に示すように東西
方向14.2m、南北方向41.6mの整形な形状である。ス
パンは5.25m～7.7m（一部12.45m、14.2m）、基準階（3～
15階）の階高は3.65mである。建物高さは79.62mと
超高層免震構造の中で高い方ではないが、免震層よ
り上部の塔状比が4.6と大きく地震時に免震支承材
に引抜力が生じやすいこと、建物形状が板状で風の
影響を受けやすいことが構造計画上の課題であった。

図5.1　断面図 図6.1　構造計画概要図
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そこで本建物では、図6.1に示すように免震層上
部は鉄骨造に比べて重量が大きいプレキャスト鉄筋
コンクリート（PCaRC）造とし、地震時に免震支承
材に生じる引抜力が許容値以内となるよう長周期化
するとともに、暴風に対しては免震層の耐力やエネ
ルギー吸収能力が過小とならないよう鉛量を決定し
た。また、隅柱の引抜抵抗力を確保するため、妻面
はプレストレスト鉄筋コンクリート（PRC）造の1

スパン架構とした。さらに、ホテルとしての居住性
能を確保するため、屋上に制振装置（アクティブマ
スダンパー）2基を設置した。
一方、免震層下部は十分な剛性を確保し、上部の
免震性能を最大限発揮させるため、鉄骨鉄筋コンク
リート（SRC）造とした。
構造形式は、地上階は純ラ－メン構造とし、各フ
レームにバランス良く地震荷重、風荷重を負担させ
た。地下階は耐震壁付きラーメン構造とし、十分な
剛性、耐力を確保した。また、基礎形式は直接基礎
とし、GL-24.5m以深の細砂層に支持させた。

コンクリート設計基準強度は、レベル2地震時の
柱軸力比に応じて36N/mm2～60N/mm2とし、柱断面
は免震層上部900×900、下部1100×1100を基本と
した。柱梁主筋はSD390又はSD490、内蔵鉄骨は
490N/mm2級を使用した。また、鉄筋コンクリート
造の柱梁は、785N/mm2級の高強度せん断補強筋を
使用した。
免震層は、図6.3に示すように外周に鉛プラグ入
り積層ゴム支承1000φ～1100φを、中柱下に天然ゴ
ム系積層ゴム支承1000φを配置した。また、免震層
の応答変位を抑制するため、最大減衰力1000kNの
オイルダンパーを各方向2基配置した。免震層を通
過するエレベータ（EV）は、客室用が地下1階～17階、
非常用が地下2階～18階に着床するため、3階床レベ
ル以下は免震層上部からの吊り架構とした。なお、
免震層上部と下部の設計クリアランスは免震層で
600mmとし、EVシャフト周囲は吊り架構の応答変
位等も考慮して設定した。

図6.3　免震層伏図

図6.2　基準階（4～15階）伏図
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6.2　耐震設計
本建物のレベル2地震動に対する耐震性能目標を

表6.1に示す。レベル2設計用入力地震動はオフィス
棟と共通とし、①過去の代表的な観測地震波として
E L  C E N T R O  1 9 4 0  N S、T A F T  1 9 5 2  E W、
HACHINOHE 1968 NSの最大速度振幅を50cm/sとし
て作成した観測波、②告示第四号イに定められた解
放工学的基盤における加速度応答スペクトルをも
ち、JMA KOBE 1995 NS、HACHINOHE 1968 EW、
一様乱数の位相特性を考慮して作成した告示波を採
用した。なお、本建物は工学的基盤に床付けされて
いるため、上記の地震波を地下3階から入力した。
設計用振動解析モデルは、各節点に質点（等価質
量）を配置し、主要構造部材を線材要素で構成した
ホテル棟単独の3次元立体骨組みモデルとし、免震
支承材はマルチシアスプリングモデルとした。復元
力特性は、主要構造部材は非線形、鉛プラグ入り積
層ゴム支承は歪依存性を考慮した歪依存型修正
Bi-Linear、天然ゴム系積層ゴム支承はLinear、オイ
ルダンパーはMaxwellモデルとした。また、減衰定
数は2%とした。
設計用振動解析モデルを用いた固有値解析より、
免震層より上部のみの1次固有周期はX方向で1.68

秒、Y方向で1.25秒であった。また、免震建物とし
ての1次固有周期（免震支承材100%歪時）はX方向
で4.63秒、Y方向で4.40秒であった。
図6.4（a）～図6.4（b）に、免震部材の性能変動

を考慮した場合の地震応答解析結果の一例（免震部
材の抵抗力が最大となるケース、X方向）を示す。
同図に示すように、免震層上部、下部ともに架構は
弾性限耐力以下、層間変形角は1/200以下で耐震性
能目標を満足している。また、オフィス棟とホテル
棟をツインタワー形式とした連成解析モデルによ
り、設計用振動解析モデルの妥当性を確認するとと
もに、地下階接続部の応力伝達等に問題がないこと
を確認した。
免震層を通過するEVシャフト吊り架構は、建物

本体のレベル2設計用振動解析で得られた3階床の応
答加速度波形を設計用入力波として別途時刻歴応答
解析を行い、部材応力度が短期許容応力度以下であ
ることを確認した。

表6.1　レベル2地震動に対する耐震性能目標

図6.4　（a）最大応答層せん断力係数

図6.4　（b）最大応答層間変形角
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6.3　耐風設計
風洞実験におけるスペクトルモーダル解析結果よ
り、本建物の免震層より上部に作用するレベル2風
荷重と鉛プラグ入り積層ゴム支承の降伏荷重を比較
し、極めて稀に発生する暴風時には免震層は弾性限
を超え、風荷重の変動成分に対して弾塑性挙動する
ケース（「免震建築物の耐風設計指針1）」におけるラ
ンクC）に分類されることを確認した。
そこで本検討では、設計用振動解析（3次元立体
骨組み）モデルによる時刻歴応答解析を行い、風荷
重に対する免震層の健全性について検討した。なお、
風荷重は風洞実験で得られたレベル2の変動風力時
刻歴波形を、建物各層に加振力として与えた。スペ
クトルモーダル解析結果によると、X方向、Y方向、
ねじれ方向のいずれも風向角60度（図6.6参照）に
おいて風荷重が最大となるため、3成分同時入力に
より検討を行った。
図6.5に、鉛プラグ入り積層ゴム支承（図6.3の位
置A）の履歴ループを示す。同図に示すように、変
動風力に対する最大振幅は40mm程度となった。以
上より、積層ゴムのせん断剛性より求めたクリープ
変形を考慮した免震層の最大応答変位は80mm程度、
残留変位は1/2の40mm程度と推定される。これは、
免震層の維持管理上の許容値以下であるが、仮に許
容値を超える残留変位が生じた場合は、免震層内の
礎柱にジャッキを設置して残留変位を取り除く計画
とした。
図6.6に、ホテルとしての居住性能を確保するた
めの制振装置（アクティブマスダンパー）の配置図
を示す。また、図6.7に居住性能評価指針2）に基づく
17階の評価結果を示す。同図に示すように、非制振
の場合は建物重心O点、建物隅角部X点ともにラン
クⅡを下回った。また、建物のねじれ振動の影響に
よりX点ではO点よりも加速度が大きくなる傾向が
見られた。以上より、制振装置は建物両端部に配置
し、ねじれ成分を効率的に制御することで、ランク
Ⅱの居住性能を確保した。

７　まとめ
オフィス棟「グランキューブ」は2016年4月に、
ホテル棟「星のや東京」は2016年7月に当初計画通
り開業した。
最後に、本プロジェクトの実施にあたり、ご指導
頂きました三菱地所株式会社をはじめ、関係者の皆
様方に厚く御礼申し上げます。

参考文献

1）免震建築物の耐風設計指針、日本免震構造協会、2012年

2）建築物の振動に関する居住性能評価指針、日本建築学会、1991年

図6.5　鉛プラグ入り積層ゴム支承の履歴ループ

図6.6　制振装置配置図（屋上）

図6.7　居住性能評価結果
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免・制 震 建 築 訪 問 記 96

井落下防止改修などの維持管理工事が実施されてい
ます。表1に建築概要、図1に工事概要を示します。

耐震性能目標の概要は、極めて稀に発生する地震
動入力に対して既存構造体は弾性限耐力以内かつコ
ンピュータ室を有する8階の最大加速度200cm/s2以

１　はじめに
2015年11月に改修工事を終えた「新宿区役所本庁
舎」を訪問しました。本建物は新宿駅から徒歩5分
に位置する大変利便性の良い立地条件に位置してい
ます。出版部会からは標記委員の他に千馬一哉委員
長、浜辺千佐子委員が出席しました。

２　免震改修工事概要
本建物は1966年に竣工し、2011年東北地方太平洋
沖地震でガラスなどの損傷を受けた後実施した耐震
診断により、Is値が0.3以下と耐震性の不足が判明し
たため、震災時の安全と庁舎機能の確保を目的とし
て改修工事が実施されました。鉄骨ブレース補強お
よび地下階柱の炭素繊維補強工事を緊急的に実施
し、その後公募型プロポーザルが実施され大成建設
による基礎免震改修工事が行われました。関連して
屋上非常用発電設備更新（61時間→72時間対応）、
災害時緊急用汚水槽新設の防災機能強化、および天

新宿区役所本庁舎

齊木　健司 榎本　浩之 大原　佑介 吉井　靖典
免制震ディバイス 大林組 昭和電線デバイステクノロジー フジタ

写真1　建物外観

表1　建物概要

図1　工事概要

免・制 震 建 築 訪 問 記 96



免・制震建築訪問記 96 29

免・制 震 建 築 訪 問 記 96

下、免震層変位350mm以下となっています。
本改修は、隣地・区道との境界まで300mm程度し

かない立地の中で免震化を実現するために「曳家」
と「都市型小変位免震構法」による基礎免震を採用
しています。各工事の概要を示します。
①曳家工事
図2のように南・東方向に100mmずつ（斜め方向

に141mm）建物を移動しクリアランスを400mm確保
しています。移動による偏心曲げ応力は新設された
免震層下部のマットスラブで負担しています。図3

にシステム概要を示します。なお作業状況は新宿区
役所のH.P.に動画で紹介されています。

②都市型小変位免震構法
天然積層ゴムと「パッシブ切替型ダンパー」の採
用により、中小地震時の応答加速度低減と大地震時
の応答変位の抑制を実現されています。
本構法は都市部の密集市街地における免震建物の
普及に大きく寄与する発展性の高い技術として、

2015年日本建築学会賞（技術）、第18回国土技術開
発賞優秀賞を受賞されています。

３　建物見学
工事概要説明後、免震層を中心に建物内を見学さ
せて頂きました。免震層入口には階段が設置されス
ムーズに免震層へ移動が可能となっています。区内
居住者など見学者に対応するために各所に説明パネ
ルが設置されています。
本建物には地震モニタリングシステム用にサーボ
型加速度計（3成分）およびオービターが設置され
ており、数mmのけがき痕が確認されました。
隣地・区道境界側は曳家後も400mmのクリアラン
スしかないため、基礎免震に必要な擁壁を構築する
ことができず部分的に柱頭免震を採用されていま
す。隣地側は地下駐車場への車路、区道側は来庁舎
エントランスの取り合いがあり、クリアランスおよ

図2　曳家概要

すべり板

油圧ジャッキ
図3　曳家システム

写真2　パッシブ切替型ダンパー

写真3　切替部（下部レバーは手動切替用）
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びエキスパンションの納まりが非常に難しいものと
なっています。改修工事にあたっては図面だけでな
く模型を作成して可動性の確認を行われたとのこと
です。

南側の第一分庁舎とは改修前から渡り廊下で接続
されていました。100mm程度の可動部分のみを改修
し、免震変位に追従する機構にしています。

写真4　見学風景

写真5　モニタリングシステム

写真6　オービターのけがき痕

写真7　隣地側建物内部（車路）

写真8　区道側境界

写真9　渡り廊下
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４　質疑応答
Q：  繁華街に立地していますが、音や振動の問題は。
A：  休日・夜間に人通りが多いため、搬入作業は平
日昼間に実施しました。区役所と施工者で連絡
を密にして執務中でも事前に告知して作業を行
いました。音振が最も大きかったのは基礎下部
の割栗石を除去する工程でした。

Q：  パッシブ切替型ダンパーの冗長性はいかがですか。
A：  余震時に高減衰状態とした場合や一部のダン
パーのみが切り換わった場合の検討を行ってい
ます。

Q：  耐震補強工法の中で、免震を採用した理由は。
A：  在来型耐震補強では執務空間への影響が大きい
ため、プロポーザル時点で免震工法を指定しま
した。早稲田大学（明石建築設計研究室+内藤
多仲）により設計された特徴的な外観を残せる
ことも長所のひとつです。システムや施工階は
指定しなかったため様々な提案が行われました。

Q：竣工後の業務への影響がありますか。
A：  本庁舎の地震後の機能継続による安心感は増し
ています。区内には防災センターも建設されて
おり、震災時には連携して対応が可能となりま
した。

Q：見学の状況はいかかですか。
A：  竣工後から区民への公開を実施しています。最
近は関係者の見学がほとんどです。

５　おわりに
お忙しい中ご対応を頂きました
新宿区役所　小川奨様、山口優彦様
大成建設　　田上秀雄様、中島崇裕様、中島徹様
に御礼申し上げます。
毎日多数の来庁者を迎える施設を使用しつつ実施
された改修工事、各部の納まりなど大変なご苦労が
あったと拝察いたします。
今後は区内の防災拠点の1つとして、職員の皆様
はもちろん区民の方々も安心を実感されていると思
います。

参考資料

・新宿区役所H.P.

区役所本庁舎免震改修その他工事における曳家（ひきや）作業

https://www.city.shinjuku.lg.jp/video/video_h27_hikiya0708.html

・「パッシブ切替型オイルダンパーの実用化と都市型小変位免震建物の

実 現 」:第16回	 日 本 免 震 構 造 協 会 賞 －2015－,MENSHIN	

No.89,2015.8

写真10　説明状況

写真11　集合写真
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１　はじめに
平成28年4月14日と16日に連続して震度7を記録し
た熊本地震は、益城町を中心とした熊本県に甚大な
被害を生じさせた。熊本県内には、施工中4棟を含
め24棟の免震建物があり、うち4棟について、熊本
地震経験後の状態の調査を行った。
調査概要

２　調査結果概要
2.1　K大学病院
熊本市内に建つK大学病院は、建替え計画が進行

中であり、敷地内には、免震・新耐震・旧耐震の建
物が混在している。
免震建物である病棟は、ほぼ無被害で患者が避難
することは無かった。もう1棟の免震建物である中
央診療棟も、ほぼ無被害であった。
本震で電気や水道などのインフラが失われたもの
の、外部からの支援や自家発電により、病院として
の機能を維持し、すぐに急患等を受け入れる体制が
とられた。
新耐震の外来診療棟（Z=0.9、I=1.25）は、躯体は
無被害だったものの、仕上げ材や内容物に損傷が生
じ、復旧のため18日（月）まで休診となったが来院
者には、診療を実施した。
なお、旧耐震の外来臨床研究棟は大破の被害を受
け、調査時には立ち入り禁止となっていた。

熊本地震を経験した免震建物

特別寄稿

人見　泰義 森田　慶子 吉井　靖典 吉江　慶祐
日本設計 福岡大学 フジタ 日建設計

調査：JSSI災害時調査部会（熊本地震）
森田、人見、吉井、吉江
調査対象　4棟（病院2棟、共同住宅2棟）
本調査は国土交通省、日本建築学会との共同調査

2.1.1　病棟
延 べ 面 積：44,265m2

階数・構造：地上13階、地下1階、SRC造、基礎免震
性 能 評 価：平成11年10月（西病棟）
 ：平成21年5月（東病棟増築）
免 震 部 材：  天然ゴム系積層ゴム支承RB、鉛プラ

グ入り積層ゴム支承LRB、スチールダ
ンパーSD、直動転がり支承CLB

設計クリアランス　±0.5m

最大層間変形（極めて稀）0.34m

実効周期（極めて稀）　3.36秒
①免震層の応答最大変形
罫書きの最大変位　北東方向片振幅375mm

（両振幅575mm）、残留変位　ほとんど無し
②免震部材の状況
積層ゴム支承（LRBを含む）には、目に見える損
傷はなかった。

SDは、塗装のはがれおよび取付けボルトの緩み
（マーキングのずれ）が発生していた。

SDの残留変形は上下方向に最大50mm程度であっ

免震部材 西病棟 東病棟 計
RB R1100 6 2 8

R1000 10 7 17

R950 13 9 22

R700 - 6 6

LRB LR1000 - 8 8

LR950 19 9 28

SD 70R265 40 24 64

CLB CLB1000T 2 - 2
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2.1.2　中央診療棟
延 べ 面 積：23,791m2

階数・構造：地上7階、地下1階、SRC造、基礎免震
性 能 評 価：平成16年1月
免 震 部 材：鉛プラグ入り積層ゴム支承LRB

LR850　24基
LR900　12基
LR1000　26基
LR1100　1基
設計クリアランス　±0.55m

最大層間変形（極めて稀）0.40m

実効周期（極めて稀）3.3秒
①免震層の応答最大変形
罫書きの最大変位は、NNE方向に発生しており、
片振幅410mm（両振幅680mm）であった。残留変位
はほとんど無かった。

②免震部材の状況
LRBに損傷は見られなかった。
③建築および設備の状況
震災直後、跳ね上げ式の元端が脱落し、それによ
り手すりが変形した。

た。罫書きに記録された変形量から推測されるエネ
ルギー消費は、保有性能の16%程度のため、継続使
用可能と思われる。
③建築および設備の状況
エキスパンション金物が変形している部分あり。 

竣工後に可動範囲内に設置された室外機が、建物
と衝突し損傷したため、取り替えられていた。

東

西

写真1　罫書きの状況

写真2　スチールダンパーSDの状況

写真3　エキスパンション金物の変形

写真4　復旧された室外機

東

西

写真5　罫書き状況（マジックで赤く上書き）
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2.2　Cマンション（八代市、2008年竣工）
階数・構造：地上14階、RC造、基礎免震（告示免震）
免 震 部 材：  天然ゴム系積層ゴムRB+スチールダン

パーSD+鉛ダンパーLD

用 　 　 途：集合住宅
①免震層の応答最大変形
罫書き等は設置されていなかったが、配管から推
定させる最大変位は片振幅7cmであった。

②免震部材の状況
LDの表面に亀裂が生じているが、減衰性能に影

響がある大きさではない。また、SDは、塑性化に
よる塗装の浮きおよび取付けボルトの緩みが見られ
た。

写真6　（参考）震災直後のエキスパンション
写真提供　日本設計

2.3　Dマンション（八代市、2008年竣工）
階数・構造：地上15階、RC造、基礎免震（告示免震）
免 震 部 材：  高減衰積層ゴムHDR+スチールダンパー

SD

用 　 　 途：集合住宅
最上階の居住者から、16日の本震時の状況につい
てヒアリングすることができた。

14日の地震時は、一般の耐震建物内に居て、大き
な揺れで身に危険を感じたが、16日の本震時には、
14日と違って細かく揺れるのではなく、ゆっくりと
した揺れが比較的長く続き、恐怖感は小さかった。
近接した10階建ての耐震SRC造ホテルの宿泊客
は、一旦屋外に避難をしたとのことであったが、免
震建物の住人は建物内に留まったままであった。
①免震層の応答最大変形
弾性すべり支承部の変形痕は、東130mm　西

60mm　北45mm　南65mmであった。
罫書きの最大変位は片振幅10cmと、支承部の変
形痕より小さい。罫書き棒の剛性が不足しており、
正しく変位が記録されていない可能性もある。

②免震部材の状況
SDには、塑性化による塗装の浮きと、取付けボ
ルトの緩みが見られた。再塗装および取り付けボル

写真7　免震継手の移動痕

写真8　鉛ダンパーLDの亀裂状況

写真9　スチールダンパーSD取付部の状況

写真10　弾性すべり支承の状況
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トの締め増しの処置が行われる予定である。

③建築および設備の状況
免震層の配管の反力に対し、取付け部の強度が不
足し、損傷していた。

３　観測地震動によるシミュレーション
調査した建物には、何れも地震計が設置されてお
らず、実際にどの様な地震動が作用したのか不明で
ある。そのため、K大学病院　中央診療棟において
東方5kmのK-NET熊本（KMM006）で観測された本
震の地震動（EW方向、最大加速度616cm/s2）を質点
系の解析モデルに入力して地震時の状態を検証した。
近隣の観測データのため完全なシミュレーション
ではないが免震層の最大応答変形は0.47mとなり、
設計時の極稀での最大変形0.40m、罫書きの最大変
位0.41mより若干大きな値となった。また、最上階の
最大応答加速度は200cm/s2と地動の1/3以下となり、
免震効果が表れているのがわかる。
今後建物性能の確認のためには、免震建物での地
震観測の普及が望まれる。

４　まとめ
熊本市内にある病院2棟は、極めて稀の地震に匹
敵する震度6強の揺れを2回受けたと考えられるが、
エキスパンション等を除き、大きな被害は無かった。
八代市内の共同住宅2棟も、稀に発生する地震動
を上回る震度5強の揺れを受けたと考えられ、免震
層の最大変形が片振幅10cm程度生じたが、こちら
も大きな被害はなかった。
建物管理者や使用者への聞き取り調査では、どの
建物においても地震後も問題なく建物を利用するこ
とができたことを喜ばれていた。
免震部材は、ダンパーが一部損傷を受けたが、免
震部材を取替えが不要な、予想の範囲内であった。
いずれの建物も、地震直後から建物機能が維持さ
れ、免震構造の優位 性が表れている。また、シミュ
レーションによると、免震層上部に生じた加速度は
200cm/s2程度以下に低減されており、居住者の安心
感に対する寄与も大きいことがわかった。

地震後の調査とは直接関係が無いが、調査日前日
の集中豪雨で、免震層に溜まり水ができるなど、湿
気が溜まった状態であった。場所によっては、免震
部材の塗装が劣化しているものも見受けられ、今後
免震層の環境や、免震部材の塗装仕様について、配
慮すべきと感じた。
今回の調査にご協力いただいた、建物管理者等の
関係者の皆様方、また、調査にご同行いただいた、
寺本彩乃氏（工学院大学）木本幸一郎氏（SAI構造
設計事務所）に対し、ここに御礼申し上げます。

写真11　スチールダンパーSDの状況

写真12　水平に用いたFシステム継手の取付部

図1　免震層の応答変形（KMM006EW）

図2　最上階の応答加速度（KMM006EW）
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講習会報告

１　講習会概要
日時：2016年9月2日（金）　13：00～ 17：00

会場：工学院大学新宿キャンパス3階 URBAN TECH HALL

当日200名の参加があり、ほぼ満席となった。

２　講習会の概要
2.1	趣旨
本年4月に発生した熊本地震は28時間の間隔で2度の震度7の揺れに見舞われ、構造物も大きな被害を受けま

した。今回の連鎖型地震が特殊なケースなのか、南海トラフ沿いや関東地方等の地震発生への影響があるのか、
また大地震が火山噴火を誘発するのか等、日本列島に潜む脅威について各分野の専門の先生にお話を頂きま
した。また熊本地震による構造物の被害や免震建物の応答性状の現状と課題を整理し、今後の自然災害への
対策にどう反映させていくかについて討論しました。

2.2	プログラム

第16回　免震フォーラム
『迫り来る自然災害の脅威』

〜熊本地震を教訓に、大地震、火山噴火に備える〜

竹中工務店
浜辺 千佐子

時間割 内　容 講　師（敬称略）
司会：前林和彦（東京ソイルリサーチ）
13:00～ 開会挨拶 日本免震構造協会　会長 和田章

13:05～
基調講演
「わが国の火山活動の現状、将来の脅威、地震
との関連」

産業技術総合研究所　地質調査総合センター
活断層・火山研究部門　主任研究員 宮城礎治

13:50～ 基調講演
「歴史に学ぶ防災論：関東大震災は語る」

名古屋大学減災連携研究センター
教授 武村雅之

14:45～ 「熊本地震による耐震建物と免震建物の挙動」 福岡大学工学部
教授 髙山峯夫

15:15～ 「地震観測データと長周期・長時間地震動と震
源近傍の強震動」

工学院大学　建築学部
教授 久田嘉章

15:45～ 「度重なる予想外の地震・今まで通りで良いの
か構造設計」 織本構造設計　中澤昭伸

16:25～ 質疑応答
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講習会報告

2.3	講習会の概要
1）開会挨拶
日本免震構造協会 和田会長より開会の挨拶として、熊本地震では多くの建物が被災したことを受けて免震
建物のさらなる普及の必要性や、免震装置は鉛直支持性能の安全率がRCや鉄骨部材等に比べて大きく優位な
ものであることについてのお話がありました。さらに、国内の地震発生確率の公表データには地域別の発生
確率の表現があるが、日本全国一様に大きいと考えるべきではないか、との話がありました。

2）基調講演「わが国の火山活動の現状、将来の脅威、地震との関連」
産業技術総合研究所 地質調査総合センター　活断層・火山研究部門 宮城礎治 主任研究員より、以下概要
の基調講演を賜りました。
・  我が国の火山活動の現状：マグマ発生の仕組みと日本の立地条件（プレート沈み込み）の組合わせによ
り日本が火山国となっていることをわかりやすく講演いただきました

・  将来の脅威：過去の噴火実績の分析によると現在は巨大噴火の活動期に入っており、長期的・広域的な
視野での対策の必要性についてお話がありました

・  地震との関連：大地震と噴火が互いを誘発するかどうか明確とはなっていないが、雨や地殻変動と噴火
との関連についての研究例の紹介を頂きました

写真1　会場風景

写真2　和田　章 会長
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講習会報告

3）基調講演「歴史に学ぶ防災論：関東大震災は語る」
つづいて名古屋大学減災連携研究センター武村雅之教授より以下概要の基調講演を賜りました。
・  関東大震災（1923年）では震源から離れた東京での大きな被害について詳細なお話を頂きました。さら
に過去に生じたほぼ同位置、規模の元禄地震（1703年）被害との比較により、大きな被害の原因として
地盤条件の悪い場所での市街地の乱開発や地震後の人々の防災意識の欠落などが挙げられ、地震そのも
のではなく人間にも大きな原因があり、各自の防災対策が重要であることを説明いただきました

・  防災においては「安心」は禁物であり「心配」し用心することが安全につながること、石碑や書籍など
過去の被害事例からの学びの重要性についてお話しがありました

4）「熊本地震による耐震建物と免震建物の挙動」
 福岡大学 高山峯夫教授より、熊本地震時に各地で観測された地震動や耐震建物の被害について説明があり
ました。特に木造住宅の被害が多かった益城町において、入力地震動の特性・地形や宅地化プロセス・建設
年代の影響に関する分析について紹介がありました。続いて、熊本県の免震建物の調査報告がありました。
調査・ヒアリングした建物は地震時に免震効果を発揮し、地震後の継続利用にも貢献していました。免震層
の変形量は、最大で片振幅約45cmなど比較的大きな事例が複数ありました。ただし観測された加速度記録を
用いて算出する最大変位はさらに大きな値となっている例があり、観測記録と実状との相違の原因把握に関
しては今後の課題である旨の説明がありました。
5）「地震観測データと長周期・長時間地震動と震源近傍の強震動」
工学院大学久田嘉章教授より、強震動特性の様々な特性と特徴的な強震動であるランダム波や指向性パル
ス、フリングステップの成因とそれぞれの代表的な過去の観測波についてわかりやすく説明して頂きました。

写真3　宮城礎治 主任研究員

写真4　武村雅之 教授
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また熊本地震における観測波の分析、地表面断層と建物被害分布の調査内容を報告頂きました。続いて今後
発生が懸念されている南海トラフ巨大地震による長周期・長時間地震等が及ぼす被害予測や、内閣府と国交
省の対策方針について、さらに今後の設計用地震動と工学的対応のあり方の提案等のお話がありました。
6）「度重なる予想外の地震・今まで通りで良いのか 構造設計」
織本構造設計　中澤昭伸氏より、近年の度重なる予想外の大地震、予想していない被害状況の大きさを受
けて、構造設計の考え方の再考の必要性についてお話がありました。今後の変更提案として、現行の地震地
域係数を排除し全国一律とすること、大地震時の損傷度合いを意識した新しい建築構造用語、動的な検証を
強化した新しい設計法、主要部材の動的実大実験の実施、設計時の建物の耐震性能をPML値で評価する方法等、
様々な項目の説明がありました。同じく免震構造においても、さらなる適用拡大をはかるための方策案、新
しい設計法について提案がありました。

３　質疑応答
以下の内容について、活発な質疑応答・意見交換が展開されました。

Q：  熊本地震時の免震建物の実際の応答変位が観測波を用いた計算値と相違があることの主な要因は何と考
えるか?

A（複数回答）：  様々な要因に関して検討している。免震EXP.Jの摩擦や衝突、免震装置のハードニングの影響
なども想定されるが、これらだけでは付近で観測された地震動波形を入力地震動とすると説
明がつかない。今後、この観測記録波形を建物応答の検証に用いることに技術的な問題がな
いかについても議論していきたい。観測記録波形の計測精度や、建物支持地盤の非線形性、
相互作用の影響等についても詳細な検証が望まれる。

Q：地震保険における免震建物のメリットを強化すべきではないか?

A：議論はなされている。さらに免震建物は地震保険が不要であることが理想ではある。
Q：火山性地震は建物に影響するか?

A：火山性地震の振動範囲は火山の火口付近のみであるため特に問題はないと考える。

以上
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日本免震構造協会　性能評価及び評定業務
日本免震構造協会では、平成16年12月24日に指定性能評価機関の指定（指定番号：国土交通大臣　第23号）を受け、

性能評価業務を行っております。また、任意業務として、申請者の依頼に基づき、評定業務を併せ行っております。
ここに掲載した性能評価及び評定完了報告は、日本免震構造協会の各委員会において性能評価及び評定を完了し、

申請者より案件情報開示の承諾を得たものを掲載しております。

建築基準法に基づく性能評価業務のご案内
◇業務内容 
建築基準法の性能規定に適合することについて、一般的な検証方法以外の方法で検証した構造方法や建築
材料については、法第68条の25の規定に基づき、国土交通大臣が認定を行いますが、これは、日本免震構
造協会等の指定性能評価機関が行う性能評価に基づいています。

◇業務範囲 
日本免震構造協会が性能評価業務を行う範囲は、建築基準法に基づく指定資格検定機関等に関する省令第
59条各号に定める区分のうち次に掲げるものです。
①第2号の2の区分（構造性能評価）
建築基準法第20条第1項第一号（第二号ロ、第三号ロ及び第四号ロを含む）の規定による、高さが60mを
超える超高層建築物、または免震・制震建築物等の時刻歴応答解析を用いた建築物
②第6号の区分（材料性能評価）
建築基準法第37条第二号の認定に係る免震材料の建築材料の性能評価

◇業務区域
日本全域とします。

◇性能評価委員会
日本免震構造協会では、性能評価業務の実施に当たり区分毎に専門の審査委員会を設けています。
①構造性能評価委員会（第2号の2の区分） 原則として毎月第1水曜日開催
②材料性能評価委員会（第6号の区分） 原則として毎月第1金曜日開催

◇評価員
 構造性能評価委員会 材料性能評価委員会
 委員長 壁谷澤寿海 （東京大学） 委員長 曽田五月也 （早稲田大学）
 副委員長 田才　晃 （横浜国立大学） 委員 髙山　峯夫 （福岡大学）
 委員 楠　　浩一 （東京大学）  田村　和夫 （千葉工業大学）
  島﨑　和司 （神奈川大学）  西村　功 （東京都市大学）
  曽田五月也 （早稲田大学）    

  土方勝一郎 （芝浦工業大学）    

  元結正次郎 （東京工業大学）    

◇詳細案内
詳しくは、日本免震構造協会のホームページをご覧下さい。
　URL: http://www.jssi.or.jp/

●評定業務について
積層ゴム支承の交換工事に関するセカンドオピニオンとして、評定業務を実施しております。
委員構成は上記評価員に加えて、利害関係のない民間企業の施工の専門家を加えて審査致します。
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構造 階 地下
建築面
積(㎡)

延べ床面積
（㎡）

1 MNNN - 4556 2010/1/15 （仮称）あいおい損保成増ビル 大成建設 RC 10 - 8,246 46,73
東京都
板橋区

NRB
ＥＳＬ

2 MNNN - 4580 2010/1/21 ERI-J09028 （仮称）船田マンション 大和ハウス工業
大和ハウス工業
構造計画研究所

RC 7 - 294.6 1833.8 20.9 21.4
東京都
墨田区

鉛プラグ入り天然積層ゴム

3 MFNN - 4584 2009/12/18 （仮称）エンパイアコープ建替計画 大成建設 大成建設 RC 13 2 12,055 47.7
東京都
新宿区

天然ゴム系積層ゴム
弾性すべり

4 MNNN - 4601 2010/1/21 JSSI-構評-09008 （仮称）小林様免震ＭＳ スターツCAM
スターツCAM
伸構造事務所

WRC 5 0 938 16.0
神奈川県
川崎市

鉛プラグ入り積層ゴム
回転機構付すべり支承

5 MNNN - 4602 2010/1/21 JSSI-構評-09007 （仮称）品川区荏原５丁目プロジェクト スターツCAM
スターツCAM
能勢建築構造研究所

RC 6 0 1,283 17.1
東京都
品川区

鉛プラグ入り積層ゴム
回転機構付すべり支承

6 MNNN - 4621 2010/1/28 UHEC評価-構21021 （仮称）東海大学伊勢原職員寮 大成建設 大成建設 RC 10 - 1329.7 8242.9 29.2 30.4
神奈川県
伊勢原市

天然ゴム系積層ゴム支承
弾性すべり支承

7 MNNN - 4624 2010/2/2 ERI-J09027 武蔵野大学有明キャンパス 大成建設 大成建設 RC 13 1 1822.2 17970.8 52.9 53.6
東京都
江東区

鉛入り積層ゴム
天然積層ゴム

8 MNNN - 4632 2010/2/22 UHEC評価-構21029
（仮称）美竹ビルマンション建替事業施工
再建マンション

ＵＧ都市建築 小堀鐸二研究所 RC 17 3 2036.4 27080.4 59.4 64.9
東京都
渋谷区

鉛プラグ入り積層ゴム支承
天然ゴム系積層ゴム支承

オイルダンパー

9 MNNN - 4651 2010/2/22 伊方発電所新事務所（仮称） RC 7 - 約6,770 32.00
愛媛県

西宇和郡
SL

10 MNNN - 4658 2010/2/24 ERI-J09033 新潟大学医歯学総合病院外来診療所 教育施設研究所 教育施設研究所 RC 6 1 11140.1 276877.7 35.3 35.9
新潟県
新潟市

鉛入り積層ゴム
すべり支承

オイルダンパー

11 MNNN - 4665 2010/3/3 （仮称）帝京大学板橋キャンパス大学棟
山下設計
石本建築事務所

山下設計
石本建築事務所

S 10 有 92,304
東京都
板橋区

NRB

12 MNNN - 4679 2010/3/3 ERI-J09030 公立高島総合病院 内藤建築事務所
内藤建築事務所
エスパス建築事務所

RC 5 - 4080.5 13995.8 25.5 27.0
滋賀県
高島市

天然ゴム系積層ゴム支承
鉛プラグ入り積層ゴム支承
直動レール式転がり支承

13 MNNN - 4683 2010/3/30 ERI-J09035 （仮称）南大塚女子学生会館 総研設計 総研設計 RC 9 - 325.6 2580.0 28.5 29.0
東京都
豊島区

鉛入り積層ゴム

14 MNNN - 4705 2010/3/3 JSSI-構評-09011 （仮称）宇田川様マンション スターツCAM
スターツCAM
ダイナミックデザイン

RC 6 0 1,446 18.86
東京都

江戸川区
LRB
BSL

15 MNNN - 4707 2010/3/3 JSSI-構評-09012 （仮称）松浦様マンション スターツＣＡＭ スターツＣＡＭ RC 5 - 152.5 730.3 15.5 16.5
東京都

江戸川区
回転機構付すべり支承

復元ゴム

16 MNNN - 4737 2010/3/30 ERI-J09036 市立奈良病院 内藤建築事務所
内藤建築事務所
伸構造事務所

RC 5 - 25881.7 20.6
奈良県
奈良市

鉛ﾌﾟﾗｸﾞ挿入型積層ゴム
天然ゴム

弾性すべり支承
直動レール式転がり支障

17 MNNN - 4738 2010/3/3 BCJ基評-IB0821-01 新三重県立博物館（仮称） 日本設計 日本設計 SRC 2 1 11,583 18.91
三重県
津市

NRB
SD
LD

18 MNNN - 4778 2010/5/10 新中津市民病院 佐藤総合計画 RC 5 - 19,776 -
大分県
中津市

NRB
LRB
ESL

19 MNNN - 4780 2010/4/23 BCJ基評-IB0820-01 甲府地方合同庁舎 三菱地所設計 RC 10 0 18,380 41.46
山梨県
甲府市

20 MNNN - 4795 2010/5/10 中埜邸本宅 三角屋 竹中工務店 W,RC 2 1 1,657
愛知県
半田市

SLR
その他

21 MNNN - 4803 2010/4/19 JSSI-構評-09010 中川様マンション スターツCAM スターツCAM RC 3 0 689 9.68
東京都

江戸川区
LRB
BSL

22 MNNN - 4816 2010/5/10 JSSI-構評-09015 （仮称）小田嶋様免震マンション スターツCAM
スターツCAM
能勢建築構造研究所

RC 6 0 1,758 18.21
東京都
足立区

LRB
BSL

23 MNNN - 4840 2010/3/30 BCJ基評-IB0786-02 （仮称）浜岡事務本館免震棟
中部電力
鹿島・中電不動産JV

中部電力
鹿島・中電不動産JV
小堀鐸ニ研究所

RC
SRC

4 - 1587.8 6134.5 19.3 22.9
静岡県

御前崎市

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

すべり系支承
オイルダンパー

24 MNNN - 4841 2010/5/24
GBRC建評-09-022C-

008
（仮称）京阪神不動産西心斎橋ビル 日建設計 日建設計

S,SRC,R
C

10 1 1,876 47.3
大阪府
大阪市

天然ゴム系積層ゴム支承
オイルダンパー
鋼材ダンパー
鉛ダンパー

25 MNNN - 4846 2010/5/24 KE-ST001-09
武蔵浦和駅第1街区第一種市街地再開
発事業B1棟（公益施設棟）

戸田建設 戸田建設 S 10 1 14538.8 41.6
埼玉県
さいたま

市

天然ゴム
弾性すべり支承
オイルダンパー

26 MNNN - 4848 2010/6/22 ERI-J09042 那覇市新庁舎 国建
国建
構造計画研究所

RC 12 2 4964.9 38742.4 51.4 56.8
沖縄県
那覇市

鉛入り積層ゴム

27 MNNN - 4849 2010/7/6 小牧市新庁舎 山下設計 山下設計 S 6 1 3649.1 17049.5
愛知県
小牧市

LRB

28 MNNN - 4857 2010/5/28 JSSI-構評-09017 （仮称）静岡駅南口ホテル レーモンド設計 ダイナミックデザイン RC 13 - 5,321
静岡県
静岡市

BSL
ＬＲＢ

29 MNNN - 4858 2010/5/24 JSSI-構評-09016 （仮称）白子様緑が丘2丁目プロジェクト スターツCAM スターツCAM RC 5 0 1,494 14.40
東京都
目黒区

LRB
BSL

30 MNNN - 4885 2010/6/9
東和薬品(株)山形新工場プロジェクト
無菌製剤棟

鹿島建設 鹿島建設 SRC 3 - 8000.0 19.5
山形県
上山市

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

オイルダンパー

31 NFNN - 4886 2010/6/24
早稲田大学グリーン・コンピューティン
グ・システム研究開発センター

山下設計
竹中工務店

山下設計
竹中工務店

S 8 - 5155.1
東京都
新宿区

LRB
SL

32 MNNN - 4905 2010/6
GBRC建評-10-022C-

002
新佐賀県立病院好生館（仮称）病院棟 日建設計 日建設計

S,SRC,R
C

9 0 11,931 35.0
佐賀県
佐賀市

天然ゴム系積層ゴム
鋼材ダンパー

オイルダンパー

  建設地
（市まで）

免震部材構造

建築概要

軒高(m)
最高高
さ　(m)

件　　名 設計No. 認定番号 認定年月 評価番号

国土交通省から公表された大臣認定取得免震建物のうち、ビルディングレター（日本建築センター）に掲載されたもの、及び
当協会免震建物データ集積結果により作成しています。間違いがございましたらお手数ですがFAXまたはe-mailにて事務局までお知らせください。
また、より一層の充実を図るため、会員の皆様からの情報をお待ちしておりますので、宜しくお願いいたします。

出版部会　FAX:03-5775-5434　　　E-MAIL:jssi@jssi.or.jp

国内の免震建物一覧表

免震建物一覧表
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構造 階 地下
建築面
積(㎡)

延べ床面積
（㎡）

  建設地
（市まで）

免震部材構造

建築概要

軒高(m)
最高高
さ　(m)

件　　名 設計No. 認定番号 認定年月 評価番号

33 MNNN - 4919 2010/6/23 ERI-J09044 アステラス製薬（株）　新５号館　実験棟 鹿島建設 鹿島建設 PCaPC 2 - 5649.0 10.8
茨城県
つくば市

鉛プラグ入り積層ゴム
弾性すべり支承

34 MNNN - 4920 2010/6/23 ERI-J09045
アステラス製薬（株）　新５号館　特室（抽
出）棟

鹿島建設 鹿島建設 PCaPC 1 - 240.0 5.8
茨城県
つくば市

鉛プラグ入り積層ゴム
弾性すべり支承

35 MNNN - 4929 2010/7/1
TBTC基評-2-2Ｂ-

10001
第一生命相互館建替計画、相互館110タ
ワー

清水建設 清水建設 CFT 12 3 24,420
東京都
中央区

LRB
NRB
ＯＤ

36 MNNN - 4948 2010/6/9 BCJ基評-IB0779-03 （仮称）Ｆ１免震重要棟 東電設計
東電設計
鹿島建設

SRC
（一部S）

3 0 3,601 10.67
福島県
双葉郡

NRB
LRB
SL
OD

37 MNNN - 4962 2010/6/30 BCJ基評-IB0784-03 阿佐ヶ谷プロジェクト 杉浦英一建築設計事務所
構造計画研究所
清水建設

RC 3 - 255.0 506.4 8.9 9.0
東京都
杉並区

天然ゴム系積層ゴム支承
空気ばね
スライダー

ロッキング抑制付オイルダン
パーシステム

水平方向オイルダンパー

38 MNNN - 4963 2010/6/30 BCJ基評-IB0810-02 （仮称）竹田綜合病院2期 伊藤喜三郎建築研究所 伊藤喜三郎建築研究所 RC 11 - 5382.7 41588.6 46.3 47.0
福島県

会津若松
市

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

39 MNNN - 4986 2010/7/14 JSSI-構評-09014-1
（仮称）鈴木様弦巻4丁目免震プロジェク
ト

スターツCAM
スターツCAM
能勢建築構造研究所

RC 5 0 2,324 14.80
東京都

世田谷区
LRB
BSL

40 MNNN - 4988 2010/7/30
介護老人保健施設（仮称）ケアセンター
ベル　新築計画

ＮＣＵ・高環境エンジニアリング RC 6 - 8,237
東京都
青梅市

NRB
ＥＳＬ

41 MNNN - 4990 2010/7/30 UHEC評価-構21043 新総合太田病院（仮称） 日建設計 日建設計 RC 7 - 8184.4 32761.2 29.5 36.6
群馬県
太田市

天然ゴム系積層ゴム支承
剛すべり支承

鋼製U型ダンパー

42 MNNN - 4997 2010/8/12 データセンター ニュージェック ニュージェック RC 9 - 11526.3 42.2
大阪府
大阪市

高減衰ゴム系積層ゴム
オイルダンパー
鋼製Ｕダンパー

43 MNNN - 4999 2010/8/4 （仮称）三郷中央駅前計画　Ｃ棟 安宅設計 安宅設計 RC 12 -
埼玉県
三郷市

LRB

44 MNNN - 5029 2010/8/6 ERI-J10001 オムロンヘルスケア新拠点 鹿島建設 鹿島建設 SRC 7 - 16320.0 28.7
京都府
向日市

鉛プラグ入り積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

45 MNNN - 5035 2010/8/20 UHEC評価-構22005
（仮称）津田沼区画整理31街区プロジェ
クト（C棟）

フジタ フジタ RC 20 - 787.1 13979.9 59.5 65.5
千葉県

習志野市
鉛プラグ入り積層ゴム支承

弾性すべり支承

46 MNNN - 5036 2010/8/20 UHEC評価-構22006
（仮称）津田沼区画整理31街区プロジェ
クト（Ｄ棟）

フジタ フジタ RC 17 - 947.2 11740.8 51.1 57.2
千葉県

習志野市
鉛プラグ入り積層ゴム支承

弾性すべり支承

47 MFNB - 5050 2010/7/30 BCJ基評-IB0801-03 （仮称）大林組技術研究所新本館 大林組 大林組
S

RC
3 - 3273.3 5526.4 13.7 18.5

東京都
清瀬市

天然ゴム系積層ゴム
オイルダンパー
アクチュエータ
剛性調整バネ
トリガー機構

48 MNNN - 5063 2010/9/13 安芸総合庁舎建替建築主体工事 現代建築計画事務所 構造計画研究所 RC 6 - 4852.0
高知県
安芸市

HDR

49 MNNN - 5064 2010/9/22 ERI-J10003
（仮称）南千里駅前公共公益施設整備事
業

大建設計
大建設計
奥村組

S
(一部
SRC)

8 2 13,302 37.71
大阪府
吹田市

天然ゴム系積層ゴム
鉛入り積層ゴム

50 MNNN - 5074 2010/9/13 UHEC評価-構22003
（仮称）津田沼区画整理31街区プロジェ
クト（Ａ棟）

フジタ フジタ RC 20 - 1156.1 15379.2 59.5 65.5
千葉県

習志野市
鉛プラグ入り積層ゴム支承

弾性すべり支承

51 MNNN - 5081 2010/9/22 ERI-J10010 徳島中央広域連合本部・東消防署庁舎 松田平田設計 松田平田設計
RC
PC

3 - 920.2 2375.9 15.1 16.2
徳島県

吉野川市

錫プラグ挿入型積層ゴム支承
天然ゴム系積層ゴム支承

直動転がり支承

52 MNNN - 5083 2010/9/30 ERI-J10005 公立甲賀病院 内藤建築事務所
内藤建築事務所
織本構造設計

RC 5 - 8088.5 29103.0 20.6 21.6
滋賀県
甲賀市

鉛プラグ入り積層ゴム支承
天然ゴム系積層ゴム支承

転がり支承
減衰こま

53 MNNN - 5103 2010/9/2 メディセオ名古屋ALC（仮称） Okamoto総合建築事務所 大本組 S 4 - 24,617
愛知県
清須市

天然ゴム系積層ゴム

54 MNNN - 5115 2010/8/24 ERI-J0905 社会医療法人　泉和会　千代田病院 伊藤喜三郎建築研究所 伊藤喜三郎建築研究所 RC 6 - 16,708 27.74
宮崎県
日向市

NRB
DNR
ＳＬ
OD

55 MNNN - 5121 2010/10/12 BCJ基評-IB0832-01 帝京平成大学中野キャンパス新築計画 日本設計 日本設計
RC

（一部S）
12 1 62,290 50.52

東京都
中野区

SnRB（錫プラグ入り積層ゴム）
RB（積層ゴム）

鋼製U型ダンパー一体型RB
剛すべり支承

直動転がり支承

56 MNNN - 5128 2010/3/3 JSSI-構評-09009-1 （仮称）西脇様マンション スターツCAM
スターツCAM
日本システム設計

RC 6 0 1,743 18.51
千葉県
浦安市

LRB
BSL

57 MNNN - 5132 2010/10/29 ERI-J10011 県立淡路病院 安井建築設計事務所 安井建築設計事務所
PCaPs
（一部

Ｓ）
8 - 11165.1 34967.7 32.0 40.6

兵庫県
洲本市

錫入り積層ゴム
天然積層ゴム支承
直動転がり支承

58 MNNN - 5134 2010/10/21 （仮称）藤沢徳洲会総合病院 梓設計 梓設計 RC 10 1 41195.6 40.5
神奈川県
藤沢市

天然ゴム系積層ゴム
錫プラグ入り積層ゴム

59 MNNN - 5156 2010/10/28 (仮称）MTC計画新築工事 大成建設株式会社 大成建設株式会社
RC,
SRC

4 2 約9896
東京都
港区

天然ゴム系積層ゴム
弾性すべり支承

60 MNNN - 5179 2010/11/4 JSSI-構評-10004 （仮称）アリアソワンプレミアム日吉 スターツCAM
スターツCAM
能勢建築構造研究所

RC 6 0 2,040 17.90
神奈川県
横浜市

LRB
BSL

61 MNNN - 5192 2010/11/4 JSSI-構評-10002 （仮称）中山様免震マンション スターツCAM
スターツCAM
伸構造事務所

RC 9 0 2,550 26.89
千葉県
流山市

LRB
BSL

62 MNNN - 5193 2010/11/4 JSSI-構評-10005 （仮称）上原様高松1丁目計画 スターツCAM
スターツCAM
構造フォルム

RC 5 0 1,244 14.35
東京都
練馬区

LRB
BSL

63 MNNN - 5196 2010/11/11 ERI-J10017 （仮称）南葛西4丁目プロジェクト 高松建設
高松建設
総研設計

RC 10 - 393.1 2094.9 28.8 29.2
東京都

江戸川区

高減衰ゴム系積層ゴム
弾性すべり支承

剛すべり承
鉛ダンパー

64 MNNN - 5198 2010/11/11
（仮称）神戸市中央区中山手通二丁目計
画

三菱地所設計 三菱地所設計 RC 14 -
兵庫県
神戸市

LRB
SL

65 MNNN - 5207 2010/11/16 ERI-J10004 下越病院本体棟【付属棟】 堤建築設計事務所
建構造研究所
免震エンジニアリング

S
RC

6 - 5514.9 17233.7 24.6 30.1
新潟県
新潟市

鉛入り積層ゴム
すべり支承

オイルダンパー

66 MNNN - 5210 2010/11/19 熊谷商工信用組合本店社屋新築計画 三菱地所設計 三菱地所設計 S 7 - 630.0 3190.0
埼玉県
熊谷市

NRB
LRB

67 MNNN - 5211 2010/11/15 BCJ基評-IB0840-01 藤沢病院新病棟 建築一家 織本構造設計 RC 6 0 7,981 25.50
神奈川県
藤沢市

LRB
NRB
ESL
OD

68 MNNN - 5217 2010/11/19 JSSI-構評-10008
社会福祉法人　兼愛会　（仮称）特別養
護老人ホームしょうじゅの里鶴見

新環境設計 ダイナミックデザイン RC 4 - 5,819
神奈川県
横浜市

BSL
LRB

69 MNNN - 5226 2010/11/25 JSSI-構評-10006 （仮称）アリアソワン・プレミアム八潮 スターツCAM
スターツCAM
能勢建築構造研究所

RC 5 0 1,693 15.60
埼玉県
八潮市

LRB
BSL

70 MNNN - 5227 2010/9/16 JSSI-構評-10007 （仮称）西瑞江５丁目澤井様マンション スターツCAM
スターツCAM
ダイナミックデザイン

RC 8 0 1,408 24.82
東京都

江戸川区
LRB
BSL
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71 MNNN - 5240 2010/11/30 ERI-J10019 （仮称）ディスコ呉工場新Ｃ棟 大林組 大林組 S 7 0 15,325 27.30
広島県
呉市

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

オイルダンパー

72 MNNN - 5251 2010/11/19
GBRC建評-10-022C-

005
日本原子力発電(株)　敦賀発電所　緊急
時対策室建屋新設工事計画

竹中工務店 竹中工務店 RC 3 0 1,102 12.00
福井県
敦賀市

NRB
LRB
OD

73 MNNN - 5254 2010/12/16 ＨＲ評-10-005 （仮称）新豊洲センタービル
清水建設
東電設計

清水建設
東電設計

CFT 11 0 41,200 44.71
東京都
江東区

LRB
NRB
ＯＤ

74 MNNN - 5256 2010/12/13 ERI-J10020 千葉労災病院 岡田新一設計事務所 織本構造設計 RC 7 - 3556.9 19330.5 30.1 41.4
千葉県
市原市

鉛入り積層ゴム
天然積層ゴム

直動転がり支承
オイルダンパー

75 MNNN - 5263 2010/12/1 ERI-J10023 ウィングルート 生和コーポレーション
酒井建築工学研究室
カラム建築構造事務所

RC 10 1 322.0 1717.8 36.2 37.2
神奈川県
川崎市

高減衰ゴム系積層ゴム

76 MNNN - 5286 2010/11/18 ERI-J09043-01 伊東市新病院 大建設計 大建設計 RC 5 - 6262.9 20350.9 20.4 27.9
静岡県
伊東市

鉛入り積層ゴム
天然積層ゴム

直動転がり支承

77 MNNN - 5302 2010/12/28 川崎第2データセンター新築工事 大成建設 大成建設 RC - 1790.0
神奈川県
川崎市

天然ゴム系積層ゴム
弾性すべり支承

78 MNNN - 5303 2011/1/14 ERI-J10024 社会保険山梨病院新病院建設計画 松田平田設計 松田平田設計 RC 6 1 3083.8 13032.6 23.7 29.7
山梨県
甲府市

鉛入り積層ゴム
天然積層ゴム
すべり支承

79 MFNN - 5304 2010/12/28 BCJ基評-IB0841-01 甲府市新庁舎

日本設計・竜巳一級建築士事
務所・山形一級建築士事務
所・進藤設計事務所・馬場設
計JV

日本設計・竜巳一級建築士事
務所・山形一級建築士事務
所・進藤設計事務所・馬場設
計JV

　地上：
S

　地下：
RC

10 1 28,120 48.95
山梨県
甲府市

80 MNNN - 5314
2011/1/14

ERI-H10010 （仮称）一宮市新市庁舎 石本建築事務所 石本建築事務所
CFT+SR
C+RC

15 1 31380.3 65.5
愛知県
一宮市

RB
LRB
ESL
OD

81 MNNN - 5323 2011/1/21 安芸地域県立病院（仮称） 日建・上田設計ＪＶ RC
高知県
安芸市

天然ゴム系積層ゴム
直動転がり支承
鋼製Ｕダンパー

鉛ダンパー

82 MNNN - 5326 2011/1/25 UHEC評価-構22023 （仮称）高知電気ビル本館建替計画 大成建設 大成建設 RC 8 1 1086.7 8518.3 32.0 36.0
高知県
高知市

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

83 MNNN - 5328 2011/1/25 ERI-J10032 （仮称）針ヶ谷ビル計画
大栄建築事務所
鹿島建設

鹿島建設 RC 5 - 1990.5 7925.9 24.9 26.0
埼玉県
さいたま

市
高減衰ゴム系積層ゴム

84 MNNN - 5331 2011/1/25 BCJ基評-HR0631-01 海南市民病院 日本設計 日本設計 RC 5 - 10377.0 21.8
和歌山県
海南市

鉛ﾌﾟﾗｸﾞ入り積層ゴム
弾性すべり支承

鋼製U型ダンパー
鋼製U型ダンパー一体型天然ゴ

ム系積層ゴム

85 MNNN - 5351 2010/12/22 BVJ-BA10-011 TOKAI富士横割マンション 日本国土開発 日本国土開発 RC 14 0 5,505 42.32
静岡県
富士市

LRB
ESL

86 MFNN - 5354 2011/2/9 ERI-J10031
杏林大学医学部付属病院（仮称）新病棟
建設計画

竹中工務店 竹中工務店
RC
S

SRC
10 1

【新築】
22043.53【既
存】17533.53

33.5
東京都
三鷹市

【新築】
ＮＲＢ、ＬＲＢ、ＯＤ

【既存】
ＬＲＢ

87 MNNN - 5365 2011/2/15 ERI-J10029 統合新病院（善通寺・香川小児）整備 山下設計 山下設計 RC 7 1 54128.0 34.1
香川県

善通寺市

天然ゴム
LRB

鋼材ダンパー
直動転がり支承
弾性すべり支承

88 MNNN - 5369 2011/1/7 BCJ基評-IB0634-01 市立根室病院 石本建築事務所 石本建築事務所 RC 4 1 3470.4 13280.8 22.8 28.1
北海道
根室市

天然ゴム系積層ゴム
錫プラグ入り積層ゴム

直動転がり支承

89 MNNN - 5372 2011/2/8 ERI-J10033 長野県立阿南病院 横河建築設計事務所 織本構造設計 RC,S 4 1 4739.0 20.1
長野県

下伊那郡

LRB
NRB
ESL

90 MNNN - 5373 2011/2/8 ERI-J10035 (仮称)下田メディカルセンター 戸田建設 戸田建設 RC 4 - 3770.2 8613.7 17.7 18.1
静岡県
下田市

天然積層ゴム
弾性すべり支承
オイルダンパー

91 MNNN - 5384 2011/2/15 ERI-J10041 社会医療法人厚生会　多治見市民病院 戸田建設 戸田建設 RC 7 1 19698.0 32.4
岐阜県

多治見市

NRB
ESL
OD

92 MNNN - 5386 2011/2/25 BCJ基評-HR0639-01
医療法人社団 誠馨会 新東京新病院計
画

清水建設 清水建設 RC 7 - 5097.2 24808.8 29.8 34.3
千葉県
松戸市

高減衰ゴム系積層ゴム

93 MNNN - 5387 2011/2/15 BCJ基評-HR0641-01 医療法人公生会　竹重病院 現代建築研究所 織本構造設計 RC 5 - 4068.0 17.8
長野県長

野市

LRB
NRB
ESL

94 MNNN - 5388 2011/2/15 BCJ基評-IB0638-01 浦河赤十字病院 石本建築事務所 石本建築事務所 RC 7 - 3918.7 15827.9 28.6 33.6
北海道
浦河郡

天然ゴム系積層ゴム
すべり系支承

弾塑性系減衰材
オイルダンパー

95 MNNN - 5394 2011/2/22 UHEC評価-構22029 （仮称）川崎区小田栄計画　Ａ棟 長谷工コーポレーション 長谷工コーポレーション RC 19 - 1778.6 25412.9 56.6 57.1
神奈川県
川崎市

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

転がり系支承
弾性すべり支承
オイルダンパー

96 MNNN - 5395 2011/2/22 UHEC評価-構22030 （仮称）川崎区小田栄計画　Ｂ棟 長谷工コーポレーション 長谷工コーポレーション RC 19 - 983.0 14326.1 56.6 57.1
神奈川県
川崎市

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

転がり系支承
弾性すべり支承
オイルダンパー

97 MNNN - 5396 2011/3/7 ERI-J10036 藤田保健衛生大学病院放射線棟
竹中工務店
名古屋一級建築士事務所

竹中工務店
名古屋一級建築士事務所

RC
（一部S）

6 1 1357.9 8636.9 26.5 31.0
愛知県
豊明市

高減衰ゴム系積層ゴム
天然積層ゴム

オイルダンパー

98 MNNN - 5402 2010/12
GBRC建評-10-022C-

006
福岡大学筑紫病院新病院 日建設計 日建設計

RC,S,SR
C

9 0 3,890 44.0
福岡県

筑紫野市

天然ゴム系積層ゴム支承
鉛ダンパー

鋼材ダンパー

99 MNNN - 5431 2010/12/24 BCJ基評-HR0645-01 豊岡市現本庁舎 日本設計 日本設計 RC 3 0 1,579 16.96
兵庫県
豊岡市

NRB
RRB
SD
LD
OD

100 MNNN - 5433 2011/2/25 BCJ基評HR0643-01 兵庫医科大学 急性医療総合センター 日本設計 日本設計 RC 7 - 15401.0 34.8
兵庫県
西宮市

.鉛ﾌﾟﾗｸﾞ入り積層ゴム
弾性すべり支承
直動転がり支承
オイルダンパー

鋼製U型ダンパー一体型
　　天然ゴム系積層ゴム

101 MNNN - 5439 2011/2/1 NHK新千葉放送会館建設工事 日建設計 日建設計 SRC 3 - 5264.9 16.7
千葉県
千葉市

NRB＋ＥＳＬ

102 MNNN - 5440 2011/3/10
慶応義塾大学　理工学部（矢上）テクノロ
ジーセンター

清水建設 清水建設 RC 3 - 1521.0
神奈川県
横浜市

ＬＲＢ
ＮＲＢ
ＳＬ
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103 MNNN - 5446 2011/3/11 （仮称）ライオンズ辻堂駅前計画 日建ハウジングシステム 日建ハウジングシステム RC 14 - 5934.0 43.1
神奈川県
藤沢市

天然ゴム系・弾性すべり支承
鉛ダンパー

鋼材ダンパー

104 MNNN - 5457 2011/3/15 JSSI-構評-10004 国領7丁目杉﨑様マンション スターツCAM
スターツCAM
ダイナミックデザイン

RC 6 - 1383.0 18.0
東京都
調布市

LRB
BSL

105 MNNN - 5460 2011/3/18 新豊川市民病院 日建設計 日建設計 RC 9 - 46052.8
SGL+39.

84
愛知県
豊川市

天然ゴム系積層ゴム
鉛封入式積層ゴム
直動転がり支承
鋼製Ｕダンパー

106 MNNN - 5506 2011/3/28 JSSI-構評-10012 芝様北品川1丁目計画 スターツCAM
スターツCAM
能勢建築構造研究所

RC 11 - 2097.9 33.4
東京都
品川区

LRB
BSL

107 MNNN - 5507 2011/3/28 JSSI-構評-10013 西葛西田中様マンション スターツCAM
スターツCAM
構造フォルム

RC 5 - 1271.0 16.0
東京都

江戸川区

LRB
BSL
RB

108 MNNN - 5513 2011/1/27 ERI-J10045 WAZAC函館五稜郭ミヤビ1計画 中山建築デザイン研究所 道央設計 RC 18 - 819.8 12179.8 58.0 59.5
北海道
函館市

鉛入り積層ゴム
すべり支承

109 MNNN - 5535 2011/4/28 ERI-J10049 大阪府警察学校
三菱地所設計
清水建設

三菱地所設計
清水建設

RC
S

4 - 15125.7 41103.6 18.1 21.8
大阪府
泉南郡

鉛入り積層ゴム
天然積層ゴム

110 MNNN - 5548 2011/5/16 ＳＰＩＣＡ都立大学駅 ザプラス ダイナミックデザイン RC 4 - 1408.3
東京都
目黒区

鉛プラグ入り積層ゴム
杭頭回転すべり支承

111 MNNN - 5549 2011/5/16 JSSI-構評-10016 日本抵抗器販売様　南大井3丁目計画 スターツCAM
スターツCAM
能勢建築構造研究所

RC 10 - 1828.9 31.4
東京都
品川区

LRB
BSL

112 MNNN - 5558 2011/5/24 ERI-J10005 東広島市庁舎
大建設計大阪事務所
村田相互設計

大建設計大阪事務所
PCaPC+

S
10 - 17361.0 43.1

広島県
東広島市

錫プラグ入り積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

113 MNNN - 5590 2011/6/1 岸本ビル 竹中工務店 竹中工務店 RC 9 - 8051.0 39.3
大阪府
大阪市

高減衰ゴム系積層ゴム

114 MNNN - 5594 2011/6/7 JSSI-構評-10015 中山様センター北ビル スターツCAM
スターツCAM
能勢建築構造研究所

RC 9 - 2947.9 30.6
神奈川県
横浜市

LRB
BSL
RB

115 MNNN - 5601 2010/5/9 JSSI-構評-10003-1 ウスイホーム様金沢文庫社屋 スターツCAM
スターツCAM
能勢建築構造研究所

S 5 - 510.0 18.4
神奈川県
横浜市

LRB
BSL

116 MNNN - 5605 2011/6/14 ERI-J10067 （仮称）新順心病院 昭和設計
昭和設計
鹿島建設

RC 6 - 2336.9 9767.2 28.1 28.8
兵庫県

加古川市

錫入り積層ゴム
天然積層ゴム
すべり支承

117 MNNN - 5607 2011/6/13 ERI-J10056 （仮称）掛川市・袋井市新病院 久米設計 久米設計
RC
S

8 - 11713.4 43545.5 36.6 38.9
静岡県
掛川市

天然ゴム系積層ゴム支承
錫プラグ入り積層ゴム支承

十字型転がり支承
U型鋼材ダンパー
オイルダンパー

118 MNNN - 5620 2011/6/13 UHEC評価-構22042 つがる西北五広域連合中核病院 横河建築設計事務所 織本構造設計 RC 10 - 6198.3 36831.9 45.2 45.7
青森県

五所川原
市

天然ゴム系積層ゴム支承
鉛プラグ挿入型積層ゴム

オイルダンパー
弾性すべり支承

119 MNNN - 5629 2011/6/17 ERI-J10075 （仮称）泉一丁目計画Ⅱ 三井住友建設 三井住友建設
RC

（一部S）
18 - 337.6 5176.5 57.0 62.1

愛知県
名古屋市

高減衰ゴム系積層ゴム支承
すべり支承

120 MNNN - 5639 2011/6/20 ERI-J10065 仙台市立病院 山下設計 山下設計 RC 11 1 8322.4 52353.9 54.6 55.3
宮城県
仙台市

錫入り積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

直動転がり支承

121 MNNN - 5654 2011/5/31 ERI-J10028-01
（仮称）南多摩病院救急医療センター計
画

アトリエ9建築研究所 織本構造設計

RC
（一部
Ｓ、

SRC）

8 1 1095.9 6623.1 32.4 33.3
東京都

八王子市

鉛入り積層ゴム
天然積層ゴム

弾性すべり支承

122 MNNN - 5656 2011/11/4 JSSI-構評-11007 小川様マンション スターツCAM
スターツCAM
伸構造事務所

RC 10 - 2233.8 30.1
埼玉県
八潮市

LRB
BSL

123 MNNN - 5662 2011/6/30 ERI-J10073 聖隷浜松病院
LAU公共施設研究所
公共設計

飯島建築事務所
竹中工務店

RC 10 2 2968.5 22984.9 37.7 38.3
静岡県
浜松市

天然ゴム系積層ゴム支承
錫プラグ入り積層ゴム支承

弾性すべり支承
直動転がり支承
オイルダンパー

124 MNNN - 5688 2011/7/15 JSSI-構評-10012 株式会社　三英様ビル スターツCAM
スターツCAM
能勢建築構造研究所

RC 11 - 4086.5 31.0
千葉県
流山市

LRB
BSL

125 MNNN - 5704 2011/7/22 ERI-J11077 （仮称）新 大阪暁明館病院 フジタ フジタ
RC
S

11 - 2691.2 22663.6 44.5 49.5
大阪府
大阪市

鉛入り積層ゴム
天然積層ゴム

126 MNNN - 5762 2011/8/24 JSSI-構評-11002 吉田様マンション スターツCAM スターツCAM RC 14 - 2148.9 44.9
東京都

江戸川区
LRB

127 MNNN - 5784 2011/7/29 JSSI-構評-10011-1 岡田様免震マンション スターツCAM
スターツCAM
伸構造事務所

RC 3 - 1132.0 9.7
千葉県
流山市

LRB
BSL

128 MNNN - 5785 2011/7/29 JSSI-構評-10010-1 小倉様免震マンション スターツCAM
スターツCAM
伸構造事務所

RC 3 - 1042.0 9.7
千葉県
流山市

LRB
BSL

129 MNNN - 5804 2011/9/7 ERI-J11003 佐伯市新庁舎 山下設計 山下設計
RC

一部S
7 - 13950.0 30.8

大分県
佐伯市

天然ゴム系積層ゴム
錫プラグ入り積層ゴム

積層ゴム一体型鋼材ダンパー
直動転がり支承

130 MNNN - 5810 2011/9/7 ERI-J11006 （仮称）アルファグランデ一之江六番街 日比野正夫建築設計事務所
スターツCAM
能勢建築構造研究所

RC 12 - 4092.0 38.6
東京都

江戸川区
LRB
BSL

131 MNNN - 5833 2011/9/23 JSSI-構評-11005 信田様ビル スターツCAM
スターツCAM
構造フォルム

RC 10 - 3632.9 30.6
埼玉県
三郷市

LRB
BSL

132 MNNN - 5886 2011/10/3 BCJ基評-HR0675-01 （仮称）シマノ本社工場 芦原太郎建築事務所 織本構造設計 S 5 1 15963.0 27.7
大阪府
堺市

鉛プラグ挿入型積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

弾性すべり支承
オイルダンパー

133 MNNN - 5889 2011/10/3 UHEC評価-構23012
（仮称）ヤマト厚木物流ターミナル
プロジェクト

日建設計 日建設計 S 8 - 73099.4 48.0
神奈川県
厚木市

天然ゴム系積層ゴム
弾性すべり支承
オイルダンパー

134 MNNN - 5893 2011/10/12 ERI-J11010 魚沼基幹病院（仮称） 山下設計・総合設備JV 山下設計・総合設備JV RC 9 - 8171.0 33549.0
新潟県

南魚沼市

135 MNNN - 5902 2011/10/3 BCJ基評-HR0649-02
安田倉庫加須第二営業所増築棟（第1
期)

大成建設 大成建設 RC 5 - 2310.5 10243.5 30.1 30.6
埼玉県
加須市

天然ゴム系積層ゴム
すべり系支承

136 MNNN - 5914 2011/10/1 佐久総合病院（仮称）基幹医療センター 日建設計 日建設計 RC,PC 4 1 49635.0 19.3
長野県
佐久市

天然ゴム系積層ゴム支承、
剛すべり支承
鋼材ダンパー
鉛ダンパー

137 MNNN - 5924 2011/10/18 聖隷クリストファー大学新５号館 構造計画研究所 RC
静岡県
浜松市

高減衰ゴム系積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

オイルダンパー

138 MNNN - 5951 2011/10/28 ERI-J11019 岐阜県立下呂温泉病院 安井・熊谷設計 安井建築設計事務所
RC

（一部S）
6 - 6694.4 19594.0 26.1 26.4

岐阜県
下呂市

鉛入り積層ゴム
天然積層ゴム

直動転がり支承
オイルダンパー

139 MNNN - 5955 2011/10/21 JSSI-構評-11003 渡辺様マンションⅢ スターツCAM スターツCAM RC 7 - 3126.0 15.5
東京都

江戸川区
LRB
BSL

140 MNNN - 5968 2011/10/28 BCJ基評-IB0783-02 新潟美咲合同庁舎2号館 日建設計 日建設計 RC 10 - 2169.4 20444.3 44.2 49.3
新潟県
新潟市

鉛プラグ入り積層ゴム
弾性すべり支承
オイルダンパー
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141 MNNN - 5987 2011/11/18 JSSI-構評-11009 足立区振連会館 スターツCAM
スターツCAM
能勢建築構造研究所

RC 11 - 1555.9 34.3
東京都
足立区

LRB

142 MNNN - 6015 2011/12/2 ERI-J11006 アルファグランデ西葛西 三輪設計事務所
スターツCAM
能勢建築構造研究所

RC 11 - 2843.2 35.5
東京都

江戸川区

LRB
NRB
SA
GS

BDS

143 MNNN - 6021 2011/12/27 ERI-J11027 （仮称）Dプロジェクト新子安 大和ハウス工業
大和ハウス工業
NCU

PCaPC
RC

5 - 7490.6 27361.5 33.2 33.7
神奈川県
横浜市

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

回転機構付きすべり支承

144 MNNN - 6031 2011/1/12 大日本住友製薬新化学研究棟(LR-12) 竹中工務店 竹中工務店 S 8 - 16349.0 38.5
大阪府
大阪市

高減衰ゴム系積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

145 MNNN - 6039 2011/12/27 ERI-J11028 大崎市民病院
久米設計
戸田建設
大建設計

久米設計
戸田建設
大建設計

RC 9 - 9027.0 43447.8 41.9 46.4
宮城県
大崎市

天然ゴム系積層ゴム
弾性すべり支承
剛すべり支承

オイルダンパー

146 MNNN - 6052 2011/12/27 ERI-J11023 福井大学医学部附属病院新病棟 内藤建築事務所
内藤建築事務所
織本構造設計

SRC 8 1 24677.0 34.7
福井県
吉田郡

鉛プラグ挿入型積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム
転がり支承　減衰こま

147 MNNN - 6053 2011/12/27 JSSI-構評-11010 初山様ビル スターツCAM
スターツCAM
伸構造事務所

RC 9 - 1355.2 27.3
埼玉県
八潮市

LRB
BSL

148 MNNN - 6069 2012/1/6 ERI-J11020 JA松本市本社社社屋
池場建築設計事務所
斎藤デザイン室

ちの設計
みつる

RC 5 - 439.5 1884.8 24.2 24.7
長野県
松本市

高減衰ゴム系積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

すべり支承
オイルダンパー

149 MNNN - 6079 2013/1/30 BCJ基評-HR0679-03 （仮称）正栄食品工業本社 鹿島建設 鹿島建設
S

RC
SRC

9 - 599.4 5335.3 39.3 45.8
東京都
台東区

鉛プラグ入り積層ゴム

150 MNNN - 6105 2012/1/20 ERI-J11035 川金ホールディングス本社ビル 戸田建設 戸田建設 RC 5 - 255.7 1258.5 20.0 20.7
埼玉県
川口市

天然積層ゴム
剛すべり支承

オイルダンパー

151 MNNN - 6138 2012/1/26 ERI-J11031 小樽市立病院 久米設計 久米設計 RC 7 1 6910.5 30324.8 34.6 41.2
北海道
小樽市

天然ゴム系積層ゴム支承
鉛プラグ入り積層ゴム支承

オイルダンパー

152 MNNN - 06143-2 2015/4/6 BCJ基評-HR0688-03 東京消防庁芝消防署庁舎 内藤建築事務所
内藤建築事務所
織本構造設計

RC 9 2 1264.8 9996.5 30.6 33.9
東京都
港区

鉛プラグ入り積層ゴム
天然ゴム系積層支承

153 MNNN - 6144 2011/2/8
宝持会池田病院　高齢者向け住宅増築
計画

竹中工務店 竹中工務店 RC,S 14 - 14657.2 45.3
大阪府

東大阪市

高減衰ゴム系積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

すべり支承
粘性体ダンパー

154 MNNN - 6146 2012/2/23 ERI-J11039
社会医療法人財団董仙会　恵寿総合病
院　新病院

伊藤喜三郎建築研究所・竹中
工務店設計共同企業体

伊藤喜三郎建築研究所・竹中
工務店設計共同企業体

RC 7 - 3699.6 16044.7 30.4 31.0
石川県
七尾市

高減衰ゴム系積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

155 MNNN - 6149 2012/2/8 BCJ基評-HR0686-01 （仮称）赤坂氷川町計画 日建ハウジングシステム 日建ハウジングシステム RC 11 1 361.1 2952.5 37.1 40.2
東京都
港区

鉛プラグ入り積層ゴム

156 MNNN - 6175 2012/2/14 ERI-J11037 板橋区本庁舎南館 山下設計 山下設計
RC
PC
S

7 1 2134.8 13375.0 30.2 30.8
東京都
板橋区

鉛プラグ入り積層ゴム
天然積層ゴム

オイルダンパー

157 HFNB - 6193 2012/2/23 BCJ基評-HR0595-05
虎ノ門・六本木地区第一種市街地再開
発事業　施設建築物

森ビル 山下設計
SＲＣ
PC

6 2 7346.6 143289.6 27.6 31.7
東京都
港区

天然ゴム系積層ゴム
すべり系支承

弾塑性系減衰材
オイルダンパー

158 MNNN - 6194 2012/2/23 ERI-J11051
（仮称）板橋区仲宿サービス付き高齢者
向け住宅

積水ハウス エスパス建築事務所 RC 11 - 277.5 2482.0 35.5 36.0
東京都
板橋区

高減衰ゴム系積層ゴム支承
弾性すべり支承
直動転がり支承

159 MNNN - 6238 2012/3/12 ERI-J11046
東千葉メディカルセンター（地方独立行
政法人東金九十九里地域医療センター）

久米設計 久米設計
S

SRC
7 1 8128.0 27870.8 32.7 36.8

千葉県
東金市

天然ゴム系積層ゴム支承
弾性すべり支承
オイルダンパー

U型鋼材ダンパー

160 MNNN - 6278 2012/3/29 ERI-J11060
(仮称)山手冷蔵株式会社　新川崎ロジス
ティックセンター

東亜建設工業
東亜建設工業
NCU

PCaPC
RC

7 - 4743.3 20531.1 33.6 41.1
神奈川県
川崎市

天然ゴム系積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム一体型U型

ダンパー
オイルダンパー
弾性すべり支承

161 MNNN - 6333 2012/4/26 ERI-J11064 加東市新庁舎 梓設計 梓設計 RC 5 1 2045.1 8992.2 25.5 25.5
兵庫県
加東市

鉛プラグ入り積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

すべり支承

162 MNNN - 6336 2012/3/29 BCJ基評-IB0813-02 志村総合庁舎 山下テクノス
ジャスト
免震エンジニアリング

SRC
（一部S）

5 - 838.6 4101.7 26.6 28.6
東京都
板橋区

鉛プラグ入り積層ゴム
弾性すべり支承

163 MNNN - 6408 2011/12/27 JSSI-構評-11011 渡辺様マンション スターツCAM
スターツCAM
構造フォルム

RC 7 - 808.0 21.2
東京都

江戸川区
LRB
BSL

164 MNNN - 6410 2012/6/5 BCJ基評-HR0710-01 横浜市衛生研究所 伊藤喜三郎建築研究所
伊藤喜三郎建築研究所
織本構造設計

RC
（一部
PC）

7 - 1356.7 7653.8 30.0 35.5
神奈川県
横浜市

鉛プラグ挿入型積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

弾性すべり支承
オイルダンパー

165 MNNN - 6417 2012/11/12 ERI-J11073 千葉大学（医病）新外来診療棟その他
千葉大学施設環境部
久米設計

久米設計
S

SRC
5 1 3666.6 18348.7 25.2 25.6

千葉県
千葉市

天然ゴム系積層ゴム支承
弾性すべり支承

U型鋼材ダンパー
オイルダンパー

166 HNNN - 6419 2012/6/7 UHEC評価-構24001 （仮称）明石町計画 大成建設 大成建設 RC 12 - 777.1 7297.4 35.4 36.0
東京都
中央区

弾性すべり支承
天然ゴム系積層ゴム

167 MNNN - 6437 2012/6/18 ERI-J11076
（仮称）二子玉川第一スカイハイツ建替
事業

スペーステック 東急建設 RC 17 1 982.5 9954.4 52.5 57.8
東京都

世田谷区
鉛プラグ入り積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

168 MNNN - 6444 2012/8/20 ERI-J11075 東部医療センター救急・外来棟 内藤建築事務所
内藤建築事務所
飯島建築事務所

S 4 - 4143.1 14051.9 19.5 21.9
愛知県

名古屋市

鉛プラグ入り積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

弾性すべり支承
直動転がり支承

減衰こま

169 MNNN - 6450 2012/6/18 BCJ基評-HR0712-01
佐賀大学（鍋島1)医学部附属病院診療
棟

佐賀大学 日本設計
RC

（一部S）
4 - 2528.4 7044.2 20.1 25.9

佐賀県
佐賀市

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

すべり系支承
直動転がり支承
粘性ダンパー

170 MNNN - 6475 2012/6/29 ERI-J11081 山鹿市庁舎 久米設計 久米設計
S

RC
SRC

5 1 4559.9 12623.9 24.1 24.1
熊本県
山鹿市

天然ゴム系積層ゴム支承
弾性すべり支承

U型鋼材ダンパー

171 MNNN - 6488 2012/9/28 ERI-J11080
高松赤十字病院新棟（中央診療棟（仮
称））

久米設計 久米設計 RC 5 1 1666.6 7186.3 21.8 22.4
香川県
高松市

天然ゴム系積層ゴム支承
錫プラグ挿入型積層ゴム支承

オイルダンパー

172 MNNN - 6504 2012/9/10 ERI-J11070 （仮称）九番丁MGビル バウ建築企画設計事務所 西建築設計事務所
S

RC
6 - 719.8 4313.0 22.5 26.4

和歌山県
和歌山市

鋼製U型ダンパー一体型天然系
積層ゴム支承

高面圧低摩擦弾性すべり支承
U型鉛ダンパー

173 HNNN - 6511 2012/8/24 UHEC評価-構24006 （仮称）大宮桜木町1丁目計画 三井住友建設 三井住友建設 RC 22 - 975.5 14600.5 66.5 72.1
埼玉県
さいたま

市

錫プラグ入り積層ゴム
直動転がり支承
オイルダンパー

174 MNNN - 6512 2012/7/17 ERI-J12001 （仮称）板橋仲宿計画 SHOW建築設計事務所
SHOW建築設計事務所
三井住友建設

S
RC

19 - 662.3 9868.7 58.5 64.3
東京都
板橋区

錫プラグ入り積層ゴム支承
天然ゴム系積層ゴム支承

直動転がり支承
弾性すべり支承
オイルダンパー
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175 MNNN - 6524 2012/9/5 ERI-J12002 （仮称）はこざき公園内科医院Ｍセンター 風の音設計舎
ストリームデザイン
大林組

RC
（一部
PC）

5 - 2367.8 6216.4 22.8 26.8
福岡県
福岡市

高減衰積層ゴム系積層ゴム
オイルダンパー

176 MNNN - 6635 2012/11/20 ERI-J12015 （仮称）岡山総合医療センター

久米設計
宮﨑建築設計事務所特定建
築コンサルタント業務共同事
業体

久米設計
宮﨑建築設計事務所特定建
築コンサルタント業務共同事
業体

RC
S

SRC
8 - 6633.1 33286.5 32.6 37.0

岡山県
岡山市

天然ゴム系積層ゴム支承
鉛プラグ入り積層ゴム支承

弾性すべり支承
U型鋼材ダンパー
オイルダンパー

177 MNNN - 6673 2012/10/23 BCJ基評-HR0729-01 （仮称）上白根病院　増・改修計画 清水建設 清水建設 RC 5 - 1226.7 5539.8 19.1 23.0
神奈川県
横浜市

高減衰系積層ゴム
弾性すべり支承

178 MNNN - 6742 2012/10/23 BCJ基評-HR0731-01 （仮称）松山市民病院　増築改修 清水建設 清水建設
RC

（一部
SRC）

8 - 2405.0 12058.3 29.3 29.9
愛媛県
松山市

高減衰ゴム系積層ゴム

179 MNNN - 6756 2012/10/16 ERI-J12014
長野県厚生農業協同組合連合会　篠ノ
井総合病院新病院整備　第1期

エーシーエ設計
エーシーエ設計
織本構造設計

RC
（一部

S）
7 1 10774.7 42420.6 30.1 31.8

長野県
長野市

鉄粉・ゴム混合プラグ入り積層
ゴム

天然ゴム系積層ゴム
弾性すべり支承
オイルダンパー

180 MNNN - 6830 2012/10/23 BCJ基評-HR0718-02 幸区役所庁舎 日本設計 日本設計
RC
S

SRC
4 - 2425.0 8752.9 17.7 21.9

神奈川県
川崎市

鉛プラグ入り積層ゴム
弾性すべり支承
オイルダンパー

181 MNNN - 6833 2012/10/29 BCJ基評-HR0736-01
（仮称）リコーロジスティクス株式会社物
流センター宮城

リコークリエイティブサービス
リコークリエイティブサービス
東畑建築事務所

S
（一部
SRC）
RC

3 - 2023.1 4952.7 14.4 19.0
宮城県
仙台市

高減衰系積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

すべり系支承

182 MNNN - 6838 2012/11/22 ERI-J12034 （仮称）千代田区三番町計画 三菱地所設計 大林組 RC 15 1 1647.3 20339.7 49.2 49.8
東京都

千代田区

鉛プラグ入り積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

すべり支承
オイルダンパー

183 MNNN - 6849 2012/11/12 ERI-J12035 （仮称）小津ビル 旭化成設計 酒井建築工学研究所 RC 14 1 557.1 7619.3 44.8 48.3
東京都
中央区

高減衰積層ゴム
鋼製U型ダンパー

184 MNNN - 6869 2012/12/5 ERI-J12046 対馬地域新病院 山下設計 山下設計
RC

PCaPs
5 - 5475.5 19312.2 22.6 28.3

長崎県
対馬市

鉛プラグ入り積層ゴム
天然積層ゴム

積層ゴム一体型免震U型ダン
パー

直動転がり支承

185 MNNN - 6871 2012/12/11 ERI-J12031
東北大学（青葉山3）災害復興・地域再生
重点研究拠点棟

東北大学
久米設計

東北大学
久米設計

RC
（一部
PC）

5 - 2171.2 10155.9 23.4 26.6
宮城県
仙台市

天然ゴム系積層ゴム支承
錫プラグ入り積層ゴム支承

直動転がり支承
オイルダンパー

186 MNNN - 6877 2012/11/16 BCJ基評-HR0708-03
（仮称）三郷市新三郷ららシティ2丁目計
画

三井住友建設 三井住友建設 RC 19 - 1871.4 21851.3 59.7 65.1
埼玉県
三郷市

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

すべり系支承
オイルダンパー

187 MNNN - 6882 2012/11/22 UHEC評価-構24026 （仮称）新YKKビル 日建設計 日建設計
RC

SRC
10 2 1889.4 20885.4 39.5 51.1

東京都
千代田区

鉛プラグ入り積層ゴム支承
天然ゴム系積層ゴム支承

弾性すべり支承
オイルダンパー

188 MNNN - 6909 2012/11/28 ERI-J12048 （仮称）上杉2丁目マンション 福田組 福田組 RC 14 - 537.4 5399.6 41.7 42.9
宮城県
仙台市

高減衰ゴム系積層ゴム
オイルダンパー

189 MNNN - 6971 2012/12/27 UHEC評価-構24035 （仮称）湊1丁目プロジェクト 竹中工務店 竹中工務店
S

RC
7 1 974.6 6985.5 29.1 33.4

東京都
中央区

天然ゴム系積層ゴム支承
オイルダンパー
粘性ダンパー

190 MNNN - 6985 2013/1/15 UHEC評価-構24036 （仮称）サッポロ恵比寿ビル 日建設計 日建設計
S

RC
SRC

12 1 1715.0 15178.3 58.9 60.0
東京都
渋谷区

天然ゴム系積層ゴム支承
U型鋼材ダンパー
弾性すべり支承

191 MNNN - 7005 2013/1/11 BCJ基評-HR0750-01 九州厚生年金病院 日建設計 日建設計
RC

（一部
SRC、S）

9 2 9060.3 52552.4 37.0 44.9
福岡県

北九州市
天然ゴム系積層ゴム

弾塑性系減衰材

192 MNNN - 7037 2013/1/21 ERI-J12063 (仮称）松山市医師会館 鳳建築設計事務所 石村設計事務所 RC 3 - 1397.7 3611.3 15.5 17.1
愛媛県
松山市

高減衰ゴム系積層ゴム
すべり支承

193 MNNN - 7065 2013/2/13 UHEC評価-構24041
（仮称）津田沼区画整理29街区プロジェ
クト（D棟）

フジタ フジタ RC 13 - 1034.5 6770.3 38.9 40.1
千葉県

習志野市
鉛プラグ入り積層ゴム支承

弾性すべり支承

194 MNNN - 7074 2013/2/27 ERI-J12067 (仮称）綾瀬循環器病院 東畑建築事務所 東畑建築事務所 RC 5 1 1226.1 5532.3 17.9 20.3
東京都
足立区

天然ゴム系積層ゴム支承
鋼製U型ダンパー一体型天然ゴ

ム系積層ゴム支承
弾性すべり支承

鋼製U型ダンパー
オイルダンパー

195 MNNN - 7075 2013/3/5 UHEC評価-構24042 会津中央病院第2期増築棟 羽深隆雄・栴工房設計事務所 織本構造設計
RC

PCaPs
（一部S）

8 - 2907.7 14597.5 32.7 33.3
福島県

会津若松
市

鉛プラグ入り積層ゴム支承
天然ゴム系積層ゴム支承

弾性すべり支承
オイルダンパー

196 MNNN - 7154 2013/3/14 BCJ基評-HR0762-01 多摩落合一丁目計画 現代建築研究所 織本構造計画 RC 9 - 3332.3 18401.7 34.9 35.5
東京都
多摩市

鉛プラグ挿入型積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

弾性すべり支承
オイルダンパー

197 HNNN - 7228 2013/3/25 BCJ基評-HR0769-01 ヤンマー新本社ビル（仮称） 日建設計 日建設計
S

SRC
12 2 1554.6 20904.3 57.5 70.7

大阪府
大阪市

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

オイルダンパー

198 MNNN - 7249 2013/4/8 ERI-J10083 (仮称）平河町計画 日建設計 織本構造計画
S

RC
10 1 1268.5 12050.1 45.0 53.0

東京都
千代田区

鉛プラグ入り積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

すべり支承
オイルダンパー

199 MNNN - 07263-1 2014/12/17
GBRC12-022C-010-

01B
カプコンS棟 東畑建築事務所 東畑建築事務所 S,SRC 8 1 249.4 2054.4 34.3

大阪府
大阪市

200 MNNN - 7272 2013/4/8 ERI-J12082 協和発酵キリン株式会社　HA5棟 キリンエンジニアリング 阿部兄弟建築事務所
S

RC
4 - 1531.5 4106.1 20.6 21.6

群馬県
高崎市

鉛プラグ入り積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

201 MNNN - 7359 2013/5/28 UHEC評価-構24060
(仮称）津田沼区画整理29街区プロジェク
ト（A棟）

フジタ フジタ RC 6 - 1009.2 4338.9 18.2 18.7
千葉県

習志野市
鉛プラグ入り積層ゴム支承

弾性すべり支承

202 MNNN - 7423 2013/6/20 UHEC評価-構25001 (仮称）新中井ビル建替計画 竹中工務店 竹中工務店
RC

SRC
S

8 - 1343.8 10164.2 33.8 38.2
東京都
中央区

高減衰ゴム系積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

弾性すべり支承
直動転がり支承

203 MNNN - 7440 2013/6/27 ERI-J12104 うるま市役所新庁舎

アトリエ・門口
久友設計
創設計
タイラ建築設計事務所

アトリエ・門口
久友設計
創設計
タイラ建築設計事務所

S
SRC
RC

3 1 4685.9 13131.2 15.2 20.2
沖縄県
うるま市

錫プラグ入り積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

204 MNNN - 7458 2013/7/2 BCJ基評-HR0786-01 観音寺市新庁舎 石本建築事務所 石本建築事務所 RC 5 - 2518.5 9502.7 27.4 27.8
香川県

観音寺市

天然ゴム系積層ゴム
高減衰積層ゴム
オイルダンパー

205 MNNN - 7483 2013/7/2 BCJ基評-HR0788-01 JAあいち中央本店 日本設計 日本設計 S 8 1 2335.2 13640.8 37.8 39.3
愛知県
安城市

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

弾性すべり支承
直動転がり支承
鋼材ダンパー
粘性ダンパー

206 MNNB - 7542 2013/7/5 ERI-J12060-01 大分県立美術館（仮称） 坂茂建築設計
オーヴ・アラップ・アンド・パート
ナーズ・ジャパン・リミテッド

S
RC

4 1 4628.6 17084.6 23.7 24.8
大分県
大分市

鉛入り積層ゴム
天然積層ゴム

オイルダンパー

207 MNNN - 7543 2013/8/15 ERI-J12114 沖縄海邦銀行新本店
三菱地所設計
国建

三菱地所設計
国建

SRC 10 1 1110.8 10670.1 48.5 51.6
沖縄県
那覇市

鉛プラグ入り積層ゴム支承
弾性すべり支承
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208 MNNF - 7555 2013/8/19 ERI-J12115 新図書館等複合施設 佐藤総合計画 佐藤総合計画 RC 9 １ 4182.4 22796.6 35.4 38.5
高知県
高知市

高減衰積層ゴム支承
オイルダンパー

209 MNNN - 7625 2013/9/10 ERI-J12120 ユニー本社　Ｅ棟 竹中工務店 竹中工務店
S

RC
2 - 651.6 1153.3 8.3 12.0

愛知県
稲沢市

高減衰ゴム系積層ゴム

210 MNNN - 07654-1 2014/8/27
GBRC12-022C-002-

02B
（仮称）堺市総合医療センター・堺市救命
救急センター

日建設計
岸本建築設計事務所

日建設計
岸本建築設計事務所

S,SRC 9 1 8424.7 44345.9 46.3
大阪府
堺市

211 MNNN - 7661 2013/9/20 ERI-J12122 防災まちづくり拠点施設 久米設計 久米設計 RC 5 - 1740.5 7194.7 24.5 25.4
北海道
釧路市

天然ゴム系積層ゴム支承
鉛プラグ挿入型積層ゴム支承

212 MNNN - 7691 2013/9/9 ERI-J12018-01 （仮称）東壽会ビル別館 クラフツマンギルド都市開発 ティ・アンド・エイ アソシエイツ RC 7 - 201.0 1337.0 22.3 26.5
東京都
江東区

鉛プラグ入り積層ゴム
すべり支承

213 MNNN - 7726 2013/10/18 ERI-J13008 港南区総合庁舎 小泉アトリエ
オーヴ・アラップ・アンド・パート
ナーズ・ジャパン・リミテッド

S
RC

8 1 2719.8 17163.3 30.2 30.8
神奈川県
横浜市

鉛プラグ入り積層ゴム
転がり支承

214 MNNN - 7741 2013/10/18 UHEC評価-構25017
(仮称）柏駅東口D街区第一地区第一種
市街地再開発事業

竹中工務店 竹中工務店 RC 27 1 3171.8 33776.2 97.2 103.2
千葉県
柏市

鉛プラグ入り積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

オイルダンパー

215 MNNN - 07778-1 2014/11/27
GBRC12-022C-005-

02B
麻植協同病院

全農西日本一級事務所徳島
管理センター
日建設計

全農西日本一級事務所徳島
管理センター
日建設計

S,SRC,R
C

7 - 5823.2 24013.0 31.0
徳島県

吉野川市

216 MNNN - 7791 2013/11/8 UHEC評価-構25020 (仮称）江東区豊洲6丁目計画（住宅棟） 東急建設 東急建設 RC 19 1 2004.4 35709.8 59.2 65.4
東京都
江東区

鉛プラグ入り積層ゴム支承
天然ゴム系積層ゴム支承

オイルダンパー

217 MNNN - 7875 2013/12/6
GBRC建評-13-022C-

005
岡山済生会総合病院

東畑建築事務所
竹中工務店

東畑建築事務所
竹中工務店

S,RC 10 - 8838.5 13695.6 43.7 53.4
岡山県
岡山市

高減衰積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

低・高摩擦型弾性すべり支承

218 MNNN - 07878 2014/10/1 BCJ基評-HR0812-02 県立こども病院 内藤建築事務所 内藤建築事務所 S,SRC 9 - 6888.0 39435.6 38.1 46.2
兵庫県
神戸市

鉛プラグ挿入型積層ゴム
弾性すべり支承

転がりローラー支承
減衰こま

219 MNNN - 7820 2013/11/25 ERI-J13021 伊勢市消防・防災センター（仮称）
内藤・佐々木特定設計業務共
同企業

内藤建築事務所
飯島建築事務所

RC 4 - 1182.0 4453.2 16.6 19.5
三重県
伊勢市

鉛プラグ入り積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

直動転がり支承
減衰こま

220 MNNN - 7847 2013/12/16 ERI-J13029 (仮称)八千代物流センター 北野建設
北野建設
NCU

PCaPC
(一部

RC、S）
4 - 19186.9 68426.9 29.1 30.7

千葉県
八千代市

天然ゴム系積層ゴム支承
錫プラグ入り積層ゴム

弾性すべり支承

221 MNNN - 7907 2013/12/6 ERI-J13030
株式会社日立製作所　日立総合病院
本館棟

日立建設設計
日立建設設計
親交設計

RC 12 2 11969.5 62016.3 44.9 49.4
茨城県
日立市

高減衰積層ゴム系積層ゴム

222 MNNB - 7931 2013/12/24 UHEC評価-構25037 小学館ビル 日建設計 日建設計
SRC
RC

10 2 1661.7 17787.2 39.4 51.4
東京都

千代田区

天然ゴム系積層ゴム支承
鋼製U型ダンパー
オイルダンパー

223 MNNN - 7982-1 2015/4/27 BCJ基評-HR0764-03
（仮称）新研究棟新築及び本社棟リ
ニューアル計画　新研究棟

NTTファシリティーズ
石本建築事務所

NTTファシリティーズ
石本建築事務所

S
RC

SRC
6 - 1123.3 6643.1 22.8 26.8 愛知県

鉛プラグ入り積層ゴム
弾性すべり支承
直動転がり支承

免震U型ダンパー
増幅機構付き減衰装置

224 MNNN - 7982-1 2015/4/27 BCJ基評-HR0764-03
（仮称）新研究棟新築及び本社棟リ
ニューアル計画　本社・エントランス棟

NTTファシリティーズ
石本建築事務所

NTTファシリティーズ
石本建築事務所

S
RC

SRC
12 - 1120.3 9496.8 44.4 53.5 愛知県

鉛プラグ入り積層ゴム
弾性すべり支承
直動転がり支承

免震U型ダンパー
増幅機構付き減衰装置

225 MNNN - 7992 2014/1/27 ERI-J13037
(仮称)南部中央66街区榎本様免震マン
ション

マルタ設計 スターツCAM RC 8 - 284.7 1561.6 24.2 25.2
埼玉県
八潮市

鉛プラグ挿入型積層ゴム
回転機構付すべり支承

226 MNNN - 8002 2014/1/8 BCJ基評-HR0724-03 (仮称）港区赤坂六丁目計画 三井住友建設 三井住友建設 RC 13 - 696.9 7367.7 47.3 51.5
東京都
港区

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

すべり系支承
オイルダンパー

227 MNNN - 8012 2014/1/27 ERI-J13040
(仮称)愛媛県オフサイトセンター・西4予
土木事務所

大建設計 大建設計 RC 4 - 1104.3 3283.7 18.3 18.9
愛媛県
西予市

高減衰ゴム系積層ゴム
すべり支承

228 MNNN - 8034 2014/2/3 UHEC評価-構25044 ふくしま国際医療科学センター D棟 日建設計 日建設計
S

RC
8 １ 5616.0 25303.0 36.7 37.5

福島県
福島市

鉛プラグ入り積層ゴム支承
弾塑すべり支承

229 MNNN - 8060 2014/2/3 ERI-J13036 堀越高等学校耐震改築 バク建築設計事務所 翔栄建築設計事務所 RC 4 - 1655.0 5901.5 14.4 15.0
東京都
中野区

天然ゴム系積層ゴム支承
すべり支承

鉛プラグ入り積層ゴム

230 MNNN - 8079 2014/2/24 ERI-J13043 (仮称）一条タワーレジデンス浜松 南篠設計室 織本構造設計 RC 14 - 746.1 8248.5 43.8 44.9
静岡県
浜松市

鉛プラグ入り積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

オイルダンパー

231 MNNN - 8082 2014/2/24 ERI-J13044 中頭病院　移転新築 共同建築設計事務所 織本構造設計 S 6 1 5774.7 30076.7 21.8 26.1
沖縄県
沖縄市

鉛プラグ積層ゴム支承
天然ゴム系積層ゴム支承

弾性すべり支承

232 MNNN - 8085 2014/2/24 ERI-J13051 小野薬品工業新横浜支店 竹中工務店 竹中工務店 S 3 - 600.2 1947.6 14.0 15.0
神奈川県
横浜市

高減衰ゴム系積層ゴム
すべり支承

オイルダンパー

233 MNNN - 8095 2014/3/3 GBRC13-022C-007 北九州総合病院 日建設計 日建設計 RC 8 - 8133.3 35670.0 33.0
福岡県

北九州市
免震構造

234 MNNN - 8173 2014/3/5 BCJ基評-HR0787-04 大成建設技術センターZEB実証棟 大成建設 大成建設 RC 3 - 427.6 1277.3 12.8 16.6
神奈川県
横浜市

天然ゴム系積層ゴム支承
弾性すべり支承
オイルダンパー

235 MNNN - 8194 2014/3/5
GBRC12-022C-001-

03B
住友倉庫（仮称）淀屋橋ビル 日建設計 日建設計

S,RC,SR
C

10 1 1072.8 12088.0 47.0
大阪府
大阪市

236 MNNN - 8237 2014/4/21 ERI-J13053 新発田市新庁舎
aat+ヨコミズマコト建築設計事
務所

オーヴ・アラップ・アンド・パート
ナーズ・ジャパン・リミテッド

RC 7 1 2841.3 12995.7 33.5 33.8
新潟県
新潟市

鉛プラグ入り積層ゴム
鋼材ダンパー

237 MFNN - 8277 2014/3/28 BCJ基評-LV0016-01 石巻市立病院 久米設計 久米設計
S

SRC
7 - 4706.5 23921.1 32.6 41.3

宮城県
石巻市

天然ゴム系積層ゴム支承
鉛プラグ挿入型積層ゴム支承

弾性すべり支承
剛すべり支承

オイルダンパー

238 MNNN - 08304-1 2014/9/8 BCJ基評-HR0801-03 （仮称）Nプロジェクト 大林組 大林組 S 12 4 2025.0 29780.3 55.1 66.3
東京都
中央区

鉛プラグ挿入型積層ゴム
オイルダンパー

239 MNNN - 8320 2014/5/12 UHEC評価-構26055 THE CONOE　＜三田綱町＞ 四季建築設計事務所 織本構造設計 RC 9 2 1033.4 7944.1 30.7 34.0
東京都
港区

鉛プラグ入り積層ゴム
天然ゴム系積層支承

240 MNNN - 8328 2014/5/12 ERI-J13065 山九株式会社　西神戸流通センター 新日鉄住金エンジニアリング 新日鉄住金エンジニアリング S 7 - 8110.6 28656.2 30.8 30.8
兵庫県
神戸市

球面すべり支承

241 MNNN - 8342 2014/6/30 UHEC評価-構25054
（仮称）宮城県医師会館・地域医療連携
支援センター新築計画

日建設計 日建設計
S

RC
6 1 598.9 3994.3 28.4 32.8

宮城県
仙台市

鉛プラグ入り積層ゴム支承
弾性すべり支承

242 MNNN - 10014 2014/7/15 ERI-J13068 加賀市総合新病院
山下設計
大林組

山下設計
大林組

RC 6 - 8716.6 26680.3 25.5 29.9
石川県
加賀市

天然ゴム系積層ゴム
すべり支承

オイルダンパー

243 MNNN - 10053-3 2015/10/30 ERI-J13079-03（D1)
株式会社松田会　有料老人ホーム
エバーグリーンシティ・高森

東北設計計画研究所 大林組 RC 16 - 2383.3 21061.0 56.5 61.3
宮城県
仙台市

高減衰積層ゴム支承
天然ゴム系積層ゴム

すべり支承
オイルダンパー



49国内の免震建物一覧表

構造 階 地下
建築面
積(㎡)

延べ床面積
（㎡）

  建設地
（市まで）

免震部材構造

建築概要

軒高(m)
最高高
さ　(m)

件　　名 設計No. 認定番号 認定年月 評価番号

244 MNNN - 10084-1 2015/5/20 BCJ基評-LV0035-02 伊予市本庁舎 日本設計 日本設計 RC 5 - 2095.1 6284.2 19.8 21.1
愛媛県
伊予市

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

すべり系支承
粘性系ダンパー

245 MNNN - 10094 2014/9/25 ERI-J13086 東京都医師会館建設計画 松田平田設計 松田平田設計 S 8 1 839.3 6232.4 32.7 64.5
東京都

千代田区

鉛プラグ入り積層ゴム
直動転がり系支承

粘性減衰装置

246 MNNN - 10109 2014/10/15 BCJ基評-HR0837-01 （仮称）中央区新川2丁目計画 三井住友建設 三井住友建設 RC 30 1 1525.1 38452.1 99.7 100.0
東京都
中央区

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

すべり系支承
オイルダンパー

247 MNNN 10140 2014/11/4 ERI-J14010 （仮称）曳舟駅ビル開発計画 大林組 大林組 RC 7 - 1772.6 9645.2 26.5 27.1
東京都
墨田区

天然ゴム系積層ゴム
すべり支承

オイルダンパー

248 MNNN - 10152 2014/11/20 UHEC評価-構26020 （仮称）千代田区一番町計画 日建ハウジングシステム 日建ハウジングシステム RC 12 1 918.2 11330.1 47.4 50.9
東京都

千代田区
鉛プラグ入り積層ゴム

転がり系支承

249 MNNN - 10211 2015/1/29 BCJ基評-LV0045-01 （仮称）New 喜作ビル スターツCAM
スターツCAM
能勢建築構造研究所

RC 8 - 370.4 2048.6 26.4 26.9
埼玉県
草加市

鉛プラグ挿入型積層ゴム
すべり支承

250 MNNN - 10219 2015/2/9 BCJ基評-LV0046-01 （仮称）アリアンワンプレミアム南砂 スターツCAM スターツCAM RC 7 - 342.9 1827.6 22.3 22.9
東京都
江東区

鉛プラグ挿入型積層ゴム
回転機構付きすべり支承

251 MNNN - 10232 2015/2/16 BCJ基評-LV0047-01 保健衛生総合庁舎
大建設計・西尾設計事務所
特定委託業務共同企業体

大建設計・西尾設計事務所
特定委託業務共同企業体

RC 6 - 1555.9 6080.7 23.8 24.4
高知県
高知市

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

すべり支承
オイルダンパー

252 MFNN - 10244-1 2015/8/19 ERI-J14030-01 株式会社奥村組九州支店社屋・寮 奥村組 奥村組 RC 6 - 724.6 3353.4 27.2 27.7
福岡県

北九州市
天然ゴム系積層ゴム

オイルダンパー

253 MNNN - 10276 2015/3/27 BCJ基評-LV0048-01 藤沢市新庁舎 梓設計 梓設計 RC 10 1 4507.1 35300.4 43.2 47.2
神奈川県
藤沢市

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

弾性すべり支承
オイルダンパー

254 MNNN - 10298 2015/5/25 BCJ基評-LV0051-01 東海大学湘南校舎（仮称）19号館 戸田建設 戸田建設 RC 10 - 3000.3 27959.0 41.2 46.8
神奈川県
平塚市

天然ゴム系積層ゴム
弾性すべり支承
オイルダンパー

255 MNNN - 10340 2015/7/21 ERI-J14044 新いわき市総合磐城共立病院 大成建設 大成建設
S

CFT
13 - 9788.0 62365.5 55.4 66.9

福島県
いわき市

天然ゴム系積層ゴム
すべり支承

オイルダンパー

256 MNNN - 10351 2015/7/21 ERI-J14048
（仮称）医療法人　創起会
くまもと森都総合病院

松尾建設
松尾建設
NCU一級建築士事務所

RC 5 - 4138.1 16015.0 22.5 23.1
熊本県
熊本市

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

弾性すべり支承

257 MNNN - 10355 2015/7/21 ERI-J14046 木曽岬町複合型施設　行政棟 市川三千男建築設計事務所
市川三千男建築設計事務所
飯島建築事務所

RC 4 - 783.4 2502.0 18.1 20.1
三重県
桑名郡

高減衰積層ゴム
オイルダンパー
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構造 階
地
下

建築面
積(㎡)

延べ床面
積（㎡）

軒高
(m)

最高高
さ　(m)

1 HNNN - 3683 2009/1/7 ERI-H08020 (仮称)南砂2丁目計画 戸田建設 戸田建設 RC 25 0 17,071 81.23
東京都
東区

天然ゴム系積層ゴム
弾性すべり支承
オイルダンパー

2 HNNN - 3695 2009/1/28 ERI-H08022 （仮称）神戸市中央区海岸通マンション計画 ＬＡＮ設計 フジタ RC 26 0 23,881 79.64
兵庫県
神戸市

鉛入り積層ゴム
天然系積層ゴム

滑り支承

3 HNNN - 3718 2008/12/22 （仮称）都島Ⅱ計画 長谷工コーポレーション 長谷工コーポレーション RC 38 2,157.64 48,500.20 133.53 133.53
大阪府
大阪市

天然ゴム系積層ゴム　他

4 HFNB - 3770 2009/3/9 （仮称）京橋二丁目16地区Ａ棟 清水建設 清水建設 RC 22 3 2,169.07 51,365.24 106.25 106.25
東京都
中央区

オイルダンパー他

5 HFNF - 3782 2009/2/26
BCJ基評-
HR0352-03

（仮称）仙台共同ビル計画 大成建設 大成建設
Ｓ
ＲＣ

24 2 1977.5 29384.9 97.3 102.9
宮城県
仙台市

天然ゴム系積層ゴム
すべり系支承

6 HNNN - 3845 2009/3/3
BCJ基評-
HR0582-01

（仮称）北堀江４丁目集合住宅 奥村組 奥村組 RC 20 - 11934 65.6
大阪府
大阪市

高減衰ゴム
オイルダンパー

7 HNNN - 3854 2009/3/3 （仮称）西浅草三丁目計画 フジタ フジタ ＲＣ 37 2 2,456 68,912 129.75 134
東京都
台東区

LRB
ESL

8 HNNN - 3907 2009/4/24
BCJ基評-
HR0586-01

武蔵小杉Ｆ１地区分譲マンション 日本設計
日本設計・鴻池組東京本店
一級建築士事務所

RC 20 0 893 13,262 66.4
神奈川県
川崎市

鉛ﾌﾟﾗｸﾞ入り積層ゴム
直動転がり系支承
オイルダンパー

9 HNNN - 3995 2009/5/7
UHEC評価-
構20045

（仮称）与野上落合住宅建替計画 前田建設工業 前田建設工業 ＲＣ 32 - 4998.9 42799.5 99.5 105.7
埼玉県

さいたま市

鉛プラグ入り積層ゴム支承
天然ゴム系積層ゴム支承

流体系ダンパー

10 HNNB - 4161 2009/9/18 （仮称）三田ベルジュビル 竹中工務店 竹中工務店
Ｓ・RC・
SRC

33 4 2657.81 55,811 163.95
東京都
港区

NRB
LRB
OD

減衰こま

11 HNNN - 4230 2009/7/30 ERI-H08034 （仮称）麹町二丁目ビル 大建設計 大建設計 ＲＣ 14 2 1838.6 24244.9 66.5 77.8
東京都

千代田区
鉛入り積層ゴム
天然積層ゴム

12 HNNB - 4272 2009/9/30
虎ノ門・六本木地区第一種市街地再開発事
業　施設建築物

森ビル 山下設計
SRC
PC

6 2
7346.6
(全体）

143289.6
（全体）

27.6 31.7
東京都
港区

天然ゴム系積層ゴム
すべり系支承

弾塑性系減衰材
オイルダンパー

13 HNNN - 4366 2009/9/25
GBRC建評-
09-022A-

008
新関西電力病院 日建設計 日建設計

RC・S・
SRC

18 2 4,429 39,286 81
大阪府
大阪市

天然ゴム系積層ゴム
弾性すべり支承
鉛ダンパー
鋼材ダンパー
オイルダンパー

14 HNNN - 4376 2009/9/25 ERI-H09005
相模大野駅西側地区第一種市街地再開発
事業施設建築物

アール・アイ・エー 織本構造設計 RC 26 1 68,043 95.86
神奈川県
相模原市

LRB
NRB
ESL
VD

15 HNNN - 4381 2009/9/28
（仮称）神戸市中央区下山手通４丁目計画新
築工事

奥村組 奥村組 RC 28 - 14081.7 95.9
兵庫県
神戸市

高減衰ゴム
天然ゴム

オイルダンパー

16 HNNN - 4392 2009/10/15
BCJ基評-
HR0600-01

大井町西区第一種市街地再開発事業施設
建築物

協立建築設計事務所
協立建築設計事務所
構造計画研究所

ＲＣ 28 2 2258.0 33269.7 96.1 101.7
東京都
品川区

高減衰系積層ゴム
オイルダンパー

17 HFNN - 4435 2009/10/23
BCJ基評-
HR0560-03

新阪急大井ビル（仮称） 大林組 大林組 ＲＣ 30 - 8249.9 64211.6 98.8 99.2
東京都
品川区

天然ゴム系積層ゴム
転がり系支承

弾塑性系減衰材
オイルダンパー

18 HNNN - 4443 2009/10/28 （仮称）ライオンズタワー定禅寺通
創建設計
大林組

創建設計
大林組

RC 29 - 1,106 6,518 94.96
宮城県
仙台市

NRB
LRB

19 HNNB - 4511 2009/12/18
GBRC建評-
09-022A-

009
（仮称）中之島フェスティバルタワー 日建設計 日建設計

S,SRC,
RC

39 3 5,725 199.2
大阪府
大阪市

鉛プラグ入り積層ゴムアイソ
レータ

オイルダンパー

20 HNNN - 4543 2009/11/30
BCJ基評-
HR0582-02

(仮称）北堀江4丁目集合住宅 奥村組 奥村組 ＲＣ 20 - 774.0 11934.4 65.6 71.1
大阪府
大阪市

高減衰系積層ゴム
オイルダンパー

21 HNNN - 4645 2010/2/22 ERI-H09012
旭通4丁目地区第一種市街地再開発事業施
設建築物

環境再開発研究所
東急設計コンサルタント

織本構造設計 ＲＣ 54 1 5734.6 73418.6 175.9 190.0
兵庫県
神戸市

鉛入り積層ゴム
すべり支承
減衰こま

22 HNNN - 4671 2010/2/22 HR0613-01
武蔵小杉駅南口地区西街区第一種市街地
再開発事業施設建築物

日本設計 日本設計
RC・

SRC・S
39 2 66,465 148.96

神奈川県
川崎市

NRB
OD

23 HNNN - 4746 2010/3/15
清水駅西第一地区第一種市街地再開発事
業　施設建築物

梓設計 梓設計 RC 25 1 2,903.48 31,636.66 94.9
静岡県
清水市

天然ゴム系積層ゴム　他

24 HFNB - 4773 2010/2/24 （仮称）丸の内二丁目７番計画 三菱地所設計 三菱地所設計
S

一部
SRC

5 1
8491.1
（タワー
含む）

212043.1
（タワー含

む）

東京都
千代田区

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

すべり支承
オイルダンパー

25 HNNN - 4779 2011/2/7 学校法人愛知医科大学　新病院 山下設計 山下設計
S
RC

15 1 86666.7
愛知県
愛知郡

天然ゴム
LRB　鋼材ダンパー
直動転がり支承
弾性すべり支承

26 HNNN - 4821 2010/5/17 ERI-H09019
（仮称）中央区晴海二丁目マンション計画（Ｃ
１街区）

三菱地所設計 三菱地所設計 ＲＣ 49 2 5,035 97,836 169 175
東京都
中央区

LRB
ESL
OD

27 HNNN - 4854 2010/6/2 ERI-H09021 （仮称)ウィスティリア伝馬町 木内建設
木内建設
構造計画研究所

ＲＣ 25 - 566.9 10505.3 83.9 89.8
静岡県
静岡市

高減衰系積層ゴム
オイルダンパー

28 HNNN - 4855 2010/6/9 （仮称）神戸東灘区・甲南町計画 日建ハウジングシステム 熊谷組 RC 29 1 596 14,530 99.95 99.95
兵庫県
神戸市

NRB

29 HFNN - 4876 2010/6/22 HR0614-01
武蔵小杉南口地区東街区第一種市街地再
開発事業施設建築物（住宅棟）

武蔵小杉駅南口地区東街区
市街地再開発事業設計共同
企業体

武蔵小杉駅南口地区東街区
市街地再開発事業設計共同
企業体

RC 38 2 5,527 75,100 142
神奈川県
川崎市

30 HNNN - 4984 2010/8/3
BCJ基評-
HR0618-01

（仮称）北大塚計画 三菱地所設計 三菱地所設計 RC 23 1 20,258 73.98
東京都
豊島区

NRB
LRB

31 HNNN - 5031 2010/8/10 （仮称）三郷中央駅前計画Ａ棟 安宅設計 安宅設計 RC 25 1 79.5
埼玉県
三郷市

LRB

32 HNNN - 5031 2010/8/10 （仮称）三郷中央駅前計画Ｂ１,Ｂ２棟 安宅設計 安宅設計 RC 14 -
埼玉県
三郷市

LRB

33 HNNN - 5075 2010/9/13
UHEC評価-
構22004

（仮称）津田沼区画整理31街区プロジェクト
（B棟）

フジタ フジタ ＲＣ 24 - 1070.5 22752.4 71.7 78.2
千葉県

習志野市
鉛プラグ入り積層ゴム支承

弾性すべり支承

34 HNNN - 5084 2010/9/22 ERI-H10002 （仮称）ゼスタタワー浄水駅前 野口建築事務所
野口建築事務所
構造計画研究所

ＲＣ 21 - 649.9 8366.9 65.5 66.0
愛知県
豊田市

高減衰積層ゴム
天然積層ゴム

35 HNNN - 5090 2010/9/30 神田駿河台４－６計画
大成建設
久米設計

大成建設
久米設計

S 23 2 102000
東京都

千代田区
天然ゴム系積層ゴム
錫プラグ入り積層ゴム

36 HNNN - 5100 2010/9/8 秋葉原プロジェクト
東レ建設
Ｆ＆Ｎ総合設計

東レ建設
Ｆ＆Ｎ総合設計

RC 25 - 4824
東京都

千代田区

No.
建設地
（市まで）

免震部材

建築概要

認定番号 認定年月 評価番号 件　　名 設計 構造

超高層免震建物一覧表
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構造 階
地
下

建築面
積(㎡)

延べ床面
積（㎡）

軒高
(m)

最高高
さ　(m)

No.
建設地

（市まで）
免震部材

建築概要

認定番号 認定年月 評価番号 件　　名 設計 構造

37 HNNN - 5119 2010/10/12
BVJ-BA10-

006
大井町1番南第一種市街地再開発事業 清水建設 清水建設 ＲＣ 29 0 2,168 27,144 100

愛知県
名古屋市

ＬＲＢ
ＮＲＢ
ＯＤ

38 HNNN - 5176 2010/10/29
大阪駅北地区先行開発区域プロジェクト／Ｃ
ブロック

RC 48 1 3,199.9 73,907.02 174.20
大阪府
大阪市

NRB
SL

39 HNNN - 5213 2010/11/19 ERI-H10008
阿倍野B2地区第2種市街地再開発事業D4-1
棟

アール・アイ・エー
アール・アイ・エー
西松建設

RC
（一部

S）
27 1 1,224 18,496 87.31 96.80

大阪府
大阪市

鉛プラグ挿入型積層ゴム
天然積層ゴム

オイルダンパー

40 HNNN - 5368 2011/1/11
BCJ基評-
HR0616-02

（仮称）藤枝駅前一丁目計画 三井住友建設 三井住友建設 ＲＣ 20 - 1358.0 16422.1 62.8 68.7
静岡県
藤枝市

鉛プラグ入り積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

41 HFNN - 5399 2011/1/21
BCJ基評-
HR0608-02

大崎駅西口南地区第一種市街地再開発事
業施設建築物

協立建築設計事務所
清水建設

協立建築設計事務所
清水建設

ＲＣ 25 2 3691.5 58456.6 85.1 92.7
東京都
品川区

鉛プラグ入り積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

すべり系支承

42 HNNN - 5436 2011/2/3 ERI-H09017 聖マリア病院　国際医療センター 岡田新一設計事務所 織本構造設計 S 19 2 35032 75.4
福岡県

久留米市
LRB
NRB

43 HNNB - 5482 2011/2/23
BCJ基評-
HR0604-03

東京電機大学東京千住キャンパス（W棟） 槇総合計画事務所 日建設計
Ｓ

ＲＣ
14 1 4666.8 34839.7 59.9 61.0

東京都
足立区

鉛プラグ入り積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

転がり系支承
弾塑性系減衰材
オイルダンパー

44 HNNB - 5521 2011/4/8
BCJ基評-
HR0647-03

(仮称)ラゾーナ川崎東芝ビル 野村不動産
野村不動産
大林組

S 15 - 104531.2 64.1
神奈川

県川崎市

天然ゴム系積層ゴム
弾性すべり支承
オイルダンパー

45 HNNN - 5564 2011/5/26 ERI-H10020
静岡呉服町第一地区第一種市街地再開発
事業に伴う施設建設物

石本建築事務所 石本建築事務所 ＲＣ 29 1 3721.6 54231.5 99.2 99.8
静岡県
静岡市

天然積層ゴム
すべり支承

綱製ダンパー
オイルダンパー

転がり支承

46 HNNN - 5642 2011/6/21 ERI-H10027 （仮称）大阪市北区扇町2丁目計画 熊谷組 熊谷組
RC

（一部
S）

31 1 1173.4 26921.7 104.4 114.9
大阪府
大阪市

鉛プラグ入り積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

すべり支承
免震U型ダンパー

減衰こま

47 HNNN - 5675 2011/7/17 ERI-10026 （仮称）プレミスト盛岡駅前新築工事 創建設計 大林組 RC 21 - 13202 66.1
岩手県
盛岡市

高減衰ゴム系積層ゴム
オイルダンパー

48 HNNN - 5749 2011/6/15
BCJ基評-
HR0658-01

日本橋ダイヤビルディング
三菱地所設計
竹中工務店

竹中工務店
RC
S

SRC
18 1 30012.3 87.3

東京都
中央区

RB
LＲＢ
SD
OD

49 HFNF - 5751 2011/8/12
BCJ基評

HR0653-01
南池袋二丁目A地区第一種市街地再開発事
業施設建築物

日本設計 日本設計（協力：大成建設）
SRC
RC

49 3 約94300 約189
東京都
豊島区

50 HNNN - 5848 2011/9/20 ERI-H11003
京橋町地区優良建築物等整備事業に係る施
設建築物

都市生活研究所 西松建設
RC

（一部
S）

21 - 984.4 14417.1 69.4 75.7
広島県
広島市

鉛入り積層ゴム
すべり支承

51 HNNN - 5870 2011/9/26
UHEC評価-

構23006
二子玉川東第二地区市街地再開発事業〔Ⅱ
－a街区〕施設建築物

日建設計
アール・アイ・エー
東急設計コンサルタント

日建設計
アール・アイ・エー
東急設計コンサルタント

ＲＣ 30 2 22438.0 156422.4 128.9 137.0
東京都

世田谷区
天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

52 HNNN - 5928 2011/10/28
GBRC建評-
11-022A-

002

香里園駅東地区第一種市街地再開発事業
施設建築物（１街区）

竹中工務店 竹中工務店
RC
S

24 1 18172 87.6
大阪府
大阪市

高減衰ゴム系積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

すべり支承

53 HNNN - 5967 2011/10/28
BVJ-BA11-

011
(仮称)プラウドタワー泉計画 矢作建設工業 矢作建設工業 RC 22 1 8666.5 68.0

愛知県
名古屋市

HDR
ESL
OD

54 HNNN - 5999 2011/11/25 ERI-H11011 （仮称）インプレスト芝浦建築計画 浅井謙建築研究所 浅沼組 ＲＣ 25 1 478.9 9997.2 87.6 88.2
東京都
港区

天然ゴム系積層ゴム
高減衰ゴム系積層ゴム

オイルダンパー

55 HNNN - 6013 2011/11/22 (仮称)大阪市北区扇町2丁目計画 熊谷組 熊谷組 RC 31 - 26921
大阪府
大阪市

天然ゴム系積層ゴム

56 HNNN - 6034 2011/12/9
KS611-

0911-00005
（仮称）ICHIJO TOWER KANAYAMA

徳倉建設
浅井件建築研究所

飯島建築事務所 RC 21 - 8955.2 67.0
愛知県

名古屋市

NRB
LRB
ESL
CLB
RDT

57 HNNN - 6482 2012/6/29 ERI-H11022 （仮称）プレミストタワー浜松中央 竹中工務店 竹中工務店 ＲＣ 25 - 823.5 12351.9 89.7 91.2
静岡県
浜松市

天然ゴム系積層ゴム
すべり支承
転がり支承

オイルダンパー

58 HNNN - 6598 2012/9/7 ERI-H12001 （仮称）仙台一番町計画 三井住友建設 三井住友建設 RC 30 1 698.2 14924.4 99.2 105.6
宮城県
仙台市

錫プラグ入り積層ゴム
天然ゴム積層ゴム

すべり支承
転がり支承

59 HNNN - 06626-1 2014/11/25
GBRC12-
022A-003-

01B
トータテ東白鳥PJ（西棟） アール・アイ・エー アール・アイ・エー RC 28 - 1045.8 34385.8 87.3

広島県
広島市

免震構造

60 HNNB - 7046 2013/2/26
BCJ基評-
HR0647-03

（仮称）ラゾーナ川崎東芝ビル 野村不動産
野村不動産
大林組

S
RC
SRC

15 - 7701.5 104531.2 64.1 71.9
神奈川県
川崎市

天然ゴム系積層ゴム
すべり系支承

オイルダンパー

61 HNNN - 7064 2013/2/13
UHEC評価-

構24040
(仮称）津田沼区画整理29街区プロジェクト（B
棟）

フジタ フジタ RC 24 - 1759.1 32431.8 71.5 77.3
千葉県

習志野市
鉛プラグ入り積層ゴム支承

弾性すべり支承

62 HNNN - 7188 2013/3/25
UHEC評価-

構24049
(仮称）津田沼区画整理29街区プロジェクト（C
棟）

フジタ フジタ RC 24 - 1895.7 30834.1 71.5 77.3
千葉県

習志野市
鉛プラグ入り積層ゴム支承

弾性すべり支承

63 HNNN - 7220 2013/3/25 ERI-H12013 (仮称）目黒不動前プロジェクト 三井住友建設 三井住友建設 RC 21 - 725.9 10652.0 63.9 69.7
東京都
品川区

鉛プラグ入り積層ゴム
天然ゴム系積層ゴム

転がり支承
オイルダンパー

64 HNNN - 7349 2013/5/7
BCJ基評-
HR0709-03

(仮称）有明北2-2-A街区計画 三井住友建設 三井住友建設 RC 33 1 2989.0 67299.0 113.8 119.4
東京都
江東区

天然ゴム系積層ゴム
錫プラグ入り積層ゴム

すべり系支承
オイルダンパー

65 HNNN - 7949 2013/12/24 ERI-H13006
荏原町駅前地区防災街区整備事業　防災施
設建築物

松田平田設計 松田平田設計
RC

(一部S）
18 1 680.1 5436.3 62.2 68.0

東京都
品川区

鉛プラグ入り積層ゴム

66 HNNN - 8164 2014/3/18
GBRC12-
022A-006-

02A

広島駅南口 B ブロック第一種市街地再開発
事業施設建築物

アール・アイ・エー
織本構造設計
前田建設工業

アール・アイ・エー
織本構造設計
前田建設工業

RC 52 2 15035.6 125490.8 189.2
広島県
広島市

免震構造

67 HNNN - 8302 2014/4/21 ERI-H13015 （仮称）西本町ビル NTTファシリティーズ
オーヴ・アラップ・アンド・パー
トナーズ・ジャパン・リミテッド

S 11 1 1115.8 12528.1 64.5 66.3
大阪府
大阪市

鉛プラグ入り積層ゴム

68 HNNN -
08324-

1
2014/9/12

BCJ基評-
HR0751-04

（仮称）ハーバーランドPJ 日建ハウジングシステム 三井住友建設 RC 23 - 1482.8 20915.4 69.6 75.0
兵庫県
神戸市

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

すべり系支承
オイルダンパー



52 MENSHIN　NO.94　2016.10

構造 階
地
下

建築面
積(㎡)
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認定番号 認定年月 評価番号 件　　名 設計 構造

69 HNNN - 10008 2014/7/7
BCJ基評-
HR0829-01

（仮称）津志田南タワー計画 Add設計工房 剣建築設計事務所 18 - 953.2 7753.9 63.6 69.0
岩手県
盛岡市

天然ゴム系積層ゴム
高減衰積層ゴム
オイルダンパー

70 HNNN - 10037 2014/7/23
GBRC14-
022A-001

（仮称）大阪市本庄西１丁目計画 清水建設 清水建設 RC 44 - 1477.2 53568.8 145.1 153.4
大阪府
大阪市

天然ゴム系積層ゴム支承
鉛プラグ入り積層ゴム支承

オイルダンパー

71 HNNN - 10047 2014/8/20 ERI-H13020 （仮称）八戸市八日町地区拠点複合施設 INA新建築研究所
INA新建築研究所
織本構造設計

RC 14 - 1136.8 10530.5 63.1 63.8
青森県
八戸市

鉛プラグ入り積層ゴム
直動転がり支承
オイルダンパー

72 HNNN - 10092 2014/911 J基評-HR0833島根銀行本店 石本建築事務所 石本建築事務所 S 13 1 1493.5 12042.0 66.4 66.4
島根県
松江市

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム
レール式転がり支承

オイルダンパー

73 HNNN - 10123 2014/10/30
UHEC評価-
構26014

（仮称）つくば吾妻Ⅱ計画 長谷工コーポレーション 長谷工コーポレーション RC 20 - 2231.4 34112.7 61.1 62.4
茨城県
つくば市

高減衰ゴム系積層ゴム
弾性滑り支承
オイルダンパー

74 HNNN - 10141 2014/11/10
BCJ基評-
HR0841-01

浜松町一丁目地区第一種市街地再開発事
業に伴う施設建築物

アール・アイ・エー
アール・アイ・エー
織本構造設計

RC 37 1 3092.4 65042.7 132.0 139.9
東京都
港区

天然ゴム系積層ゴム
鉛プラグ入り積層ゴム

すべり系支承
転がり系支承

減衰こま



53委員会の動き

（2016年6月～2016年8月）

運営委員会
委員長　鳥井　信吾

平成28年度第1回運営委員会が
7月12日に開催された。報告事項
では新運営委員の件、役員・審
議員や年間予定に関する総会報
告の件、台湾とトルコ研修の件、
施工管理技術者講習や免震
フォーラムの件、等の定例的報
告が行われた。中でも海外研修
については、政府方針でもある
『日本の技術の海外展開』に向け
た技術交流の一環として大変貴
重であることが改めて認識され
た。審議事項としては、季刊誌
『MENSHIN』の海外頒布を可能
にすることなどを含め、海外会
員制度の在り方について議論し、
早い段階で結論を出すこととし
た。なお、免震装置性能未達問
題に関する国交省への報告にお
いて実大装置の性能確認試験の
追加実施を提案し、米国にて実
施されることを確認した。また、
熊本地震における免震建物の優
位性を確認した。耐震構造は、建
物被害は少なくとも揺れが激し
くて、車中生活を余儀なくされ
ていた状況や、震度7が続けて2

回発生したことにより崩壊して
しまった建物があるなどの状況
を把握し、今後より明確に免震
構造の魅力を発信することとし
た。

技術委員会
委員長　北村　春幸

2016年4月14日と16日の熊本地
震における免震建物の被害状況
が明らかになってきました。積

層ゴムやダンパーの変状やエキ
スパンションジョイント等の変
状については、2011年東日本大
震災のときと同じような被害を
受けました。鉛ダンパーや鋼材
ダンパーの取付け基部の損傷と
外付け階段の損傷については、ダ
ンパーに加わるせん断力を構造
部材まで安全伝達できる検討が
不足していたと考えられます。
これらの被害から、今後とも、免
震協会の作成した指針類を普及
させることの重要性が明らかに
なりました。

免震設計部会
委員長　藤森　智

●設計小委員会
委員長　藤森　智

免震建物における対津波構造
設計マニュアル（案）における
フェールセーフ機構を組み込ん
だ免震建物設計事例を作成して
いる。また既存免震建物の対津
波改修も検討対象と考えている。
免震部材接合部設計指針につい
ては、一部の修正を行う予定で
ある。

●入力地震動小委員会
委員長　久田　嘉章

2016年7月19日に第97回入力地
震動小委員会を開催し、国交省
「超高層建築物等における南海ト
ラフ沿いの巨大地震による長周
期地震動への対策案」のパブコ
メを確認し、熊本地震の強震動
特性と被害調査の報告、および、
免震レトロフットに関する動向
の報告を行った。また9/2の免震
フォーラムでは震源近傍の強震
動と長周期・長時間地震動の最
新動向を久田が報告した。 

●設計支援ソフト小委員会
委員長　酒井　直己

「免震装置の製品検査後の性能
バラツキ値に対し、GAを用いて
偏心率最小となる同型装置の最
適配置を求めるソフト」の開発
中で、現在は「使い易くするた
めの入出力方法」を検討しなが
らソフトの作成作業を継続中。

耐風設計部会
委員長　大熊　武司

耐風設計指針の英文版（案）の
作成作業について：校正結果に
基づいた修正案作成作業は最終
段階に入っているが、一部の校
正結果が未だ戻っていない状況
にある。
日本版指針について：最近、断
面がかなり扁平な建築物が増え
つつある。本指針では建築物荷
重指針を引用して「アスペクト比
（H/√B・D）が3以上となる場合は、
風荷重の組合せを考慮する」と
しているが、例え、3以下でも組
合せを考慮することが望ましい
場合がある。気をつけたい。

施工部会
委員長　原田　直哉

JSSI免震構造施工標準2017の改
訂に向けて作業中。今回は、施
工計画書の作成のために使いや
すいよう全体の構成を見直すこ
とに主眼を置いていく。現在、毎
月1回のペースで各委員で担当す
る章の修正原稿を整理している。

免震部材部会
委員長　髙山　峯夫

●アイソレータ小委員会
委員長　髙山　峯夫

アイソレータ小委員会では、取
り付け部（フランジ、ボルトなど）

委 員 会 の 動 き
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の合理的な設計を行うための実
験を計画している。また長周期
長時間地震動に対する免震部材
の性能評価法について検討を始
めている。

●ダンパー小委員会
委員長　荻野　伸行

WEB公開している活動報告書
の更新に向けて、各ダンパーの
新たな知見（限界性能、2方向特
性、長周期・長時間地震動、新
たなダンパー等）を考慮した報
告書の検討を継続している。ま
た、免震材料の大臣認定の見直
し（告示改正）に伴い、ダンパー
（鋼材・鉛・摩擦・オイル）に関
する各検査項目（出荷時、サン
プル調査）を取り纏め、報告書
を作成した。

応答制御部会
委員長　笠井　和彦

パッシブ制振評価小委員会
委員長　笠井　和彦

制振部材品質基準小委員会
委員長　木林　長仁

「制振構造の主架構の設計応力
の考え方」に関して石井氏や北
嶋氏を招き勉強会を継続し、中
高層建築（高さ60m以下）の制振
構造化のための「静的応力解析」
をベースとした合理的な設計法
の提案をまとめた。その内容を9

月30日（金）に講習会を開催し、
報告する予定である。
小委員会は6/15（11名）, 7/15（9

名）に開催した。

防耐火部会
委員長　池田　憲一

免震建物の耐火設計ガイド
ブックの改訂作業を英語版の発
行も踏まえて継続。耐火構造認

定追加手続きの改良についての
検討を継続。天然ゴム系積層ゴ
ムの高温性能についての検討を
継続。

普及委員会
委員長　須賀川　勝

当該期間中に委員会を3回開催
した。熊本地震で急遽修正した
フォーラムのプログラム及び分
担などが7月28日の委員会で最
終案としてまとまった。フォー
ラムの状況は以下の委員会報告
にある通り盛会であった。各部
会での活動は委員長の報告の通
り、順調に活動している。

教育普及部会
委員長　前林　和彦

準備を進めてきた第16回免震
フォーラム『迫り来る自然災害
の脅威』が9月2日に開催された。
火山と地震についての基調講演
と3題の話題提供を各講師の方に
していただいた。200名の出席者
があり、質疑応答も活発に行わ
れた。近年頻発する自然災害に
参加者の関心の高さが窺われた。

出版部会
委員長　千馬　一哉

出版部会の全体会議は、6月29

日に開催した。7月25日発行の会
誌93号の進捗状況の確認を行い、
10月末に発行予定の会誌94号の
内容および執筆依頼について検
討した。免震建築紹介は免震改
修した新宿区役所とし、8月3日
に現地取材を行った。

社会環境部会
委員長　久野　雅祥

8月31日に第46回委員会を　開
催した。

免震構造協会のHPに掲載して
いる「免震構造と社会・経済」に
ついて内容の充実に向けた項目
の検討を引続き行った。「免震構
造を採用する先端企業訪問」と
して、次回は東北大学を訪問す
ることとした。

国際委員会
委員長　斉藤　大樹

免震・制振構造の国際普及に
とって、情報発信の窓口である
協会の英語ホームページの充実
は極めて重要である。国際委員
会では、ホームページの構成や
掲載する情報について議論を
行っている。これまでに、設計
事例の英語データシートの収集
などを行った。その他、海外展
開部会と連携して、台湾、トルコ、
ルーマニアでの研修の実施や国
際ワークショップの開催に関す
る協議を行っている。

資格制度委員会
委員長　古橋　剛

資格制度委員会（運営幹事会
及び6部会で構成）は、当協会が
認定する「免震部建築施工管理
技術者」および「免震建物点検
技術者」の資格に関わる講習・
試験及び更新講習会（毎年度計4

回）の実施、及びその合否判定
の事業を担当している。

7月20日（水）に本年度第2回
の運営幹事会を開催し、施工管
理技術者試験申し込み状況、施
工管理技術者更新講習会のプロ
グラム案、点検技術者更新申し
込みのWEB化について確認した。
また、試験及び更新講習会時に
自然災害が発生した場合の対応、
施工管理技術者試験問題に関し
て審議した。
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なお、2018年度に予定されて
いる講習・試験及び更新講習会
は下記のとおりである。

10月9日（日）第17回免震部建
築施工管理技術者講習・試験（会
場：ベルサール渋谷ファースト）

11月6日（日）第12回免震部建
築施工管理技術者更新講習会（会
場：ベルサール渋谷ファースト）

11月20日（日）第11回免震建
物点検技術者更新講習会（会場：
ベルサール八重洲）

1月21日（土）第15回免震建物
点検技術者講習・試験（会場：
ベルサール飯田橋駅前）

免震支承問題対応委員会
委員長　菊地　優

高減衰積層ゴム（G0.35）の交
換用免震材料の性能再評価に関
する試験結果の報告を受けて、当
委員会から要請した実大試験体
による引張および水平2方向試験
が実施された。引張試験につい
ては、東洋ゴム工業明石工場内
にある26MN横剛性試験機を用
い、オフセットせん断ひずみ
300%までを与えた状態で引張ひ
ずみ100%までの繰り返し引張加
力を行った。一方、水平2方向試
験 に つ い て は、 米 国UCSDの
SRMD試 験 機 を 用 い て、 φ
1000mmのG0.35積層ゴムの動的
加力試験を実施した。3週間にわ
たる試験期間内に、当委員会か
らは4名の委員を交代で派遣し
て、試験に立ち会った。一連の
試験結果については、9月に当委
員会で報告される予定となって
いる。

耐震要素実大動的加力装置の設置検討委員会
委員長　髙山　峯夫

本委員会では、東京工業大学
の笠井和彦教授を中心に、精力
的に試験装置の検討をしていた
だいている。試験装置は3方向動
的加力ができる仕様とし、圧縮
荷重は120MN、水平方向の最大
荷重は、主軸方向で12MN（動的
8MN）、副軸方向で6MN（動的
4MN）を想定している。水平ス
トロークは±1mで、最大速度は
2m/sとなっている。荷重の計測で
は、試験装置の摩擦力などを含
まずに試験体の反力を忠実に計
測できるようになっている。こ
の実験施設は、東工大のすずか
け台キャンパスに設置する方向
で建屋の検討も行われている。

本実験施設の設置には、65億
円ほどの費用が必要との見積も
りが出されている。本施設の実
現にむけて、日本学術会議に研
究計画を申請しており、ヒアリ
ングが行われると聞いている。
この実大実験の施設が実現でき
れば世界トップクラスの施設と
なることは間違いない。
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委員会活動報告（2016.6.1 〜 2016.8.31）

日付 委員会名 開催場所 人数

6月1日 技術委員会/免震設計部会/設計小委員会 事務局会議室 16
6月8日 特別委員会/免震支承問題対応委員会 建築家会館3F大会議室 29
6月10日 資格制度委員会/施工管理技術者試験部会 建築家会館3F小会議室 8
6月14日 技術委員会/防耐火部会/天然ゴム耐火WG 事務局会議室 8
6月14日 技術委員会/防耐火部会/耐火認定WG 〃 5
6月15日 特別委員会/免震支承問題対応委員会 建築家会館3F大会議室 27
6月15日 技術委員会/積層ゴムのベースプレートWG 事務局会議室 13
6月15日 技術委員会/応答制御部会/制振部材品質基準小委員会 〃 11
6月16日 技術委員会/免震部材部会/ダンパー小委員会 〃 7
6月20日 技術委員会/防耐火部会 〃 13
6月21日 国際委員会/海外展開部会 〃 11
6月21日 技術委員会/施工部会 建築家会館3F大会議室 12
6月22日 国際委員会/海外展開部会/展開技術検討SWG 事務局会議室 6
6月22日 普及委員会/運営幹事会 〃 6
6月24日 原子力関係施設免震構造委員会/幹事会 〃 9
6月24日 技術委員会/免震部材部会/アイソレータ小委員会/ 〃 11
6月24日 資格制度委員会/施工管理技術者試験部会 建築家会館3F小会議室 7
6月29日 普及委員会/出版部会/「MENSHIN」93号編集WG 事務局会議室 4
6月29日 普及委員会/出版部会 〃 13
6月30日 技術委員会/防耐火部会/天然ゴム耐火WG 〃 8
6月30日 技術委員会/防耐火部会/「耐火設計ガイドブック」作成WG 〃 11
6月30日 技術委員会/免震設計部会/設計支援ソフト小委員会 〃 6
7月7日 国際委員会/海外展開部会/情報収集・発信WG 〃 8
7月8日 技術委員会/防耐火部会/「オイルダンパー耐火性能」WG 〃 8
7月8日 国際委員会/海外展開部会/展開技術検討WG 〃 10
7月8日 資格制度委員会/施工管理技術者試験部会 建築家会館3F小会議室 7
7月11日 技術委員会/耐風設計部会 事務局会議室 7
7月11日 普及委員会/教育普及部会 建築家会館3F大会議室 8
7月12日 運営委員会 事務局会議室 16
7月15日 国際委員会/海外展開部会 〃 19
7月15日 技術委員会/応答制御部会/制振部材品質基準小委員会 建築家会館3F大会議室 10
7月19日 技術委員会/免震設計部会/入力地震動小委員会 事務局会議室 15
7月20日 国際委員会 〃 5
7月20日 資格制度委員会/運営幹事会 〃 8
7月26日 技術委員会/施工部会 〃 11
7月27日 技術委員会/防耐火部会/耐火認定WG 〃 3
7月28日 技術委員会/防耐火部会/「耐火設計ガイドブック」作成WG 〃 5
7月28日 技術委員会/防耐火部会 〃 10
7月28日 普及委員会/運営幹事会 建築家会館3F小会議室 9
7月28日 資格制度委員会/施工管理技術者更新部会 建築家会館3F大会議室 7
8月3日 技術委員会/免震設計部会/設計小委員会 事務局会議室 13
8月9日 技術委員会/免震設計部会/設計支援ソフト小委員会 〃 6
8月18日 技術委員会/耐風設計部会 〃 6
8月23日 国際委員会/海外展開部会 〃 15
8月30日 技術委員会/施工部会 〃 14
8月30日 普及委員会/教育普及部会 建築家会館3F小会議室 9
8月31日 技術委員会/免震部材部会/ダンパー小委員会 事務局会議室 10
8月31日 普及委員会/社会環境部会 建築家会館3F小会議室 4
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会員動向

入会のご案内

会員の特典など

入会ご希望の方は、次項の申込書に所定事項をご記入の上、事務局までご郵送下さい。
入会は、理事会に諮られます。理事会での承認後、入会通知書・請求書・資料をお送りします。

お分かりにならない点などがありましたら、事務局にお尋ねください。

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18 JIA館2階

一般社団法人 日本免震構造協会 事務局

TEL：03-5775-5432 
FAX：03-5775-5434

E-mail：jssi@jssi.or.jp

会員種別 入会金 年会費

300,000円
（1口）

300,000円

免震構造に関する学術経験を有する者で、
本協会の目的に賛同して入会した個人理事の推
薦が必要です

5,000円 5,000円

免震構造に関する事業を行う者で、本協会の事
業を賛助するために入会した法人

100,000円 100,000円

本協会の事業に関係のある団体で入会したもの

第1種正会員

第2種正会員

賛助会員

特別会員

免震構造に関する事業を行う者で、本協会の目
的に賛同して入会した法人

別　途 ―

総会での
議決権

会誌送付部数 講習会・書籍等

有／1票
4冊／1口

10冊／2口
20冊／3口

会員価格

有／1票 1冊 会員価格

無 2冊 会員価格

第1種正会員

第2種正会員

賛助会員

委員会
委員長

可

可

不可

委員会
委　員

可

可

可
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会員動向

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18  JIA館 2階

一般社団法人 日本免震構造協会 事務局（平日9:30～18:00）

TEL：03-5775-5432　FAX：03-5775-5434
E-mail：jssi@jssi.or.jp

第１種正会員・賛助会員・特別会員への入会は、次頁の申込み用紙に記入後、郵便にてお送り

ください。入会の承認は、理事会の承認を得て入会通知書をお送りします。その際に、入会通

知書・請求書等を同封します。

一般社団法人 日本免震構造協会 入会申込書〔記入要領〕

 

２．代表者／第１種正会員の場合

下記の①または②のいずれかになります

３．担当者は、当協会からの全ての情報・資料着信の窓口になります。

４．建築関係加入団体名

５．業種：該当箇所に○をつけて下さい｛　　　｝欄にあてはまる場合も○をつけて下さい

６．入会事由・・・例えば、免震関連の事業展開・○○氏の紹介など

例えば・・・・・・総会の案内・フォーラム・講習会・見学会の案内・会誌「ＭＥＮＳＨＩＮ」・会

３団体までご記入下さい

その他は（　　　）内に具体的にお書き下さい

費請求書などの受け取り窓口

１．法人名（口数）・・・口数記入は、第１種正会員のみです。

記載事項についてお分かりにならない点などがありましたら、事務局にお尋ねください。

第１種正会員につきましては、申込み用紙の代表権欄の代表権者または指定代理人の□に　を

①代表権者　・・・法人（会社）の代表権を有する人

例えば、代表権者としての代表取締役・代表取締役社長等

こちらの場合は、別紙の指定代理人通知（代表者登録）に記入後、申込書と併せて送付し

て下さい

②指定代理人・・・代表権者から、指定を受けた者

代表者／賛助会員の場合

賛助会員につきましては、代表権者及び指定代理人の□ 欄は記入不要です。

代表権をもっていない方をご登録いただいても構いません。例えば担当者の上司等

入れて下さい
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会員動向

1. 免震建物  2. 制震建物  3. 非免制震（番号をご記入ください）

氏　　　名

所属・役職

担当者

代表者

法　人　名（口　数）

□代表権者

□指定代理人

業種

○をお付けください

会員種別
○をお付けください

申　込　日（西暦）

申込書は、郵便にてお送り下さい。

資本金・従業員数

設立年月日（西暦）

建築関係加入団体名

入会事由

住　　　所
（勤務先）

ふ  り  が  な

氏　　　名

所属・役職

住　　　所
（勤務先）

ふ  り  が  な

ふ　り　が　な

年　　　　　月　　　　　日

万円　　・ 人

A：建設業

B：設計事務所 

C：メーカー

D：コンサルタント

E：その他

a.総合　b.建築　c.土木　d.設備　e.住宅　f.プレハブ

a.総合　b.専業　｛1.意匠　2.構造　3.設備｝

a.免震材料 ｛1.アイソレータ　2.ダンパー　3.配管継手

｛4.EXP.J　5.周辺部材｝

b.建築材料（　　　　　） c.その他（　　　　　   ）

a.建築　b.土木　c.エンジニアリング　d.その他（ ）

a.不動産　b.商社　c.事業団　d.その他（ ）

*会員コード

*入会承認日
*本協会で記入します。

第1種正会員

〒

〒

E-mail

－ FAX－ － －

FAX － －

賛助会員 特別会員

（　　　　口）

印

印

年　　　月　　日 月　　　　日

※貴社、会社案内を1部添付してください

E-mail

－ －

一般社団法人 日本免震構造協会 入会申込書

担当者が勤務している事務所の建物
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会員動向

一般社団法人 日本免震構造協会「免震普及会」に関する規約

平成11年2月23日
規約第1号

　社団法人日本免震構造協会免震普及会（以下

「本会」という。）は、社団法人日本免震構造

協会（以下「本協会」という。）の事業目的と

する免震構造の調査研究、技術開発等について

本協会の会報及び活動状況の情報提供・交流を

図る機関誌としての会誌「MENSHIN」及び関

連事業によって、免震構造に関する業務の伸展

に寄与し、本協会とともに免震建築の普及推進

に資することを目的とする。

第１（目的）

　入会手続きの完了した者は、本会員として名

簿に登載し、本会員資格を取得する。

第７（登録）

　本会の目的違背行為、詐称等及び納入金不

履行の場合は、本会会員の資格喪失するもの

とする。

第８（資格喪失）

　本会員は、本協会の会員に準じて、次のよ

うな特典等を享受することができる。

　① 刊行物の特典頒付

　② 講習会等の特典参加

　③ 見学会等の特典参加

　④ その他

第１０（会員の特典）

　本会の目的達成のため及び本会員の向上の

措置として、セミナー等の企画実施を図るも

のとする。

第１１（企画実施）

　日本免震構造協会会誌会員は、設立許可日

より、この規約に依る「社団法人日本免震構

造協会免震普及会」の会員となる。

附則

　会誌は、１部発行毎に配付する。

第９（会誌配付）

　本会員になろうとする者（個人又は法人）は、

所定の入会申込書により申込手続きをするもの

とする。

第３（入会手続き）

　会員となる者は、予め、入会金として１万円

納付するものとする。

第５（入会金）

　納入した会費及び入会金は、返却しないもの

とする。

第６（納入金不返還）

　会費は、年額１万円とする。会費は、毎年度

前に全額前納するものとする。

第４（会費）

　本会を「（社）日本免震構造協会免震普及会」

といい、本会員を「（社）日本免震構造協会免震

普及会会員」という。

第２（名称）
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一般社団法人 日本免震構造協会「免震普及会」入会申込書

申込書は、郵便にてお送り下さい。

申　込　日

氏　　　名
ふ　り　が　な

勤　務　先

自　　　宅

連　絡　先

住　　　所

連　絡　先 TEL（　　　　）　　　　　－

FAX（　　　　）　　　　　－

TEL（　　　　）　　　　　－

FAX（　　　　）　　　　　－

会　社　名

（西暦） 年　　　月　　　日 月　　　　日

印

所属・役職

住　　　所

〒　　　－

A：建設業　　 B：設計事務所 　　C：メーカー（　　　　　　　  ）

A：勤務先　　　 B：自　宅

D：コンサルタント　　 E：その他（　　　　　　　  　　　　　　）

〒　　－

業　　　種

会誌送付先

*コード

*入会承認日

*本協会で記入します。

該当箇所に○を

お付けください

該当箇所に○を

お付けください

業種Cの括弧内

には、分野を記

入してください
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会員動向

会員登録内容に変更がありましたら、下記の用紙にご記入の上FAXにてご返送ください。

●登録内容項目に○をおつけください

1．担当者　　2．勤務先　　3．所属　　4．勤務先住所

5．電話番号　　6．FAX番号　　7．E-mail　　8．その他（　　　　　　　　　　）

送信先　一般社団法人 日本免震構造協会 事務局 宛

F A X　 0 3 － 5 7 7 5 － 5 4 3 4

※代表者が本会の役員の場合は、届け出が別になりますので事務局までご連絡下さい。

送付日（西暦） 年　　　月　　　日

会員登録内容変更届

会 社 名

（ ふりがな ）

担 当 者

勤務先住所

会 員 種 別 ：

発 信 者 ：

勤 務 先 ：

T E L ：

所 属

T E L

F A X

E - m a i l

第1種正会員　　第2種正会員　　賛助会員　　特別会員　　免震普及会

〒　　　　　－

（　　　　　）

（　　　　　）

●変更する内容 （名刺を拡大コピーして、貼っていただいても結構です）
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I n f o r m a t i o n

11/上旬	 平成28年度免震部建築施工管理技術者試験合格者発表

11/6	 施工管理技術者対象：更新講習会（東京：ベルサール
渋谷ファースト）　

11/10・11	 SAFETEC2016展示会参画及び講演（北九州市コンベ
ンションセンター）

11/20	 点検技術者対象:更新講習会（東京：ベルサール八重洲）

日 月 火 水 木 金 土
6
13
20
27

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

7
14
21
28

3
10
17
24
31

4
11
18
25

5
12
19
26

1月 1/5	 仕事始め

	

1/21	 平成28年度免震建物点検者講習・試験（東京：ベルサー
ル飯田橋駅前）

1/25	 会誌NO.95発行

日 月 火 水 木 金 土
5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

4
11
18
25

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24

2016年

2016年

2017年

11月

日 月 火 水 木 金 土
1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

4
11
18
25

6
13
20
27

7
14
21
28

5
12
19
26

12月

12/27	 仕事納め

は、行事予定日など行事予定表（2016年11月〜 2017年1月）

年末年始の休暇　　12/28 〜 1/4	
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インフォメーション

一般社団法人

1,100部／回

1月・4月・7月・10月

当協会にご一任下さい。

￥86,400（税込）

※原稿・フィルム代は、別途掲載者負担となります。
※通年掲載の場合は、20％引きとなります。正会員以外は年間契約は出来ません。



73

会誌92号掲載「各国の最近の免震構造」紹介シリーズ
P31～33 Mr.Melkumyan執筆記事 正誤表

Published in the Journal by mistake Must be

700/700 mm 700×700 mm
70071000 mm 700×1000 mm
70011900 mm 700×1900 mm
700s600 （h） mm 700×600（h） mm
7006650 （h） mm 700×650（h） mm
100061200 （h） mm 1000×1200（h） mm
…superstructure （the part of building 
above the isolation plane）   .

…superstructure （the part of building 
above the isolation plane）.

500/500 mm 500×500 mm
600x600 mm 600×600 mm
500  650 （h） mm 500×650（h） mm
5006350 （h） mm 500×350（h） mm
…up to 280 mm （about 220% of shear 
strain）   ,

…up to 280 mm （about 220% of shear 
strain）,
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10月 8日の未明、九州熊本の阿蘇山の中岳が約
30年ぶりに爆発的噴火しました。この夏には、北
海道で 3回の台風上陸があり、いまだに帯広方面
の JRの主要路線が不通となっています。8月末の
台風 10号での岩手県での大きな被害も、記憶に新
しい自然災害のニュースです。
当協会では、「迫り来る自然災害の脅威」～熊本
地震を教訓に、大地震、火山噴火に備える～と題
して、免震フォーラムが数年ぶりに 9月 2日（金
曜日）工学院大学にて開催されました。講習会報
告の記事に概要がまとまっています。
免震建築訪問記事では、免震改修した新宿区役

所を紹介しています。新宿の繁華街の高密度で、隣
地建物と近接した敷地での改修工事です。2011年
の東北地方太平洋沖地震後に、災害時の安全性と
庁舎機能の確保を目的に、免震改修されています。
そのほか、免震制振建築紹介記事が 5物件掲載さ
れています。会員の皆様、免震建築、制振建築の
実施例で興味深い物件がございましたら、是非と
も事務局の方にお知らせください。どうぞよろし
くお願いいたします。

94号の編集WGは B班の担当で、岩下さん、齊
木さん、吉井さん、中村さん、大原さん、榎本さ
んの 6名の方々でした。ご苦労様でした。

出版部会委員長　千馬一哉

編集後記

～ 免 震 構 造 の 魅 力 ～

大地震に備える

免震建築の普及のため、建築主向けに免震構造を分かり易く解説したもの
（約9分）

価格（税込）： 会　員 ￥2,000
  非会員 ￥2,500
  アカデミー ￥1,500

発 行 日 ： 2014年3月

販 　 売 ： Taylor & Francis

［日本語版］
価格（税込）： 会　員 ￥1,500

非会員 ￥2,000
アカデミー ￥1,000

発 行 日 ： 2006年11月

発 行 日 ： 2006年12月

［英語版］

国際委員会は2000年よりCIB（建築研究国際協議会）のTG44
（Performance Evaluation of Buildings with Response Control 
Devices）の活動もしておりましたが、今回その成果として免制
振に関する世界の現状を記した書籍がTaylor&Francis社より出
版されました。各国の技術基準比較と設計・解析方法などの紹
介、免震建物の地震応答観測結果、装置の紹介、各国の設計例
データシートなどが示されている。　　　　　　　　（英語版）
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